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第20回 極域生物 シンポジウム開催準備
会場
ロビー
《受fJ》.'…
《弁当 ・懇 親会》
《スライド ・OHP》
《庶 務 ・GH》
《接 待》
《懇 親会準備》
講堂
《会場準備》
マ}尾、小林 参 加表、1主所録 、プログラム、要旨集、電話 、投稿 規定、資料 コ ピー、名札
古木、高 橋 メニ ュー、弁 当代 、時 間、受 け渡 し、処理 、懇 親会受付
小林 受付 、名前 、袋、順番 、回収 、返済
岩尾 研究協力 係 との交渉 、ゲストハウス(ラウンジの食 料)、 宿泊、印鑑
Ilf木 緑 茶、コー ヒー 、紅茶 、灰 皿、ごみ 箱、食器洗 い
非常 勤
伊 村 、 佐藤1)口 頭 発 表+懇 親会/ス ク リー ン、暗 幕 、 マ イク 、 照 明 、 暖 房 、 チ ョー ク、 ホ ワ イ トボ ー ド、 指揮 棒 、 ス ラ イ ドプ ロ ジ ェ ク ター 、
《進行》
《講演進行補佐》
OHP　 (川 紙 購 入)、 光源 ス ペ ア ー 、 ピ ンセ ッ ト、座 長席(は り紙 、ベ ル 、ス トッ プ ウ ォ ッチ 、 時 計 、 マ イ ク)
2)ポ ス ター展 示/マ ジ ッ ク、 画 鋲 、 両 面 テ ー プ 、模 造 紙 類 、 ポ ス ター ボ ー ド(ベ ニ ヤ)、 ポス ター 発 表 番 号、 掲 示 板
神 田 、 加 藤 司 会 、座 長 、 シ ンポ ジ ウ ム 、 ポ ス ター 発表 、 開 会、 休 憩 、 昼 食 、 閉 会 、 ワー ク シ ョッ プ、 懇 親会 進 行
ノく谷 、 鮎 川 ベ ル 、 ス ラ イ ド、　OHP
第20回 極 域生物 シンポ ジ ウム
プ ロ グ ラ ム
平成9年12月4日(木)、5日(金)
12月4日(木) 12月5日(金)
開会挨拶1000-1005
口頭発表1005-1150 口頭発表1000-1200
海 洋生物 セ ッション1 陸上生物 セ ッション1
01-3 07-9
昼食1150-1250 昼食1200-1300
海洋生物 セ ッションll1250-1430 陸上生物 セッションll1300-1340
04-6 010
コー ヒーブ レイ ク1430-1440 コー ヒー ブレイ ク1340-1350
ポスタ ー発 表1440-1730 ポス ター発表1350-1600
海洋生物 セッション 陸上生物セッション
A.環 境 G.地 球化 学 ・微 生物
P1-7 P44-48
B.基 礎 生産 H.蘇 苔類 ・微小動物
P8-14 P49-56
C.動 物 プ ランク トン 1.藻 類
P15-21 P57-62
D.底 生生物 ・魚類 J.種 子植物
P22-35 P63-68
E.鳥 類
P36-39
F.爬 虫類 ・ほ乳類
P40-43
懇親会1800-2000 閉会挨拶1600-1605
平成9年12月4日(木)
開会挨拶 平澤 威男(極 地研) 1000-1005
口頭発表 海洋生物セ ッション
01,有 孔 虫化 石に基づ く リュツォ ・ホル ム湾東部の最終氷期以降 にお ける
海洋環境 変動 と氷床 後退への寄与
五十嵐 厚夫(極 地研)
02.宗 谷時代 日本隊 によ るアイ スアルジェーの先駆的研 究
目黒 煕(東 北福祉大)、 福 島 博(藻 類研)、 松 田 達郎(極 地研)
03.　Nimbus-7/CZCSとSMMRによ る南極半島周辺海域の時系列 変化
木村 典嗣(NTTデ ー タ通信)、 岡田 喜裕(東 海大)
1005-1040
1040-1115
1115-1150
昼食 1150-1250
it;　一:A・1∫'首 ・ 京'
04.ア デ リー ヘ ンギ ンの 採餌 ト リッ プ時 間 配 分 、雛 へ の給 餌 量 お よ び 親 の
体 重 維 持:海 氷 条 件 の 異 な る地域 間 比 較
綿 貫 豊(北 大)、 加 藤 明 子 、佐 藤 克 文(極 地 研)、
Robertson,　 G　 (オ ー ス トラ リア 南極 局)、
Bost,　 C.-A.、　Le　Maho,Y.　 (CNRS,　 FRANCE)　 、 内 藤 靖 彦(極 地 研)
05.　Mcasurcment　 of　oesophagus　 temperature　 as　a　new　 way　 to　assess
　　food　intake　 in　foraging　 Penguins
　 　 　 　 Charrassin,　 J.B.　 (CNRS,　 FRANCE),　 Kato,　 A.,　 Sato,　 K　 (NIPR),
　 　　 　 Bost,　 C.-A.　(CNRS,　 FRANCE),　 Naito,　 Y.　(NIPR)
　 　 　 　 and　Le　Maho,　 Y.(CNRS,　 FRANCE)
06.ペ ンギ ン類 の 浮 力 によ る受 動 的 浮 上 行 動
佐 藤 克 文 、 内 藤 靖 彦 、 加 藤 明子(極 地研)、 新 妻 靖 章(北 大)、
　 　 　 　 Charrassin,　 J.-B.、　Bost,　 C.　-A,、　Le　Maho,　 Y.　 (　CNRS,　 FRANCE)
1250-1325
1325-1400
1400-1430
コー ヒー ブ レイ ク 1430-1440
海洋生物セ ッション ポスター発表 1440-1730
懇親会 1800-2000
/
一1一
平成9年12月5日(金)
口頭 発 表 陸 上 生 物 セ ッ シ ョン
07,バ イ カル湖 の湖底堆積物 コア(BDP96-1)中 の有機成分 によるユー ラシア1000-1040
大陸 内部 にお ける環境変動 の推定
小作 さゆ り(農 工大)、 松本 源喜 、清野 真 由、山村 和世(大 要女子大)、
西 み ゆき、吉野 由美(東 京理科大)、 日向ル ミ子(大 要女子大)、
高松 信樹(東 邦大)、 竹村 哲雄(東 京理科 大)、 河合 崇欣(国 環研)、
赤木 右 、安部 喜也(農 工大)
08,　Transparency　 of　Antarctic　lakes　to　ultraviolet　radiation　1040-1120
　 　 　 　Vincent,　W.　F.,　 Rae,　R.　(Laval　Univ.,　CANADA)
09.昭 和基地 周辺 にお ける土壌 藻類相 の経年変化(JARE33-37)1120-1200
大 谷 修 司、有冨 由香 里、伊藤 律子(島 根大)
昼食 1200-1300
010.　 Soils　 and　 their　 microbiological　 properties　 from　 a　transect　 from　 Cape　 Horn
　 　 to　Antarctica
　 　 　 　 B61ter,M.,　 Blume,H.-P.,　Schneider,D.(Univ.ofKiel,GERMANY)
1300-1340
コー ヒーブ レイ ク 1340-1350
陸上生物セッション ポスター発表 1350-1600
一2一
平成9年12月4日(木)
ポ ス タ ー 発 表 海 洋 生 物 セ ッ シ ョ ン
A,_二塁境 座長:佐 々木 洋(石 巻専修大)
P1.第38次 南極観測航海で受信 した地球観測衛星 「みどり」のDTL/OCTS画 像
渡辺研太郎、小達 恒夫、福地光男(極 地研)
P2.南 極半島海域におけるポリニアの追跡
永延 幹男(遠 水研)、 柴崎慶一一郎(ヤ ナセ設備工業)、 木村 典嗣(NTTデ ータ)、
岡田 喜裕(東 海大)、 松村 皐月(遠 水研)
P3.夏 期の南極海氷縁域の中深層域における沈降粒子の行方
鈴木 英勝、佐々木 洋(石 巻専修大)、 工藤 栄、福地 光男(極 地研)
P4.1994年 春期、南極昭和基地周辺の定着氷下で採集された沈降粒状物の組成
斉藤 良子(東 京家政大)、 佐藤 壽彦(筑 波大)、 渡辺研太郎(極 地研)
P5.冬 期オホーツク海北海道沿岸域の炭酸系
大槻 晃久、渡辺 修 一・、角皆 静男、大島慶 一・郎、苦土 正暁(北 大)
P6.北 太 平洋亜寒帯域の表面海水中の二酸化炭素の変動
平石 直孝、根本 和宏、中館 明、小川 完、長井 秀樹、楳田 貴郁、久保 直、
緑川 貴(気 象庁)
P7.北 太 平洋亜寒帯域の表面海水中の二酸化炭素の変動に及ぼす生物活動の効果
緑川 貴、根本 和宏、平石 直孝、久保 直(気 象庁)、 石井 雅男(気 象研)
B.基 礎 生 産 座長:服 部 寛(北 海道東海 大)
P8,南 極 好冷細菌が生産す るプロテ アーゼ の精 製、性質及 びア ミノ酸配列
渡辺 啓一・、愛瀬 薫、董 艶紅 、小泉 智広 、山 ノ内美幸、牛草 和 人(佐 賀大)
P9.南 極 海にお ける植物 プランク トンの生化学 物質 の組成 に与え るUV-Bの 影響
Goes,　J.　1.、　Gomes,　 H.　R、 才野 敏郎(名 古 屋大)
P10.ア イスアル ジーの光強度 による光合成 色素組成 の変化
菓子野康浩 、藤本久美 子、 赤松 明美 、小池 裕 幸、佐藤 和彦(姫 路 工大)、
工藤 栄(極 地研)
P11.サ ロマ湖 にお ける冬季季節海氷発達期 の微 小生物群集構 造
享孚1雄名放ノ」、2{三牛勿1洋集　vs.　Sea　ice　biota
川延 京子(環 境研)、 工藤 栄(極 地研)
P12.サ ロマ湖 にお けるアイ スアルジー の鉛 直輸送:1997年 観 測
田口 哲(創 価大)、 斉藤 宏 明(北 水研)、 服部 寛(北 海道東海大)、
自澤 邦 男(北 大)
P13.サ ロマ湖 季節海 氷中にお けるアイスアルジーの分布 と生産 の経時変化
服 部 寛 、瀬戸 計行 、古 田 雄 一(北 海 道東海大)、 齋藤 宏 明(北 水研)
P14.　The　White　 Sca　Phytoplankton　 after　the　spring　bloom　 destruction
　 　　　 Ilyash,　L.V.　(Moscow　 State　Univ.,　RUSS][A)
一3一
C.動 物 プ ラ ン ク ト ン 座 長:谷 村 篤(三 重 大)
P15,1993年 と1995年5月 の 南 東 ベ ー リ ン グ海 にお け る オ キ ア ミ類 幼 生 の 分 布 の パ タ ー ンと体 長 組
成 の年 比 較
瀬 尾 学(北 海 道 東 海 大)、 西 村 明(遠 水 研)、 西 山 恒 夫(北 海 道 東 海 大)
P16.南 シェ トラ ン ド諸 島 北 岸 沖 で の1997年 南 極 オ キ ア ミ漁 業 に お いて 混 獲 され た魚 類 及び そ の 胃
内容 物 組 成
光 安 洋 未 、 岩見 哲 夫 、 沼 波 秀 樹(東 京 家 政学 院 大)
P17.南 極 海 に 生息 す る底 生 性 端 脚 類Abyssorchomenθn)ssiの酸 素 消 費 速 度 、 ア ンモ ニ ア態 窒 素排
泄 速 度 及 びC/N比
沼 波 秀 樹(東 京 家 政 学 院 大)、 竹 内 一 郎(海 洋研)、 土 屋 泰 孝(筑 波大)、
五 十 嵐 厚 夫 、 福 地 光 男(極 地 研)
P18.1993年 夏 季 、南 極 昭 和 基 地 周 辺定 着 氷下 に お け るOithona　 similisお よ びOncaea　 curvata　 (棲}
脚 類)の 日周 鉛 直 分 布
谷 村 篤(三 重 大)、 星 野 一 也 、 野 中 友 喜 、 服 部 寛(北 海 道 東 海 大)、
宮 本 佳 則(東 水 大)
P19.荒 天 下 にお け る ノル ハ ッ クネ ッ トの採 集特 性
小 達 恒 夫(極 地 研)、 坂 岡 桂 一 郎 、 梶 原 善 之 、今 井 圭 理 、 小林 直 人 、
目黒 敏 美(北 大)、 福 地 光 男(極 地研)
P20.　 Anthropogenic　 impact　 on　marine　 ecosystems　 in　the　Russian　 Arctic
　　　　　Belikov,　 S.　E,　(All-Russian　 Institute　 for　Nature　 Protection,　 RUSSIA)
P21.　 The　 seasonal　 cycle　of　non-crustacean　 planktonic　 fauna　 in　a　coastal　 Antarctic　 ecosystem
　 　 　 　 Swaling,　 K.M.,　 McPhee,A.D.　 (Univ.　 ofTasmania,　 AUSTRALIA),
　 　 　 　 Riddle,M.J.,　 Gibson,J.A.E.(AAD,AUSTRALIA)
D.底 生 生 物 ・魚 類 座長:岩 見 哲夫(東 京家政学院大)
P22.ナ ンキ ョクバイNeobuccinum　 eatoniの 生殖 腺成熟 につ いて
中村千恵子 、森 美穂 、岩見 哲夫、沼波 秀樹(東 京家政学院大)
P23.南 極 ・昭和基地 付近 の海藻群落 に生息する貝類
沼波 秀樹(東 京 家政学院大)、 竹内 一郎(東 大)、 奥谷 喬司(日 大)
P24.東 南極 ・ブ リッツ湾の陸棚域及び陸棚斜面域 にお ける底 生生物相
川村 知子 、 日野 さと子、沼波 秀樹、岩見 哲夫(東 京家政学院大)
P25,産 卵回遊期 のサケの遊泳速度
田中 秀 二(総 研 大)、 都木 靖彰(東 大)、 内藤 靖彦(極 地研)
P26.遊 泳 と滑空を伴 うヒラメの離底行動 につ いて
河邊 玲(北 大)、 梨 田 一也(南 西 海区水研)、 佐藤 克文(極 地研)、
梨本 勝昭(北 大)、 内藤 靖 彦(極 地研)
P27,ノ トセニア亜 目魚類 の顎 部構造 と摂餌 生態
岩見 哲夫(東 京家 政学院大)、 高橋 正憲(海 洋水産資源開発セ ンター)
一4一
P28.飼 育 下 で の 南 極 の ノ トセ ニ ア 亜 目 魚、類N()tothenia　 coriicepsの 卵 発 生 及 び 仔 魚 の 成 長
平 野 保 男 、 松 田 乾(名 古 屋 港 水 族 館)
P29.コ オ リ ウ オ 科(ス ズ キ 目 、 ノ ト セ ニ ア 亜 目)魚 類 の 頭 部 感 覚 管 系
松 尾 あ か ね 、 岩 見 哲 ・夫、 沼 波 秀 樹(東 京 家 政 学 院 大)
P30.　 Liver　 regeneration　 in　the　 Antarctic　 fish　 N()tothenia　 neglθcta
　 　 　 　 Bastos-Ramos,　 W.　 P.　 (Unesp,　 BRAZIL),
　 　 　 　 Gongalves,　 N.　 M.　 F.　M.　 (Universidade　 Federal　 do　 Parana,　 BRAZIL),
　 　 　 　 Silva,　 J.　R.　M.　 C.,　 Blasquez,　 F.　J.　H.　 (USP,　 BRAZIL),
　 　 　 　 Bacila,　 M,　 (Universidade　 Federal　 do　 Parana,　 BRAZIL)
P31,　 Hematological　 and　 biochemical　 compensatory　 responses　 of　antarctic　 fishes　 to　acute　 changes　 of
　 temperature
　 　 　 　 Bastos-Ramos,　 W.　 P.　(Unesp,　 BRAZIL),　 Gongalves,　 N.　M.　 F.　M.,
　 　 　 　 Lucchiari,　 P.　 H.,　 Bacila,　 M.　 (Universidade　 Federal　 do　 Parana,　 BRAZIL)
P32.　 Trematomus　 bernacchii　 as　bioindicator　 organism　 for　the　 assessment　 of　the　 impact　 of　scientific
　 stations　 in　Antarctica
　 　 　 　 　 Jim6nez,　 B.,　 Focardi,　 S.　(Univ.　 of　Siena,　 ITALY)
P33.　 Two　 fbod-chains　 related　 to　Antarctic　 fish　 Pagothenia　 borchgrevinki　 in　early　 spring
　 　 　 　 　 Jianfeng,　 H.　 (Polar　 Res.　 Inst.　 of　China,　 CHINA)
P34,　 Relation　 between　 the　 morphology　 of　the　 pharyngobranchial　apparatus　 d　 the　 feeding　 habits
　 of　the　 Antarctic　 fish　 Notothenia　 neglecta　 Nybelin,　 1951
　 　 　 　 　 Rios,　 F,　S.,　 Fanta,　 E.　(UFPR,　 BRAZIL)
P35.　 Histophysiology　 of　 the　 hepatic　 inflammatory　 response　 in　 the　 Antarctic　 fish　 N()tothonia
　 neglecta　 CNPq　 project　 67004-94
　 　 　 　 Silva,J.RM.C.,　Hernandez-Blazquez,F.J.,　Parra,0.M.,
　 　 　 　 　 Porto-Ncto,　 LR,　 (USP,　 BRAZIL)
E,鳥 類 座長:綿 貫 豊(北 大)
P36.コ シジロウミツバ メの抱卵 エネルギー量の評価 とその方法
新 妻 靖 章、 高橋 晃周 、綿貫 豊(北 大)
P37.ウ トウの親の給餌最調節:雛 の餌 要求量の操作実験
高橋 晃周(北 大)、 黒木 麻希(総 研大)、 綿貫 豊(北 大)
P38.ア ム ンゼ ン湾 リーセ ルラルセ ン山のアデ リー 及びコ ウテイペ ンギ ンの繁殖 状況
加藤 明 子(極 地研)、 市 川 秀雄(北 大)
P39.　Thc　impact　 of　back-mounted　 logger　on　the　king　penguin　 dive　parameters
　 　 　 　 　 Ropert-Coudert,Y.,　Bost,C.・A.,　 Handrich,Y.(CNRS,FRANCE),
　 　 　 　 Bevan,　 R.　(Univ.　 of　Birmingham),　 Le　 Maho,　 Y.　 (CNRS,　 FRANCE)
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座長:佐 藤 克 文(極 地研)
P40.デ ジタル画像収 録装 置によ る水生動物 の生息 環境 把握
佐 藤 克文(極 地研)、 石丸 隆(東 水 大)、 田中 秀二(総 研 大)、 依 田 憲(京 大)、
内藤 靖 彦(極 地研)
P41,給 餌 によるネズ ミイル カの胃内温 変化
大谷 誠司(総 研大)、 内藤 靖彦(極 地研)、 河村 章 人(三 重大)
P42.南 極域 にお ける ミン ククジ ラの集合特性
笠 松不二男(海 生研)、 ポール ・エ ンサー(ニ ュー ジー ラン ド)、
ジェラル ド ・ジェイス(ア メ リカ)
P43,ウ エデル海 のお ける ヒゲ クジラ類 の分布一特 にWeddell　 Driftと の関係一
笠松 不二 男(海 生研)、 ジェ ラル ド ・ジ ョイス(ア メ リカ)、
ポー ル ・エ ンサー(ニ ュージー ラン ド)
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ポ ス ター 発 表 陸 上 生 物 セ ッ シ ョ ン
座 長:星 野 保(北 工研)
P44,南 極 の岩 石内微 生物群 中に存在 する有機化合物の生物地球化学的特徴 とそ の起源 微生物
関谷 絵里(農 工大)、 松本 源 喜(大 要女子大)、
E.1.フ リー ドマ ン(フ ロ リダ州 立大)、 赤木 右(農 工 大)、
R.オ カ ンポ ・フ リー ドマ ン(フ ロ リダA&M大)、 安 部 喜也(農 工大)
P45.バ イカル湖湖底堆積物 コア(BDP96!1)の 無機成分か らみたユー ラシア大 陸内部 にお ける古 環
境 変動
高松 信樹(東 邦 大)、 松 本 源喜(大 要女子大)、
加藤 尚之 、今橋 正征、川村 隆夫(東 邦大)、 河 合 崇欣(国 立環 境研)
P46.　DHA産 生好冷 菌Vibrio　 marinus　 MP-1株 の脂肪 酸合 成酵素遺伝 子の ク ローニ ング
上野 晃生(北 大)、 森 田 直樹(北 工研)、 奥山英登志(北 大)
P47,ス バ ルバール諸 島にて採 取 した コケ群 落上 に増殖 する糸状菌
星野 保(北 工研)、 神 田 啓史(極 地研)、 岡田 元(理 研)、
扇谷 悟 、石崎 紘 三(北 工研)
P48.　Year-round　 changes　 of　nutrients　in　fresh　water　bodies　near　Arctowski　 Station　(South　Shetland
　　 Islands,　Autarctica)
　　 　　 Juchnowicz-Bierbasz,　 M.　(PAS,　POLAND)
座長:南 佳 典(玉 川大)
P49.ロ シア ・北 ク リル地方 にお ける蘇苔 類の分布 につ いて
南 佳典(玉 川大)、 沖津 進(千 葉大)、 神田 啓史(極 地研)
P50.南 極雪鳥沢 にお ける土壌環境 と植生分布
鮎川 恵理(農 工大)、 伊村 智、神 田 啓史(極 地研)
P51.南 極昭和 基地周辺 における湖 沼底生鮮類の分布
伊村 智(極 地研)、 坂東 忠司(京 教大)、 斎藤 捷一(弘 前 大)瀬 戸浩 二(島 根大)、
神田 啓史(極 地研)
P52.南 極雪 鳥沢の蘇類群 落の断面構造 につ いて
神 田 啓史(極 地研)、 上野 健(総 研大)、 伊村 智(極 地研)
P53.富 士山頂部のコケ群落内で成育す るハエ につ いて
一ヒ野 健(総 研 大)、 神 田 啓史 、伊村 智(極 地研)
P54.ス ピッツベルゲ ン島 にお ける氷河後退域の トビムシ群集
菅原 裕規(浜 頓別高校)、 吉田 勝 一(岩 手大)、 大山 佳 邦(極 地研)
P55.北 極ニ ーオ ルス ンの海岸植 生にお ける土壌小型 節足動物 群集
吉田 勝 一・(岩 手大)、 大 山 佳 邦(極 地研)
P56.ハ リシ ョウジ ョウバエ にお けるperiod遺 伝子 の地理 的変異 と幼虫期 にお ける発現
島田 公夫(北 大)
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L灘 座 長:坂 東 忠 司(京 教 大)
P57.　 A　data　 l)ank　 for　terrestric　 Polar　 algae　 as　a　reference　 for　ecological　 studies
　 　 　 　B61ter,M.,　 Kloos,R,　 Mahlmeister,U.,　 Sommer,G.(Univ.ofKel,GERMANY)
P58.南 極 淡 水 産 黄 緑 藻Xanthonemaの温 度 特 性
長 島 秀 行 、 巻 田 理 和 子(東 京 理 科 大)、 大谷 修 司(島 根 大 学)、
百 瀬 春 生(東 京 理 科 大)
P59,南 極 湖 沼 に お け る藻 類 堆 積 物
坂 東 忠 司 、岩 佐 朋 美(京 教大)、 斎 藤 捷 一一(弘 前 大)、
伊 村 智 、 神 田 啓 史(極 地 研)、 瀬戸 浩 二(島 根 大)
P60.フ ェ ゴ 島(ア ルゼ ン チ ン)の 羽 状 珪 藻 、　CeratoneisarcusKUtzingの形態 変 異
福 島 博 、 小 林 艶 子(藻 類研)、 吉 武 佐 紀 子(湘 南 短大)
P61.カ ナ ダ 北 極 圏 の淡 水 珪 藻 フ ロ ラ(予 報)
福 島 博(藻 類研)、 吉 武 佐 紀 子(湘 南 短 大)、 小林 艶 子(藻 類研)
P62.　 Pehphyton　 ecology　 of　two　 snow・fed　 streams　 in　the　vicinity　 of　H.　Arctowski　 Station,　 King
　　 George　 Island,　 Antarctica
　　 　　 Elster,　 J.　(Univ.　 of　South　 Bohemia,　 CZECH　 REPUBLIC),
　 　 　 　 Komarek,　 0.　(Masaryk　 Univ.,　 CZECH　 REPUBLIC)
J.種 子 植 物
P63.携 帯 型マルチ チ ャンネルCO2フ ラックス測 定装置 の開発
木 部 剛(科 学技 術振興事業団)、 中台 利枝(農 環研)、
唐 艶鴻(国 立環 境研)、 小泉 博(農 環研)
P64,土 壌 の物理性 か ら見た植 生分化および種の類型化 ついて
－Ny-Alesund,　 Svalbardに お ける事例一
小島 覚 、和 田 直也(富 山大)
P65.雪 解 け傾度 に沿 った高山植物群落 の開花パ ター ン
工藤 岳 、鈴木 静男(北 大)
座長:和 田 直也(富 山大)
鞠子 茂(山 梨環境研)、
P66,富 士山樹木限界付近に生育す る2種 のタデ科の先駆植物イタ ドリ・オンタデの光合成及び水分
収支の日変化
中野 隆志、鞠子 茂(山 梨環境研)、 廣田 湖美(都 立大)、
渡辺 雅子、増沢 武弘(静 岡大)
P67,チ ョウノスケソウの花数 とクッションサイズとの関係およびOTCを 用いた実験の予報
和田 直也、小島 覚(富 山大)
P68,富 士山の高山帯における環境変動実験
一オープントップチャンバーによる気温の上昇と植物の成長について一
渡辺 雅子、永井 雅、増沢 武弘(静 大)
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有 孔 虫 化 石 に 基 づ く リ ュ ッ ォ ・ ホ ル ム 湾 東 部 の
最 終 氷 期 以 降 に お け る 海 洋 環 境 変 動 と 氷 床 後 退 へ の 寄 与
　 　 　Paleoceanographic　 changes　 since　the　last　glacial　in　the　eastern　part　of　LUtzow-Holm　 Bay,
　 and　their　contribution　 to　peripheral　 retreat　of　ice　sheet:　Estimation　 based　 on　foraminiferal　 evidence
五 十 嵐 厚 夫(極 地 研 ・学 振 特 別 研 究 員)
　　 　　　　　　　　　　　 Atsuo　 IGARASHI　 (NIPR;　 JSPS　 Res.　Fellow)
Under　the　aegis　of　"SIEFS"　Program　 of　the　MPR,　 analyses　of　faunal　and　oxygen　 isotopic　compositions　 of　fossil　foraminifers
re◎overed　from　marine　depOsits　collected　by　JARE-33　 were　carried　out　for　the　purpose　of　reconstructing　paleoceanographic
changes　and　their　contribution　to　peripheral　retreat　of　ice　sheet　since　the　last　glaciation　in　the　eastem　part　of　Liitzow-Holm
Bay.　Two　radiocarbOn　age　groups　of　33-42　ka　and　younger　than　g　ka　of　emerged　marine　deposits　suggest　intermittent　periods　of
peripheral　retreat　of　ice　heet.　Especially　during　the　latter　peri(x1,　inflow　of　the　CircumpOlar　 Deep　Water　(CDW)　 along　the
drowned　glacial　trough　oward　the　southeastern　coast　of　the　Bay　is　considered　to　induce　melting　of　ice　sheet　margin　as　well　as
migration　and　prosperi　y　of　calcareous　benthic　foraminifers　around　the　southeastern　coastal　region.　On　tle　other　hand,　oxygen
isotopic　result　indicate　 hat　the　extent　of　the　deglaciation　had　been　more　severe　during　33-42　ka　than　since　g　ka.　H㎝ ㏄itis
improbable　 that　the　more　severe　deglaciation　and　prosperity　of　benthic　foraminifers　around　the　northeastern　coast　of　the　Bay
during　33-42　ka　were　dne　to　the　effect　of　the　inflow　of　the　(DW　 that　is　the　same　as　that　after　g　ka　 Further　consideration　 is
necessary　for　the　plausible　cause　of　the　deglaciation　and　the　prosperity　of　tle　foraminifers　during　33-42　ka.
過去 に お け る南極 氷 床縁 の 拡 大,縮 小 と,そ れ に関 連 す る沿 岸 域 の 海 洋変 動 は,沿 岸 海 洋生 物 群 の生 息 環
境 に大 きな 影響 を与 え てい た こ とは容 易 に想 像 され る.よ っ て,化 石 海 洋生 物 群 に基 づ き南極 沿 岸 域 の 古 海
洋 変 動 を復 元 す る こ と は,過 去 の 氷 床 変 動 の 規模,原 因 を知 り,ま た,そ れ に伴 う沿 岸 海 洋 生物 群 の挙 動 を
考 える上 で 重 要 な 意 味 を持 つ.本 研 究 は,海 氷 圏生 物 の 総 合 研 究 の 一 環 と してJARE-33(一 部JARE-22)
で 採取 され た,リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム湾 東 部 の第 四 系 海 成 堆 積 物(隆 起 海 浜堆 積 物,海 底 堆 積 物 コ ア)に 含 ま れ
る有孔 虫化 石 群種 組 成 の 解 析 か ら,過 去 数 万 年 間の 湾 内 古 海 洋 環境 を復 元 す る こ と をそ の 目的 と した.
そ の結 果,ま ず 隆 起 海 浜 堆積 物 の14C年 代 測 定(貝,有 孔 虫)に よ り,湾 内 で は過 去 少 な くと も33-42ka
と9ka以 降 の2回 の 海 進(氷 床 後 退)が あ った と推 定 され た.こ れ ら新 旧 の 隆起 海 浜 堆 積 物 間 に は,地 理 的
な分布 の 違 い,お よ び産 出 した 底 生 有 孔 虫 に優 勢 種 の 違 い が 認 め られ た が,こ れ ら堆 積 物 か らの 主 要 な底 生
有 孔 虫 の 東 南極 沖合 域 にお け る生 息 深 度 は,高 水 温 の 周極 深 層 水(CDW)に 対 応 す る.よ っ て,湾 内 で の
過 去2回 の氷 床 後 退 と沿 岸 域 へ の 底 生有 孔 虫 の移 動 と繁 栄 に は,　CDWが 大 き く作 用 して い た と思 わ れ る.
この うち9ka以 降 につ い て は,隆 起 海 浜 堆積 物 か らの 石灰 質 底 生 有 孔 虫 の産 出 が,ラ ン グ ホ ブ デ 南 部 か ら
ス カー レー ン にか け て の 湾 南 東 部 露 岩 上 に認 め られ,こ れ と湾 内 で のCTD観 測 デ ー タ　(Ushio　and　Takizawa,
1993)か ら推 定 され る,湾 北 方 沖 合 か ら湾 南 東 部 にか け て伸 び る沈水 氷 食 海 底 谷 に沿 っ たCDWの 流 入 の 方
向 が,地 理 的 に重 な る.以 上 か ら推 察 して,9ka以 降 の 氷 床 後 退 と底 生 有孔 虫 の 湾 内 へ の 移 動 と繁 栄 に は,
この 沈 水 氷 食 海 底 谷 に沿 っ たCDWの 湾 南 東 部 へ の 流 入 が 大 き く寄 与 して い た と推 定 され る.一 方,海 底 堆
積 物 中 コ ァ か ら産 した石 灰 質,膠 着 質有 孔 虫 の深 度 分 布 に基 づ くと,少 な くと も9ka以 降,湾 東 部 沖合 の 水
深 約400m以 深 は,炭 酸 カ ル シ ウ ム に不 飽和 な水 塊 で あ り,こ の水 塊 とそ れ 以 浅 の飽 和 水 塊 との境 界 は,湾
東 部 沖 合 か ら沿 岸 に 向 か っ て徐 々 に浅 化 し,オ ン グル 海 峡 で は 表層 一底 層水 塊 全体 が 炭 酸 カ ル シ ウ ム に不 飽
和 であ っ た と推 定 され る.し か し,湾 北 方 沖 合 で のcDwは,uchio(1960)の有 孔 虫 デ ー タ に基 づ く と炭 酸
カ ル シ ウ ム に飽 和 な水 塊 と推 測 さ れ る こ と,そ して,ホ ノ ー ル氷 河 沖 の 沈水 氷 食 海 底 谷 底(水 深683m)で
得 られ た コァか ら石 灰 質 有 孔 虫 が 産 出 した こ とは,　CDWの 沈 水 氷 食 海底 谷 に沿 っ た湾 南 東 部 へ の 流 入 が,
上 記 の炭 酸 カ ル シ ウ ム に不 飽 和 な湾 沿岸 水 塊 の性 質 を下 方 か ら解 消 し,こ れ が 湾 南 東 部 沿岸 域 に石 灰 質 有 孔
虫 を繁 栄 させ る大 きな要 因 とな っ たが,こ れ に反 して,湾 北 東 部 沿岸 に まで は このCDW流 入 の 影 響 が 及 ば
ず,そ の た め オ ング ル諸 島周 辺 な どは石 灰 質 有 孔 虫 の 生 息 に適 す る環 境 にな ら なか っ た こ とを示 唆 して い る.
そ うす る と,も う一 方 の33-42kaで の氷 床 後 退 とそ れ に伴 うオ ン グル諸 島 か ら ラ ング ホ ブ デ北 部 に か け
て の有 孔 虫 の繁 栄 は,9ka以 降 と同様 の湾 南 東 部 へ のCDW流 入 に よ っ て生 じた と考 え る に は無 理 が あ る.隆
起 海浜 堆 積 物 中 の石 灰 質底 生 有 孔 虫殻 の酸 素 同位 体 比 の 測 定 結 果 は,9ka以 降 に比 較 して33-42kaで の 方 が,
そ の平 均 値 は よ り負 の値 を示 した こ とか ら,氷 床 融水 の 湾 内 へ の流 入 規 模,つ ま り湾 内 で の 氷 床 後 退 の 規 模
は,9ka以 降 よ りも33-42kaで の 方 が大 規 模 で あ っ た と推 定 され る.以 上 か ら考 え て,33-42kaで の氷 床
後 退 と底生 有 孔 虫繁 栄 の要 因 と して,9ka以 降 とは異 な る性 質 の 海 洋変 動 を考 え る必 要 性 が,今 後 の 課 題 と
して挙 げ られ る.そ の た め に は,海 底 堆 積 物 につ い て も,少 な くと も33-42kaま で遡 っ て隆 起 海 浜 堆 積 物
との対 比 が で き る コ ァ試 料 を湾 内 の各 所 か ら採 取 し,そ れ に含 まれ る有 孔 虫 の 解析 を行 う必 要 が あ る.
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PIONEER
宗 谷 時 代 日本 隊 に よ る ア イ ス ア ル ジ ェ ー の 先 駆 的 研 究
STUDIES　 ON　 ICE　 ALGAE　 ON　THE　 SOYA　 BY　JAPANESE　 SCIENTISTS　 BEFORE　 1970.
目黒 煕(東 北 福 祉 大),福 島 博,松 田 達 郎(極 地 研)
　 Hiroshi　 MEGURO　 ,　Hiroshi　 FUKUSIIIMA　 and　 Tatsuro　 MATSUDA
　The　 pioneer　 studies　 of　 early　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expeditions　 on　 the
Soya　 (1956-62)　 and　 our　 Arctic　 Expedition　 from　 Tohoku　 University　 (1964)　 are
reviewed.
At　 that　 ti皿e　 sea　 ice　 was　 vaguely　 thought　 as　 cold　 ice　 crystals　 without
Ilutriellts.　 Some　 algaes　 tinted　 the　 sea　 ice　 were　 assumed　 as　 a　prisoners　 during　 the
ice　 formatioll　 or　 growiilg　 at　 the　 bottom　 surface　 just　 like　 the　 algae　 at　 the
surface　 of　 the　 stone　 in　 the　 river.
　Our　 observations　 started　 in　 1958　 by　 Yoshii　 and　 Matsuda.　 They　 were　 developed　 by
Fukushima　 and　 Meguro　 in　 1960-61.　 The　 results,　 now　 recognized　 as　 one　 of　 the
earliest　 or　 first　 systematic　 studies　 on　 ice　 ecosystem,　 consist　 of　 the
determinations　 of　 chlorophyl　 and　 related　 carotenoid　 pigments,　 taxonomical　 work
on　 the　 ice　 algal　 diatoms　 and　 associated　 bacteria,　 determinations　 of　 the　 salts
and　 nutrients,　 theoretical　 calculations　 of　 temperatures　 and　 possible
distributions　 of　 the　 two　 types　 due　 to　 the　 meteological　 conditions.　 It　 lead　 to　a
new　 collcept　 that　 ``　sea　 ice　 is　 the　 active　 fields　 of　 photosynthesis　 and
geochemical　 dynamic　 flow　 and　 accumulation　 system　 of　 bioelements,"　 which　 offer
their　 diatoms　 (1)　 mild　 stable　 temperature　 (2)　 enough　 nutrients　 (3)　 the　 strongest
solar　 radiation　 available　 in　 situ　 (4)　 grazing　 free　 castle.
　 ロ ロ 　 　
　The　 key　 concept　 ls　 to　 treat　 sea　 lce　 as　 coexlstlng　 system　 of　 ice　 crystals　 and
brine　 water　 ill　the　 state　 of　 thermodynamic　 equilibrium."　 which　 govern　 higher
nutrients　 and　 mild　 temperatures.
　 The　 two　 system　 were　 classified　 by　 us
(a)　 surface　 type,　 sherbet　 or　 ice　 in　water　 system.
(b)　 bottom　 type,　 ice　 candy　 or　 water　 in　 ice　 system.
　 The　 nutrients　 supply　 system　 aIld　diatom　 flora　 are　 different　 in　 the　 two　 types.
　 The　 schematic　 profile　 and　 the　 di'stributions　 off　 Lutzow　 Holm　 Bay　 are　 shown　 in
Fig.　 Tlle　 snow　 precipitations　 determine　 the　 two　 types.　 Surface　 type　 are　 seen　 in
the　 pack　 ice　 region　 where　 thin　 sea　 ice　 is　covered　 with　 hevey　 snow　 infiltrated
with　 sea　 water,　 while　 bottom　 type　 in　 the　 coastal　 fast　 ice　 region　 where　 thick　 ice
is　 covered　 with　 thin　 sllow.　 The　 Arctic　 is　also　 classified　 as　 bottom　 type　 zone
from　 the　 low　 snow　 precipitations.
East　ongle　 lsland
Snow　 cover Pack　 ice Lead Fast　ice
/1＼
lce　biota
　 　 　 lce Bottom　 type
　　　 Ice　biota
ThickneSS
0
2m
6667686830Latitude
Fig.　 Schematical　 profiles　 of　sea　 ice,　snow　 and　 ice　biota　 along　 40°E　 Liftzow　 Holm　 Bay.
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Nimbus-7/CZCS　 とSMMRに よ る 南 極 半 島 周 辺 海 域 の 時 系 列 変 化
Temporal　 Variation　 Derived　 from　 Nimbus-7(CZCS　 and　 SMMR)
　　　　　　　　　　in　the　 Antarctic　 Peninsula　 Area
木 村 典 嗣(NTTデ ー タ 通 信(株))・ 岡 田 喜 裕(東 海 大 海 洋)
Noritsugu　 KIMURA*(NTT　 DATA　 Co.)、 　Yoshihiro　 OKADA(Tokai　 Univ.)
　　　 　　　The　 purpose　 of　 this　 study　 understands　a　 temporal　 variation　 derived　 from
Nimbus-7/CZCS　and　 SMMR　 in　 the　 Antarctic　 Peninsula　 area.　 Phytoplankton　biomass　 and　 the　 ice
edge　 position　 derived　 from　 CZCS　 and　 SMMR　 sensors　 were　 studied　 to　 derive　 information　 on
the　 temporal　 and　 spatial　 distributions　of　 ice　 and　 chlorophyll　 concentration.　CZCS　 (19
scenes)　 and　 SMMR　 (45　 scenes)　 were　 corrected　 Goddard　 Space　 Flight　 Center　 and　 National　 Snow
and　 Ice　 Data　 Center　 from　 January　 through　 March　 1981.　 The　 variation　 of　 ice　 edge　 appears
to　 provide　 an　 input　 of　meltwater　 which　 creates　 water　 column　 stability　 for　 a　period　 necessary
to　 permit　 growth　 and　 accumulation　 of　 phytoplankton　biomass.
【は じめに 】南極海 は、過 去最 大 のオ ゾ ンホール が観 測 され 、生物 環境 を大 き く変化 させ る可
能性 があ る。 しか し、南極 海 は、 その環 境条件 によって誰 で もが容 易 に船 舶観測 をす るこ とが
で きるわ けではな く知 見 を得 るこ とす ら容 易な こ とではな い。 近年 、広範 囲 にわた り観 測 可能
な衛 星 リモ ー トセ ンシ ングが注 目を集 めてい る。そ こで、本研 究 では、 南極半 島周 辺海 域 の物
理 一生物環 境 を解明す るた めの第 一歩 として、人工衛 星デー タか ら得 られ る海氷 とク ロロフ ィ
ル濃度 の時系列 変化 につい て検討 を行 う。
【方 法】南極半 島周辺海域の ク ロロフィル濃度画像 は、　Nimbus・7/CZCS(Coastal　 Zone　 Color
Scanner:沿 岸域海色走査計)デ ータ をNASAのGoddard　 Space　 Flight　Centerか ら150シ ー ン
入 手 した。 また、海氷 の密接度 画像は、　Nimbus・7!SMMR(Scanning　 Multichannel　 Microwave
Radiometer:多 チ ャンネル マ イ ク ロ波散 乱計)デ ー タをNSIDC(National　 Snow　 and　Ice　Data
Center)か ら1600シ ー ン入手 した。本研究 では、1981年1月 ～3月 に注 目を して19シ ー ンの
CZCSデ ー タと45シ ー ンのSMMRデ ー タについ て検 討 を行 った。　CZCSデ ータの 処理 は、
Kimura　 and　Okada(1997)の 方 法 に基づ き南極海域用 の水 中アル ゴ リズム を用い てクロ ロフィル
濃度変換 を行 った。　SMMRデ ー タはComiso(1986)の 方法 に基づ きNSIDCで 処理 され た もの を
用いた。
【結 果 】　CZCSデ ー タか ら得 られ るク ロ ロフ ィル 濃 度 画 像 の 時 系 列 変化 を検討 した 結 果 、
South・Shetland諸 島の沖 でク ロロフィル濃度 のフロン トを形成す る ことが わかった。 それ は、
水深2000mの 位置 とよ く一致 してい るこ とがわかった。　SMMRデ ー タか ら得 られ る1月 か ら
3月 までの海氷 の密 度画像 につ い て検討 した結果 、海 氷 は、増減 を繰 り返 しな が ら徐 々に減 少
し、3月 中旬 に最小 にな ることが確認 され た。 また、1月 か ら3月 まで の クロロフ ィル濃 度 合
成画像 と海氷 の縁 の位置 を比較 した結果 、海氷の縁 の少 し沖合 で ク ロロフ ィル 濃度 が 高 くな っ
てい るこ とがわかった。
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ア デ リ ー ペ ン ギ ン の 採 餌 トリ ッ プ 時 間 配 分 、 雛 へ の 給 餌 量 お よ び 親 の 体 重 維 持:
海 氷 条 件 の 異 な る 地 域 間 比 較
Foraging　 trip　t㎞e　budget,　 meal　size　and　parental　mass　 maintenance　 in　Ad61ie　penguins　 at　colonies　 with
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　different　sea-ice　conditions
綿 貫 豊(北 大 農)、 加 藤 明 子 、 佐 藤 克 文(極 地 研)、 　G.　Robertson　 (オ ー ス トラ リ ア 南 極 局)、
C.　Bost,　Y.　Le　Maho　 (CNRS),内 藤 靖 彦(極 地 研)
　 　 　 　 Y.　Watanuki　 (Hokkaido　 Univ.),　 A.　Kato,　K.　Sato　(NIPR),　 G.　Robertson　 (AAD),
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C.Bost,Y.LeMaho(CNRS),Y.Naito(NIPR)
Parents　 of　 long-1ived　 seabirds　 (petrel　 species　 etc.)　 a(恥st　 food　 provisioning　 for　 the　 chicks　 to　 maintain
their　 own　 mass　 by　 controlling　 foraging　 trips　 time　 budget.　 Ad61ie　 penguins　 show　 great　 variability　 in　their
foraging　 trip　 t㎞e　 budget　 depending　 on　 season,　 year　 and　 region.　 Relationships　 between　 their　 trip　 time
budget,　 parental　 mass　 change　 and　 meal　 size　 were　 compared　 among　 Syowa,　 Davis,　 and　 Dumont
d'Urville　 stations　 where　 sea-ice　 conditions　 were　 different.　 Parents　 made　 longer　 trips　 (50～60　 hr)　 with
greater　 meals　 (400～500　 g)　 and　 larger　 mass　 increase　 (0.3～0.4　 kg)　 at　Davis　 in　 1992/1993　 where　 sea-　 ce
disappeared　 than　 they　 did　 at　Syowa　 in　 1995/1996　 (20　 hr,　 300～400　 g,　 0.05～0.1kg)　 where　 fast　 sea.　 ce
remained　 and　 in　 199611997　 (10～15　 hr,　 200　 g,　 0.1～0.2　 kg)　 where　 the　 small　 portion　 of　 fast　 sea-　 ce
disappeared.　 At　 DDU　 where　 the　 sea-ice　 disappeared　 in　 mid　 summer　 in　 1996/1997,　 the　 parents　 made
trips　 with　 medium　 duration　 (20～30　 hr)　 and　 brought　 largest　 meals　 (500～600　 g)　 but　 smaller　 own　 mass
increase　 (0.05～-0.　 1　kg).　 The　 male　 seemed　 to　make　 shorter　 trips,　 brought　 larger　 meals　 but　 accumulated
sma皿er　 own　 mass　 than　 females,　 though　 the　 sex　 difference　 was　 not　 statistically　 significant.　 These
indicate　 large　 individual,　 sex　 and　 regional　 variations　 in　the　 foraging　 efficiency　 or　 food　 allocation　 pattem.
親の子に対す る投資 と親の生存可能性の トレー ドオフは生活史戦略研究の中心的テーマの
ひ とつである。比較的長生 きするミズナギ ドリ目の海鳥では親の体重をある一定以上に保つ
ように、雛への給餌量 を調整する傾向があ り、またある種ではその調整は長い採食 トリップ
と短いそれを繰 り返す という行動 によって達成 されていることがわかってきた。 アデリーペ
ンギ ンは比較的長生 きす る海鳥で一生に数回繁殖する。彼 らは南極大陸周辺の海氷 ゾーンと
密接 に結び付いた生活 をしてお り、海氷の時間的空間的変化 に対 してその採食パ ターンと繁
殖への投資 を変えることが明かになりはじめた。我々は、採食 トリップにおける採食行動、
親 の体重増加 と雛への給餌量の関係を明かにしたので報告する。
夏期中 も海氷 に覆われた場所(昭 和基地)と 夏には海氷が流失 した場所(デ イビス基地、
デュモンデュビル基地)に おいて、採食 トリップ単位(1～7日 間)で 、潜水採食行動、親
の体重変化 と胃内容物を研究 した。単位 トリップ時間あた りの親の体重獲得速度はデイビス
の ほうが昭和 よりも大 きかったが、時間あた り獲得された胃内容物重量 は後者で大 きく、推
定NET　 ENERGYGAIN　 RATEは デイビスの方が大 きかった。デュモンデュルビルでは時間当
り獲得 胃内容 物重量 は比較 的大 きかったが、時間当 り体重獲得は小 さ く、結果的 に、　NET
.RATEは 最低であった。オスはメスにくらべ短い トリッフ゜で体重獲得が小 さ く、給餌 量が大
きい傾向があったが、有意差はなかった。これ らは、採食効率あるいは雛への資源配分パ タ
ー ンの個体/性 差お よび地域差が大 きいことを示 してお り、親の体重維持 と雛への給餌の ト
レー ドオフは単純な形では観察 されなかった。
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MEASUREMENT OF OESOPHAGUS TEMPERATURE AS A NEW 
 WAY TO ASSESS FOOD INTAKE IN FORAGING PENGUINS.
Charrassin J.-B.(1), Kato A.(2), Sato K.(2), Bost C.-A.(1), Naito Y.(2) 
                  and Le Maho Y.(2)
(1) Centre d'Ecologie et Physiologie Energetiques, CNRS, 23 rue Becquerel, 
               67087 Strasbourg Cedex 2, France. 
(2) National Institute of Polar Research, 9-10 Kaga 1-chome, Itabashi-Ku, 
                      Tokyo 173, Japan.
Due to technical progress in methods for monitoring movements of penguins 
at sea, their is a considerable development of investigations on their 
foraging strategies. For example, we studied the relationship between 
foraging strategies and breeding stages of King penguins (Aptenodytes 
patagonicus) at Crozet Archipelago. To assess the food intake of penguins at 
sea, a crucial advance has been to measure drops in stomach temperature 
induced by cold prey ingestion. However, determining if and when small-
sized prey are ingested remains difficult, especially when the temperature 
response is obscured by the filling-up of the stomach. Based on the 
measurement of oesophagus temperature, we propose a new method to 
assess food intake in free-ranging penguins. Experimental feedings were 
conducted on 3 captive King penguins and indicated that 2 g prey ingestions 
are detectable by oesophagus thermistor. For the first time in a free-ranging 
seabird, oesophagus temperature was recorded in a King penguin during 3 
days at sea (sampling interval 2 s). Temperature records combined with dive 
profiles provided substantial information on the exact timing of prey 
ingestions and feeding depths. The new insights in the foraging ecology of 
penguins potentially offered by this method will greatly increase the role of 
penguins in monitoring the marine resources.
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ペ ン ギ ン 類 の 浮 力 に よ る 受 動 的 浮 上 行 動
　Passive　 ascent　 of　penguins　 by　buoyancy
佐 藤 克 文K.Sato(1),内 藤 靖 彦Y.　 Naito　 (1),加 藤 明 子A.Kato(1),
新 妻 靖 章Y.　 Niizuma　 (2),　J.-B.　 Charrassin　 (3),　C.-A.　 Bost　 (3),　Y.　Le　Maho　 (3)
　　 　　 (1)　National　 Irlstitute　of　Polar　 Research
　　 　　　 　　 　 (2)　Hokkaido　 University
(3)　Centre　 d'Ecologie　 et　Physiologie　 Energetiques,　 CNRS
Measuring　 and　 explaining　 the　 underwater　 movements　 of　 pursuit　 divers　 is　a　 major　 theme　 in
biomechanics　 and　 animal　 physiology.　 Newly　 devclopcd　 data　 loggers　 were　 attached　 on　 king
Aptenodytes　patagpnicus,　 and　 Adelie,　 Pygoscelis　 adcliac,　 pcnguins　 to　 rccord　 thcir　 fine　 scalc
swimming　 pcrformance　 (swim　 speed,　 dcpth,　 fluttcring　 movement).　 King　 pcnguins　 made
frequent　 divcs　 (3　18　 m　 at　maXimum).　 Penguins　 fluttered　 hard　 during　 thc　 beginningof　 descending,
This　 intimatcs　 that　 the　 grcatcr　 cffbrt　 to　 swim　 down　 against　 buoyant　 fbrcc.　 On　 thc　 othcr　 sidc,
they　 stopped　 fluttcring　 during　 the　 lattcr　 part　 of　 ascending.　 In　 the　 casc　 of　 200　 m　 divc,　 king
penguins　 stopped　 fluttering　 at　ca.　 40　 m　 depth,　 and　 a　marked　 increase　 in　swim　 speed　 could　 bc
seen　 until　 they　 reachcd　 to　 the　 sca　 surface　 (from　 2　m/s　 to　 3　m/s　 at　maximum).　 Adelie　 pcnguins
also　 stopped　 fluttcring　 during　 the　 lattcr　 part　 of　 asccnding.　 To　 urldcrstand　 the　 phenomerlon
quantitatively,　 the　 buoyant　 surfacing　 model　 was　 devclop　 ed.　 Buoyant　 fbrce,　 ascendirlg　 anglc,　 and
drag　 fbrcewcre　 considered　 in　the　 model　 simulations.　 Buoyancy　 was　 a(ljustcd　 for　 compression
of　respiratory　 and　 plumage　 air　spaccs　 with　 dcpth.　 Anglc　 oftheir　 oblique　 ascent　 was　 calculated
each　 sccond　 from　 mcasured　 swim　 specd　 and　 vcrtical　 spccd　 calculated　 from　 depth　 data.
Simulatcd　 swim　 spccd　 by　 thc　 modcl　 fittcd　 thc　 mcasurcd　 swim　 speed　 wcll.　 Thc　 incrcasc　 in　swim
speed　 during　 the　 non-fluttcring　 ascending　 Pcriod　 could　 bc　 explained　 to　 be　 caused　 by　 exp　anding
air　 volume.　 King　 and　 Adclie　 pcnguins　 could　 asccnd　 passivcly　 by　 mcans　 of　 buoyancy.　 Air
volume　 inhalcd　 at　thc　 surfacc　 was　 estimated　 for　 each　 divcs　 and　 f()r　cach　 specics.　 Mostly　 diving
kirlgand　 Adclic　 pcnguins　 kept　 ca.　 1.3　 1itcr　 and　 ca.　0.8　 1itcr　 air,　respectively.　 These　 values　 wcre
coincidc　 with　 the　 maximum　 volume　 of　 respiratory　 organ.　 Pcnguins　 appears　 to　 dive　 on　 a　large
inspiration　 as　much　 as　possiblc.
潜水動物の遊泳様式の詳細な測定 と解析 は,バ イオメカニクスや潜水生理学上の重要な
課題である.今 回新たに開発 した遊泳速度計 ・加速度計 を用いて,キ ングペ ンギンとア
デリーペ ンギンか ら,遊 泳行動中の詳細 なデー タを得た.ペ ンギンは潜水開始後 しば ら
くの間,激 しく羽ばた く様子が記録 されていた.こ れは,浮 力に逆 らって激 しく泳 ぐ様
子 を表 している.一 方,浮 上の途中より,ペ ンギンは羽ばたきを停止 していた.例 えば
潜水深度200mの 場合,キ ングペンギンは40m前 後の深度で羽ばたきを停止 し,そ のこ
水面 に到達す るまでの間,遊 泳速度 は2m/sか ら最高3m/sま で上昇 していた.ア デリー
ペ ンギンもまた浮上の後半は羽ばた きを停止 していた.こ れはペンギ ンが浮力に頼 って
浮上 していることを示唆 している.浮 力 と浮上角度,遊 泳抵抗か らなる運動方程式 を用
いて解析 した結果を発表する.
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バイカル湖の湖底堆積物 コア(BDP96-1)中 の有機成分によるユ ーラシア大陸
内部における環境変動の推定
An　 estimation　 of　 paleoenvironmental　change　 in　the　 Eurasian　 continental　 interiors
　 　 　 viewed　 from　 organic　 components　 in　a　Baikal　 sediment　 core　 (BDP96-1).
小 作 さ ゆ り1,松 本 源 喜2,清 野 真 由3,山 村和 世3,西 み ゆ き4,吉 野 由美4,日 向 ル ミ子3,高 松 信 樹5
竹村 哲 雄4,河 合 崇欣6,赤 木 右1,安 部喜 也1
(1東 農 工 大 農,2大 妻 女 大 社 情 ・極 地 研,3大 妻 女 大 社 情,3葉 理大 理,5東 邦 大 理,6国 理 研)
S.　Kosaku1　 ,　G.　1.　Matsumoto2,　 M.　-Yono3,　 K　 Yamamura3,　 M.　Nishi4,　Y.　Yoshino4,　 R.　Hinata3,　N.　Takamatsu5
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　T.　Takemura4,　 T.　Kawai6,　 T.　Akagill　 and　Y.　Ambe1.
(iTokyo　 Univ.　 Agric.　 Tec㎞01.,　 20tsuma　 Women's　 Univ.　 &　 NIPR,　 30tsuma　 Women's　 Univ.,　 4Sci.　 Univ.　 Tokyo
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　sToho　 Univ.　 and6Natl　 Inst.　Environ.　 Stud.　 )
　 we　 studied　 total　organic　 carbon　 (Toc),　 total　nitrogen　 (TN),　 various　 hydrocarbons,　 fatty　acids　 and　sterols　 in　the　sediment
core　(BDP96-1,192m)　 from　 Akademic　 Ridge　 of　Lake　 Baikal,　 Russia,　 to　elucidate　 their　geochemical　 featUres　 iII　relation　 to
source　 organisms　 and　 paleoenvironmental　 conditions.　 Generally,　 TOC　 contents　 were　 low　 (0.208-1.56%),　 indicated　 low
biological　 preduCts　 in　the　lake　 throughout　 the　sedimentary　 period　 (approximately　 sMa).　 Generally,　 the　pattern　 of　vertical
distribution　 of　TOC　 concentlation　 is　similar　 to　that　of　oxygen　 isotol)e　 ratios　 in　marine　 sediments.　 It　suggests　 that　the
climate　 changes　 in　the　continental　 interiors　 occur　 simultaneously　 with　 those　 in　the㏄ean.　 The　 predominant　 molecules　 of
hydrocarbons　 and　fatty　acids　suggested　 that　the　vegetation　 around　 Lake　 Baikal　 reflects　clinate　 changes.
【はじめに】バイカル湖はシベ リア南部に位置する南北に細長い世界最大の淡水湖で,約3000万 年前に形
成されたと言われる最も古 く,最 も深い湖,ま た極めて透明度の高い湖の一つである.ま たバイカル湖を と
りまくその特異的な環境は,湖 内またはその周辺に千数百種にも上 る固有種を擁す るに至 り,あ らゆるフ ィ
ール ドサ イエンスの分野に おいてその存在は重要な ものとな っている.バ イカル ドリリングプロジェク ト
(BDP)は,湖 底堆積物か ら長期地球環境変動を解明することを目的にスター トした.本 研究では,湖 底堆積
物コア中の炭化水素,脂 肪酸,ス テロール,全 有機炭素(Toc),全 窒素(1'iN)等 を指標とし,今 までデータ
が欠如 していた大陸内部におけ る長期の気候変動 ・環境変動を過去約500万 年にわたり解析 した.
【試料および方法】試料は,　BDPの 一環として1996年 の1-3月 にバイカル湖のアカデ ミァリッジで掘削さ
れた192mの 堆積物 コア(BDP96-1)の 一部を冷凍保存 していたものを使用 した.堆 積物中のTOC濃 度は6M
塩酸で処理後NCS分 析計で測定 した.試 料中の有機化合物の分析は,　Matsumoto(1994)の 方法に準 じて行っ
た.有 機化合物はGC-MSで 同定定量 した.
【結果および考察】　TOCの 濃度は一般に低 く(0.208～1.56%),バ イカル湖における生物生産量は堆積期間
全体(500万 年)を 通 して小 さか ったと判断される.　TOC濃 度の鉛直分布と海洋堆積物の酸素同位体比変動の
傾向が一致 したことか ら,海 洋 と大陸内部で環境変動が 同時に進行 して いたと考え られる.　TOC濃 度 と
TOC/TN重 量比間には正の相関関係が見 られ,　TOC濃 度の高い層では外来性の維管束植物の寄与が大きいと
判断される.長 鎖(>C、g)のn－ アルカンやn－アルカノイ ック酸は維管束植物の指標であ り,ま たこれ らの化
合物が堆積物 コア全体を通 して高い割合で検出された ことは,こ の堆積物コア中の有機物 は維管束植物によ
り供給されたものが多 く残存 しているものと考えられる.　TOC濃 度は深度が浅 くなるに従って減少傾 向にあ
り,過 去か ら現世に向かって生物生産量が減少 している,つ まり寒冷化が進行 しているものと考えられる.
炭化水素や脂肪酸の主要成分は堆積年代 によ り変動がみ られ,バ イカル湖周辺の植生は時代が移 るにつれて
推移 しているものと考え られる.ス テロールは堆積物コア全体を通 してC29ス テ ロールが多 い傾向がみ られ,
また深度が増すにつれステノールか らスタノールへの還元がみ られた.
さ らに詳細な分析と物理 ・生物情報を含めた解析を行うことにより,よ り正確な大陸内部における環境変
動およびグローバルな環境変動の情報が得 られると期待される.
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TRANSPARENCY OF ANTARCTIC LAKES TO 
      ULTRAVIOLET RADIATION
    Warwick F. Vincent & Rowena Rae 
Dept de biologie & Centre d'etudes nordiques 
Laval University, Quebec. CANADA G1K 7P4
    Depth profiles of solar ultraviolet radiation  (UVR), photosynthetically 
available radiation (PAR) and related variables were measured beneath the 
thick, permanent ice cover of four lakes in the McMurdo Dry Valleys (lat. 77 
OS; long. 162  op. These lakes span a range of phytoplankton concentrations 
(0.1-10  gg  Chla  14) but receive little input of chromophoric dissolved organic 
matter (CDOM) from their barren, polar desert catchments. The diffuse 
attenuation coefficients for downwelling radiation (Kd) in the upper water 
column of the lakes were at or below those for clear natural waters elsewhere. 
The attenuation lengths  (1[Kd) for these lakes and for a set of high latitude 
lakes in the northern hemisphere (tundra and boreal forest catchments) 
showed a close log-log relationship with dissolved organic carbon (DOC) 
concentrations (r2 = 0.90; n = 20); dry valley lakes were at the high 
transparency end of this polar/subpolar continuum. Calculation of the 
biologically effective  UVR dosage rate for the upper phytoplankton 
community of Lake  V  anda indicated that sufficient  UV  R penetrates through 
the 3.5  m-thick lake ice to cause inhibition of algal growth. These results 
show that polar desert lakes are optical extremes in terms of their water 
column transparency to  UVR, and that their dilute, mostly autochthonous 
CDOM offers little protection against the ultraviolet-B radiation flux that is 
continuing to increase over the polar regions.
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昭 和 基 地 周 辺 に お け る 土 壌 藻 類 相 の 経 年 変 化(JARE33-37)
　　 Yearly　 change　 of　soil　algae　 around　 Syowa　 Station　 (JARE33-37)
大 谷 修 司,有 冨 由 香 里,伊 藤 律 子(島 根 大 ・教 育)
Shuji　 OHTANI,　 Yukari　 ARIDOMI　 &　Ritsuko　 Itoh　(Shimane　 Univ.)
Yearly　 change　 of　species　 composition　 of　soil　 algae　 near　 Syowa　 Station　 were　 studied
du血ng　 JARE　 33-37　 (1992-1996)　 from　 the　 VieWpoint　 of　 enVironmental　monitoring.
Su㎡ace　 soil　 samples　 were　 collected丘om　 10　sites.　 Four　 sites　 were　 situated　 in　the　 area
of　Syowa　 Station.　 Six　 sites　 were　 several　 km　 from　 the　 station　 where　 were　 not　 heaVily
affectedby　 human　 actiVities.　 Soil　 algae　 recognized　 through　 the　 present　 study　 were　 22
spe(ies　 in　total,　 6　0f　Cyanophyceae,　10　 0f　Chlorophyceae,　 4　0f　Xanthophyceae　and　 2　0f
Bacilariophyceae.　Following　 algae,　 Phormidium　unc na加m,　 Phor加d加msp.1,
Xant、honema　 spP.,　 Betrydiopsis　 spP.,　 Macrochloris　 multinuCleata,　Koliella　 sem－
peWtrens　 and　 Navicula　 muticopsis　 were　 commonly　 occurred　 in　 the　 samples　 and　 were
continuously　 occurred　 during　 studied　 five　 years.　 A　 ornithocoprophilous　alga,　 Prasiola
αispa　 was　 fbund　 at　St.　 1　where　 close　 to　lavatory　 of　the　 station.
は じめに:昭 和基地周辺の土壌藻類は,主 に生態学的視点か ら研究が行われてきてお り,
未だに分類学的に多 くの課題が残されている.本 研究では,　JARE33-JARE37の 越冬隊
員により,環 境モニタ リングの一環 として採集 された表層土壌を用いて土壌藻類の培養を
行い,分 類学的検討を行 ったのでその結果を報告す る.
材料お よび方法:研 究 に用いた表層土壌は,　 JARE33-JARE37に よ り昭和基地周辺の
10地 点か ら,12月 か ら1月 にかけて無菌的に採集 された.採 集場所は,人 間の影響が強
い昭和基地居住棟便所周辺3地 点(St.1-3),旧 発電棟前の流れ縁辺1地 点(St.4),及 び,
基地か ら離れた東オングル島みどり池2地 点(St,5,6),東 オ ングル島北見浜2地 点(St.
7,8),オ ングルカルベン島ペンギンル ッカリー周辺2地 点(St.9,10)で ある.冷 凍 して 日
本に持ち帰 られた試料 を解凍後、　BBM培 地で15℃,25001ux,12時 間:12時 間明暗周
期の条件で静置培養 を行 い,出 現 した土壌藻類を光学顕微鏡で観察 し,種 の同定を行 った.
結 果 お よ び 考 察:今 回 昭 和 基 地 周 辺 よ り確 認 され た土 壌 藻 類 は,藍 藻 類6種 類,緑 藻 類
10種 類,黄 緑 藻類4種 類,珪 藻 類2種 類 の計22種 類 で あ った.5年 間共 通 して 出現 した
種 類 は,22種 類 の うち,5種 類 で,藍 藻 類 のPhormidium　 uncinatum,　 Phormidium　 sp.,緑
藻 類 のMacrochloris　 multinucleata,　 Koliella　 sempervirens　 ,　珪 藻 類 の　NaVicula
muticopsisで あ っ た.種 の 同 定 に は 到 っ て い な い が,黄 緑 藻 類 のXanthonema属,
Botlydiopsis属 の種 類 も毎年 出 現 して い る.こ れ らの種 類 は いず れ も優 占種 や 比 較 的 多 く
出現 した種 類 で あ り,こ の5年 間,土 壌 藻 類 の 出現 傾 向 は類 似 して い る こ とが 指 摘 で き る.
昭 和 基 地13居 住 棟 の 最 も便 所 に近 い地 点(St.1)で は,富 栄 養 な環 境 を好 む ナ ン キ ョ ク
カ ワ ノ リ(Prasiola　 crispa)が 肉 眼 的 な コ ロニ ー を作 っ て お り,本 種 は 培 養 に よ っ て も出
現 した.St.1以 外 で,本 種 が 出現 した 地 点 はSt.10の ペ ンギ ンル ッカ リー のそ ば だ け で あ
った.そ の他 の種 類 に 関 して は 土 壌 の栄 養 塩 濃 度 と の 関連 が 明 らか に され て お らず,今 後
の課 題 と して 人為 の影 響 を監 視 す る に あた って,土 壌 藻 類 の フ ロ ラ と あわ せ て土 壌 中 の 栄
養 塩 濃 度 の測 定 を行 う必 要 が あ ろ う.
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SOILS AND THEIR MICROBIOLOGICAL PROPERTIES FROM A TRANSECT FROM 
               CAPE HOORN TO ANTARCTICA.
M.  Bolter' , H.-P.  Blume' and D.  Schneider'
 'Institut  fOr Polarokologie der 
 Christian-Albrechts-Universitat zu Kiel 
             Wischhofstr. 1-3 
             D-24148 Kiel 
 'Institut  fur Pflanzenernahrung  and Bodenkunde der 
 Christian-Albrechts-Universitat zu Kiel 
            Olshausenstr. 40 
             D-24098 Kiel
Abstract. 
Soils of the Island of Cape Horn, the Falkland Islands, South Georgia, the South Orkneys, 
the South Shetlands, the Antarctic Peninsula and Poulet Island are described and analyzed 
for soil properties, soil taxonomy and microorganisms. Results showed a great variety of 
soils. Leptosols, gleysols, regosols, podzols, andosols, histosols were described. 
Podzolization was found in all climatic regions. The bacterial flora is described via total 
counts (range between 0.06 - 10.45  •  109  g-1 d.wt.) and its biomass distribution (range 
between 0.47 - 102.7 pg C  g-1 d.wt.) in different soil layers. Total number or total biomass 
are not related to geografic or internal soil patterns but to contents of organic matter. 
 Sim  ilarely, mean cell volumes of bacteria (range between 0.06 and 0.1 pm3) are found in 
relation to nutrients levels. Distributions of bacterial communities show individual patterns of 
soil profiles and are not related to an overall geographical pattern.
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第38次 南極観測航海で受信 した
地球観測衛星 「み どり」のDTL/OCTS画 像
DTL/OCTS　 images　 of　 an　 earth　 observing　 satellite,　 "Midori",
　　 　 　 　 　　 received　 during　 the　JARE38　 cruise
渡 辺 研 太 郎 、 小 達 恒 夫 、 福 地 光 男(極 地 研)
Watanabc,　 K.,　 Odate,　 T.,　Fukuchi,　 M.　 (NIPR)
The　 ADvanccd　 Earth　 Observing　 Satcllitc　 (ADEOS;　 namcd　 Midori)　 was　 launched　 succcssfull》'　 by　 NASDA　 ill
August　 l996.　 One　 of　the　 onboard　 sensors,　 OCTS　 (Ocean　 Color　 and　 Temperature　 Scanncr)　 madc　 it　possiblc　 to
cstimate　 chl()rophyll　 distribution　 and　 tcm　 peraturc　 in　the　sea　 surfacc　 extensively.　 A　receiving/proccssing　sys cm　 lb「
DTL　 (DirectTransmission　t 　Local　 users)　 of　OCTS　 was　 installed　 in　 the　 first　observation　 lab　 abr)ard　 the　 Antarctic
ship　 Shirase　 for　 the　 38th　 Japancse　 Antarctic　 Research　 Expedition　 (　JARE).　 The　 systcm　 to　gcncrate　 ncar-real　 timc
marine　 biological　 imagery　 aboard　 was　 tested　 and　 ev副uated　 During　 automatic　 data　 r㏄civing　 run,　 somc
malfunctions　 in　the　 svstcm　 werc　 identified　 and　 fixed.ゼ
Chlorophyll　 c()ncentrations　 in　surface　 watcrwere　 measured　 with　 a　surface　 water　 monitoring　 systcm　 and　 the　data　 are
to　be　 comparcd　 with　 thc　 calculatOd　 chlorophyll　 concentration　 basOd　 on　 thc　 DTL/OCTS　data.
1996年8月 、宇宙 開発 「狂業団 によ り地球 観測衛 星 「み ど り」　 (ADEOS)　 が打 ち[1げ られ 、搭 載 さ
れて いるO(yrs　 (海 色海温走査 放射 計)に よ り海洋 の基礎生産 者の指標 で ある クロロ フィルの 広 が
りや 表面海水温な どを広範 囲にわた って把握 す るこ とがで き るよ うにな った 。同年11月 に晴 海 を出
航 した第38次 南極観測 隊で は、DTL検 証機 によ り 「しらせ」船hでDTL(局 地 ユ…ザ ー送信 系)の
受信 を行 い、操作性 の確 認、船 上で リアルタイ
ム に近 い海洋 生物情 報 を把握す る有用性 を確 か
め る 事を 日的 と した。検 証機 は 一一つ の ラック に40。N
組み込 まれ 、 「しらせ」艦橋 の ・階 ドにある第
観 測室 に設置 し、受信 アンテナ、　GPS用 の受20
信 ア ンテナは第 ・観測 室 のやや 後部 の露 天甲板
に取 り付 けた。 ・o
自動運転 で受信 を行 ったが 、システム に数個 所
20
の不具合のあることが確認され、改善された。
中 ・低緯度では…一日に受信される軌道は1、2 40
パスだ ったが高緯 度 ではその数 が増 し、南緯65
度 あた りでは4-8パ ス にな った。 しか し受信 し
たデー タには正常 でな いもの が含 まれて いた。
一'方、航走 中 に表 面海 水モニ タ リングシステム
及び 手分析 によ り表 層水 中の ク ロロフ ィル濃度
の測定 を行 って いる。未 だ途 中では あるが、 こ
こで はDTLデ ー タに基づ き …定 の アル ゴ リズ
ム によ り処理 され たク ロロフ ィル 画像 と観測 さ
れた クロ ロフィル値 との比較 を行 う。
Figurc　 Cruise　 track　 of　Shirase　 for　thc　38th
Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition　 (1996-97).
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     PURSUIT OF POLYNYAS 
IN THE ANTARCTIC  PENINSULA AREA
A<AtO  (A7M3f)  •  (171-tre{MIA)  • *44:::ill (NTT 
   (104)0 •  *#*iii  (A*Rf) 
  Mikio NAGANOBU (NRIFSF), Keiichiro SHIBAZAKI (Yanase Equip.), 
    Noritsugu  KIMURA (NTT Data), Yoshihiro  OKADA(Tokai  Univ.) 
            and Satsuki MATSUMURA (NRIFSF)
INTRODUCTION 
     There are two general kinds of polynyas (an ice-free area within sea ice borders), 
coastal polynyas and open ocean polynyas, in the Southern Ocean. Polynyas accelerate 
oceanic and atmospheric processes by exposing the surface of ocean to the atmosphere. 
Additionally, we think that the coastal polynyas influence biological activity in the 
winter and spring season. However, there are no minute reports on the place, time and 
shape of the coastal polynyas. Accordingly, we pursued the transition of the coastal 
polynyas. The data of sea ice by satellites bearing passive microwave sensors were used 
for the pursuit of the coastal polynyas. Although the relatively large coastal polynyas 
were found in the Weddell Sea, the Prydz Bay, the Ross Sea and the Antarctic Peninsula 
area, we concentrated in the Antarctic Peninsula area in this report.
MATERIAL 
     Satellite images of sea ice concentrations were used from data sources published 
electronically by the NSIDC (National Snow and Ice Data Center, USA). The images 
were derived from daily average temperature brightness data. The images from October 
1978 through August 1987 were derived by Gloersen et  al. (1992) from data collected 
by the Scanning Multichannel Microwave Radiometer  (S1VfMR:CD-ROM/Polar Data 
Volume 7, NASA Goddard Space Flight Center). The images from July 1987 through 
August 1995 were derived by the Special Sensor Microwave/Imager  (SMM/I:CD-
ROM/F8 Ice Concentration Grids Polar Region, Volume 2 and  FTP/Fll, NSIDC). A 
pixel size was 25  x 25 km grid. The total of examined images was nearly 4,600 scenes 
for 18 years. We pursued daily transition of coastal polynyas in the Antarctic Peninsula 
area using these images.
RESULTS 
     Sea ice concentrations in August from 1979 through 1994 were analyzed. The 
years of relatively extensive sea ice cover off the north side of the Antarctic Peninsula 
were 1980, 1986, 1987 and 1991. In the such years of the wide sea ice cover, the ice 
cover had the offshore extent of around 500 km from the Peninsula. In the case of the 
wide extent of sea ice cover, polynyas developed within the cover. Typical polynyas 
existed off the tip of the Antarctic Peninsula in 1987 and 1991. Inversely, the years of 
the narrower sea ice cover were 1988, 1989, 1990 and 1993. When large polynya did 
not exist, the sea ice concentrations tended to be low on the coast of the continent and 
the islands. There was sea ice cover with low concentrates off the tip of the Peninsula. 
In the years of extremely narrow sea ice cover such as 1988, 1989, 1990 and 1993, the 
ice edge almost came alongside the Peninsula.
 —  20  —
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夏 期 の 南 極 海 氷 縁 域 の 中 深 層 域 に お け る 沈 降 粒 子 の 行 方
　 　 　 　The　 fate　of　sinking　 particles　in　the　mesopelagic　 zone　 of　the　Antarctic
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 marginal　 iCe　zOne　in　SUmmer.
鈴 木 英 勝(石 巻 専 修 大)、 佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大)、 工 藤 栄(極 地 研)、
福 地 光 男(極 地 研)
　 Hidekatsu　 SUZUKI　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 Hiroshi　 SASAKI　 (Senshu　 Univ.
　 　 　 　 Ishinomaki),　 Sakae　 KUDOH　 (NIPR),　 Mitsuo　 FUKUCHI　 (NIPR)
The　 flux　 of　 surface-derived　 sinking　 particles　 decreased　 with　 increasing　 depth　 during　 their
sinking,　 primarily　 due　 to　 biodegradation　 and　 consumption　 by　 detritivorous　 animals.　 The
shrot-term　 flux　 variation　 under　 the　 Antarctic　 marginal　 ice　 zone　 in　 summer　 (1994-1995)
showed　 marked　 decreases　 of　large　 sinking　 particles,　 especially　 cylindrical　 fecal　 pellets　 (>ca.
320μm　 in　width)　 and　 increases　 of　 fragmented　 small　 particles　 in　the　 mid-depth　 waters
(537-796m)　 within　 a　few　 days.　 This　 suggests　 that　 the　 sudden　 increase　 of　 sinking　 particles
from　 above　 lead　 the　 mid-depth　 zooplankton　 to　 enhance　 their　 activities　 of　 coprorhexy　 and
coprophagy.
表層 で生産 され た 沈降粒 子 は、深層 へ の沈 降 に伴 って微 生 物 に よ る分 解 あ
るい は深層 生物 に よ る消費 に よって減少す る。1994年 か ら1995年 にか け て
行われ た 南極海 氷縁 域 にお け るセデ ィメン トトラ ップ係 留実 験 にお いて も、
中深層 域(537m～796m)に お いて短期 的な(数 日間)フ ラ ック スの急 増 と
それ 以深 にお け る顕 著な フラ ックスの減少が観 察 され た。 特 に減 少 の著 しい
沈降粒 子 は最 も量 的 に優 占 し、サ イズ も最大 の(幅 約320μm以 上)ナ ン
キ ョクオキア ミ(Euphausia　superba>の 円筒型糞粒 で あった。537m層 にお け る総
フラ ックス70.5mgCm"2d"の23%を オ キア ミ糞粒 が 占め、そ の約98%が796m
層 に至 る途 中で消 失す る。 これ らの沈降速度 は>300md'1で あ り、 また そ の 分
解 速度 も緩 慢 で あ り数 日で小粒 子化す るこ とは あ り得 な い もので あ る。
大型 糞粒 が減 少す る中深層 にお いて、小型 の沈降粒 子 が増加 してい る。 こ
れ らの小 型粒 子内 にナ ンキ ョクオキア ミ及び 大型 のカ ラヌ ス 目(Calanoida)に
特異 的 なDNA配 列 の 一部 が抽 出 され た ことか ら、 これ らがオ キ ア ミや カイ
ア シ類 が排 出 した 糞粒 か ら派生 した もの であ るこ とが分 か った。 同 じ中深 層
には糞食性 が 強い と され るキ クロプス 目(Cyclopoida)が 生 息 してお り、 これ ら
の動物 プ ランク トン群 が 、表 層 由来の沈降糞粒 の急増 に対応 して 、活発 な糞
破壊(coprorhexy)及 び 糞 食(coprophagy)活 動 を行 ってい るもの と推 察 され る。
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41994年 春期、南極昭和基地周辺の定着氷下で採集された沈降粒子の組成
Composition　 of　 sinking　 particulates　 collected　 under　 the　 fast　ice　near　 Syowa,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 east　 Antarctica,　 in　austral　 spring,　 1994.
斎 藤 良 子(東 京 家 政 大)、 佐 藤 壽 彦(筑 波 大 下 田)、 渡 辺 研 太 郎(極 地 研)
Saito,　 R.　(Tokyo　 Kasei　 Univ.),　 Sato,　T.　(Tsukuba　 Univ.,　 Shimoda),　 Watanabe,　 K.　(NIPR)
　 　 　 Forunderstanding　biological　 processes　 under　 the　 coastal　 fastice,　 sinking　 particUlates　 were　 collected　 with　 sediment
traps　 deployed　 at　20,　 50,　 IOO　 and150m　 under　 thesea　 ice　at　Stn　A2　 (69°00'S,　 39°38'E,　 ca.　160m　 deep)near　 Syowa　 from　 mid-
August　 to　 mid-December,　1994.　 Samples　 were　 fixed　 with　 fomlaline　 and　 examined　 with　 an　 inverted　 microscope　 at　 a
magnification　 of　400　 with　 cells　 comted　 ranged　 1000-2000.　 This　 presentation　 shows　 the　 results　 from　 samples　 collected
from20,　 100　 150m,　 between　 12　August　 andl2　 September　 (early　 spring)　 andbetween　 27　November　 and17December　(early
summer).
　 　 　 Diatoms,　 especially　 pennates　 dominatedthe　 specimens　 and　 three　 types　 of　fecal　 pellets　 were　 observed　 The　 downward
flux　 of　 total　 cells　 at　l50m　 deep　 increased　 about　 30　 times　 from　 early　 spring　 to　early　 summer,　 reflecting　 large　 seasonal
increase　 in　the　primary　 production　 and　 sea　ice　melting　 which　 releases　 ice　algae　 into　 water　 column.
第35次 南極観 測隊では 、33次 隊か ら始 まっ
た海氷圏生物 総合研究計画 の一 環 として、海 氷下
の物質循環過 程 を明 かにす る 目的で、海氷下での
基礎 生産物 が、沈降 ・捕食 過程 を経 て どのよ うに
変化す るのか、季節変化 を観測 す ることを計画 し
た。今 回は、この計 画 によ り採集 された試料の一
部 を用いて行 った顕 微鏡観 察の結果 を報告す る。
<材 料及び方法>1994年8月 か ら12月 にか け
て、昭和基地近 くの北 の浦 の定点A2(69°00'S,39°
38'E)に お いて、水深20m,50m,100m,150mの4
層 に設 置 した簡 易 型セ デ ィメ ン ト トラ ップに よ
り、4回 にわ た り沈降粒状物 を採集 し、中性 フォ
ルマ リンで 固定 した。今回 は、そ の うちの8月12
日か ら9月12日 と、11月27日 か ら12月17日 の
それぞれ20,100,150mか らの試料 を使用 した。そ
こか らサ ブ サ ンプル と して倒 立顕 微鏡用 の試料
を作成 し、倍率 を400倍 で 観察 した。総カ ウン ト
数 は、1000か ら2000個 体 の範囲内 とした。
〈結果 と考 察〉 観察 され た種類の ほとん どは、
珪藻類 で、羽状 目が優 占した。中で も、8月 か ら9
月(春 先)に は、　Nitzschia　 steUataが31～82%を
占め、11月 か ら12月(初 夏)に は、　N.　turgiduloides
が約40～55%を 占めた。また、動物 プラ ンク トン
の もの と考 え られ るフン粒 には、大きさ、形の異
な るものが3種 類見 られ た。
全沈降 フ ラックスの季節 変化 を見 ると、初夏は
春先 に対 して大幅 に増 加 した。これ は、基礎生産
の大 きな増 加 と、アイスアル ジー の海 中への遊離
を もた らす 海氷下 部の融解 の結果 と考 えられ る。
春 先にお いて は、 円心 目の相 対 出現率 は全体 と
して小さい もの の、深度が増す につれ て大 き くな
り、沈降 フ ラックス は、150m深 で100m深 の約5
倍強であった。一方 、春先の羽状 目は、沈 降 フラ
ックスが150m深 で20及 び100m深 の約2倍 に増
加 した。
初夏にお いては、円心 目、羽状 目共 に相対出現
率は、春 先 と同様 の傾 向を示 し、沈 降 フラックス
は、100m深 で急激 な増加 が見 られ、150m深 で減
少 した。
::藷－
Figure　 ・　 FIuxes　 of　 centric(left)　 and　 pennate(right)
diatoms　 and　 their　 relative　 abundances　 in　 samples
collected　 at　20,　 100　 and　 l50m　 deep　 underthe　 coastal　 fast
ice　near　 Syowa　 in　 early　 spring　 (Aug.-Sep.;above)　and
early　 summer　 (Nov.-Dec.;below)　in　 994.
,Flux;　 一† 一,Relative　 abundance.
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冬季オホーツク海北海道沿岸域の炭酸系
　　　　 Cat'bOnate　system　of　80uthwestern　 OkhotSk　 sea　in　the　seaice　season
大槻晃久 渡辺修一 角皆静男(北 大院地球環境)大 島慶一郎 若土正暁(北 大低?B研)
　 　 　 　 　 Akihisa　 OTSUKI,　 ShuiChi　WATANABE,　 Shizuo　TSUNOGAI,
　 　 　 　 KayI.OHSHZ[MAandMasaakiWAKATSUCHI(HokkaidoUniv.)
The　 pH　 and加tal　 alka且nity　 of　8eawater　 we正e　 measured　 in　the　 southwestern　 part　 of　the　 Sea　 of　Okhotsk
du血ng　 the　 seaice　 season(Feh　 1-10　 1997).　 At　 all　the　 48　 stations　 the　 calculated　 f(CO2)　 values　 of　surface
water　 we囎10werthantheatmosphe血c　CO2　 1evel　 in　spite　 of　increa8e　 in　total　 djs801ved　 inorganjc　 carbon　 due
tO　the　 winterttme　 vertical　 convection　 This　 low　 f《CO2)　 values　 might　 be　 due　 to　winter　 coo丘ng　 and　 nuthents
input　 derived　 fiDm　 the　 Amur　 river.
海洋への大気中CO2の 吸収過程やその量を明らかにするために数多くの観測が行われている。 しか しその多
くは低 ・中緯度海域 におけるものである。南大洋や北部北太平洋のような高緯度海域は、高い生物生産性をもち、
中 ・深層水の形成域でもあるため、CO2の 全球的な収支を見積もる上で重要な海域 であるが、荒天にな りやす
く海氷 も存在するため、冬季にはとりわけ観測が少ないのが実情である。
そこで海上保安庁水路部と北大低温研海洋動態部門が共同で行っている海氷期のオホーツク海南西部の調査
に参加 し、この海域の冬季における炭酸物質の分布を明 らかにするとともに、大気 とのCO2の 交換について考
察を行った。
【方法】
1997年2月1目 から10日 にかけて行われた海上保安庁釧路海上保安部の砕氷型巡視船 「そ うや」海氷観測
航海において宗谷岬から知床岬沖合にかけて表面採水を48ヶ 所で、ニスキン採水器による2～10層 の鉛直採水
を18ヶ 所で行った。船上でpHお よび全アルカリ度を測定し、水温 ・塩分データと炭酸の平衡定数を使って全
炭酸濃度および表面水の二酸化炭素フガシティー(政CO2))を 計算 した。
【結果および考察】
観測期間中はほとんどの測点で海氷が見 られた。海氷域では鉛直的に温度(-1.5°C以 下)が 一様な水塊が
表面から数100mの 厚さで存在 し、冷却により活発な鉛直混合が起きたことが示唆される。この混合により高
金炭酸濃度の深層水が持ち上げられ、夏季にくらべ表層の全炭酸濃度 も増加 していたが、表面水のf(CO2)は ほ
とんどの測点で大気中の二酸化炭素分圧(現 在360μatm前 後)よ り低 く、大気からCO2を 吸収できる状態に
あった。 これは低温であることに加え、アムール川などからの栄養塩の供給が働いたためと考えられる。なぜな
らこの水は低塩分 ・高アルカ リ度で、深層水ほどは全炭酸濃度が高くないからである。
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北太平洋亜寒帯域の表面海水中の二酸化炭素の変動
Variations　 of　carbon　 dioxide　 in　surface　 waters　 in　the　 subarctic　 North　 Pacific
平石直孝,根 本和宏,中 館明,小 川完,長 井秀樹,楳 田貴郁,久 保直,緑 川貴(気 象庁)
N.　 HIRAISHI,　 K.　NEMOTO,A.　 NAKADATE,　 K.　 OGAWA,H.　 NAGAI,T.　 UMEDA,
　 　 　 　 NKUBOandT.MDORIKAWA　 (JapanMeteorologicalAgency)
It　has　 been　 suggested　 that　 an　 oceanic　 uptake　 of　 atmospheric　 CO2　 in　the　 subarctic　 region　 may　 play　 as
oneofthemajorsinksforatmosphericCO2.　 ConcentrationsofCO,intheatmosphereandsurface
waters　 were　 semi-annually　 observed　 on　 board　 the　 R/V　 Ryofu　 Mant　 in　the　 North　 Pacific　 in　 1996-1997.
The　 latitUdinal　 distribution　 of　 CO2　 in　surfa㏄waters　 varied　 significantly　 a㏄ording　 to　the　 season,
especially,　 in　the　 subarctic　 region.　 The　 factors　 responsible　 for　 spatial　 and　 temporal　 variations　 of　CO2
in　surface　 waters　 are　 discussed　 based　 on　 its　relationship　 with　 temperature　 and　 nutrients　 concentrations,
etc.　 The　 variations　 of　 CO2　 in　the　 subarctic　 region　 are　 attributed　 to　the　 combined　 effects　 of
temperatu.re　 dependence　 and　 photosynthetic　 drawdown　 of　CO2.
北太平洋亜寒帯循環海域においては、活発な生物生産や鉛直混合により、表層で取 り込まれた二
酸化炭素が海洋の中深層に運ばれると考えられる。このため、この海域は二酸化炭素の吸収域とし
て、地球温暖化等の観点から注目されている。しかし、この海域における観測データは少なく、年
間を通しての時空間分布の実態は明らかにされていない。
気象庁では、増加 しつつある二酸化炭素等大気中の温室効果気体に対する海洋の役割を明らかに
するために、北西太平洋亜寒帯域から赤道域における洋上大気及び海洋中の温室効果気体等の観測
を続けている。ここでは、1996年4～6月 、10～12月 及び1997年5～7月 の 「湊風丸」の3航 海
において、亜寒帯域(北 緯40～50度)で 海洋中の二酸化炭素が季節によって大きく変動する実態
を観測した結果について報告する。
下図に、3航 海の東経165度 に沿った観測線上の海水中の二酸化炭素の分布を示した。海水中の
二酸化炭素の分布は、水温、塩分や栄養塩類等の変動と良く対応しており、海洋構造を反映したも
のであると考えられる。季節毎の二酸化炭素分圧と全炭酸、栄養塩類、　pH及 びクロロフィルa等
との関係を検討することから、その変動要因について考察する。
Fig.　LatitUdinal　 distributions　 of　CO2　 in　surface　 waters　 along　 the　165cE　 meridian
in　the　North　 Pacific　 for　April　 (●)　and　 October　 (▲),　1996　 and　 May　 (口),1997.
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北太平洋亜寒帯域の表面海水中の二酸化炭素の変動に及ぼす生物活動の効果
Effects　 of　 biological　 activity　 on　 variations　 of　carbon　 dioxide
　 　 　 in　surface　 waters　 in　the　 subarctic　 North　 Pacific
緑川 貴,根 本和宏,平 石直孝,久 保 直(気 象庁),石 井雅男(気 象研)
T.　MIDORIKAWA,K.　NEMOTO,　 N.　HIRAISHI,　 N.　KUBO　 (Japan　 Meteorological　 Agency)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　 Masao　 ISHII　 (Meteor.　 Res.　 Inst.)
Primary　 production　 is　high　 due　 to　an　 ample　 nutrient　 supply　 to　the　 surfa㏄euphotic　zone　 resulted　 from
activeverticalmixinginthesubarcticregion.　Thebiologicalactivityproducesapowerfuleffecton
thecon㏄ntrations　of　 CO2　 in　surfa㏄waters.　Theobservationsofcon㏄ntrations　of　CO2　 in　the
atmosphere　 and　 surfa㏄waters　 were　 conducted　 on　 board　 the　 R/V　 Ryψ ルlaru　 in　the　 subarctic　 North
PacificinAprilandJune,1997.　Thecon㏄ntrations　of　sea　 surfa㏄CO2　 0bserved　 in　the　 same　 area
(40-429N,　 149-152cE)　 during　 two　 cruises　 were　 compared　 to　investigate　 the　 effects　 of　 biological
activity　 on　 temporal　 variations　 of　 CO2　 in　surfa㏄watersforaboutamonth.　Itwasfoundthatthe
effects　 of　photosynthetic　 drawdown　 of　total　 inorganic　 carbon　 greater　 than　 those　 of　a　rise　 in
temperature　 had　 contributed　 to　a　significant　 decrease　 in　the　 concentration　 of　CO2　 in　surfa㏄waters　 in
the　 whole　 area.
北太平洋亜寒帯域 にお いて は、冬季 の活発 な鉛 直混合 によ り栄養塩 類 が海洋表 層 に供給 されるた
め、 生物生産が 高い こ とが知 られて いる。 この生物 活動 に伴 って 、海 洋表 層 の全炭 酸が消 費 され、
二酸化炭素濃度 は低下 す る。亜熱帯 域 の二酸化炭 素の変動が主 に水温 の変 動 に依存 す るの に対 して、
亜寒帯域で は、水温 の効果 に加 えて、活発な鉛 直混合 と生物生産 に起 因す る全炭酸 の大 きな濃度 変
化 が起 こるため、二酸 化炭素 のよ り大 きな変動 を もた らす と考 え られ る。 しか し、この海域 にお け
る観 測デー タは少 な く、生物活動 に伴 う二酸化炭素 の変化 が どのよ うに推 移す るのか、そ の実態 は
明 らか にされて いない。
気象庁海洋気象観測 船 「湊風丸 」は、1997年4月 と6月 の2航 海 の定期観 測 の一環 と して 、亜
寒 帯域 の同一海域(40-42°N,149-152°E)で 、表面海水 中の二酸化炭 素 の観測 を行 った。 この時 期
は、鉛直混合が収 ま り、海水温 が上昇 し始 めて生物活 動が活発 にな る季節 に あた る。約1ヶ 月間の
二酸化炭素濃度 の変化 につ いて 、対応 す る全炭酸 、栄養塩類 、　pH及 び クロ ロフィルa等 の測定 結
果 を解析す る ことか ら、その変動要 因 を考 察す る。
両観測結果 を比較す る と、海面水温 が上昇 して いるに も関わ らず、二 酸化炭 素濃度 は逆 に低下 し
て いる。例 えば、42°N,152°Eの 観測 点では、下表 に示 すよ うに、1ヶ 月間 に海 面水温 が約5°C上
昇す る一方 、約 一50ppmの 表面海水 中の二酸化炭素濃度 の変化 が見 られた 。栄 養塩やpH等 の変
化 か ら、生物 による二酸化 炭素 の消 費の効果 は 一140ppmと 見積 も られ、水温 上昇 によ る+90ppm
の寄 与よ り大 きい ことがわか った。
Table　 Characteristics　 of　surface　 waters　 at　429N,　 152cE　 during　 two　 cruises　 of　RyojUルlam
　　　　　in　April　 and　 June,　 1997.
Date pCO2
(ppm)
?
??
? S TIC
(μM)
pHd(25℃)　 NCB　 chl.a
ψM)(μ9/L)
April27,1997363.8
June2,1997314.8
6.233.632131
11.134.212099
7.93
8.04
15.9
7.9
0.7
1.3
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南 極 好 冷 細 菌 が 生 産 す る プ ロ テ ア ー ゼ の 精 製 、 性 質 及 び ア ミ ノ 酸 配 列
Purification,　 characterization,　 and　 amino　 acid　sequence　 of　the　extracellular
　 　 　 　 　 　 proteases　 from　 Antarctic　 psychrotrophic　 bacteria
渡 辺 啓 一 、 愛 瀬 薫 、 董 党 紅 、小 泉 智 広 、 山 ノ 内美 幸 、牛 草和 人(佐 賀 大)
Keiichi　 WATANABE,　 Kaoru　 AISE,　 Danghong　 DONG,　 Tomohiro　 KOIZUMI,
　 　 　 MiyukiYAMANOUCHI,KazutoUSHIGUSA　(SagaUniv.)
Enzymatic　 properties　 and　 amino　 acid　 sequences　 of　extracellular　 subtilisin-1ike　 proteases　 from
Antarctic　 psychrotroph　(A a I　from　 Alteromonαs　 sp.　AS-11　 and　 Fpa　 from　 Flavobαcterium　sp.
AS-131)　 were　 compared　 with　 those　 of　the　 corresponding　enzymes　 from　 mesophilic　 bacteria.
Apa　 I　was　 characterized　 by　 a　shifヒof七he　 optimum　 of　activity七 〇ward　 low　 temperatures,　by　 a
lower　 enthalpy　 and　 a　lower　 entropy　 of　activation　 for　 proteolysis,　 and　 by　 a　lower　 thermal　 Stability.
These　 characteristics　 may　 reflect　 the　 adaptation　 of　enzyme　 to　a　cold　 environment.　The
uncharged　 arnino　 acid　 residues　 of　FPa,　 as　 well　 as　Apa　 I,　were　 substituted　 for　 charged　 residues　 of
the　 corresponding　mesophilic　 enzymes,　 and　 the　 con七ents　 of　Ser　 and　 Thr　 in　the　 Antarctic
enzymeswerehigherthanthemesophilicones.　 Thesecharacteristicsofaminoacidsequences
may　 be　 involved　 in　the　 flexible　 conformation　 required　 for　 a　higher　 activity　 at　low　 temperatures.
南 極 海 氷 下 に 生 息 す る細 菌 の酵 素が どの よ うに低 温 環 境 に適 応 して い るの か を明 らか にす る こ
と を 目的 と して 、 本 研 究 で は 、南 極 産 巻 貝(Neobuccinum　 eatonbよ り分 離 した 好冷 細 菌
Alteromonαs　 sp.　AS-11及 び.FZαuobαcterittm　 sp.　AS-131が 生 産 す るsubtilisin型 プ ロ テ ア ー ゼ の
酵 素 学 的性 質 を調 べ る と共 にそ の遺 伝 子 解 析 を行 い、 中温 細 菌 が 生 産 す る相 同酵 素 と比較 した,,
精 製 と酵 素 学 的 性 質:　Alteromonαs　 sp.AS-11の 培 養 液 上 清 につ いて 、疎 水 相 互 作 用 及 び 陰 イ オ
ン交 換 カ ラム ク ロ マ トグ ラ フ ィー を行 い、分 子 量50及 び34kDaの2種 の プ ロテ アー ゼ(ApaI,
ll)を 精 製 した 。 これ らのN－ 末 端 ア ミ ノ酸 配 列 か ら、ApaI及 びHは 、そ れ ぞ れsubtilisin型 プ ロ
テ アー ゼ の フ ァミ リーa及 びcに 属 す る こ とが 明 らか に な っ た、,両 酵 素 と もSuc-Ala-Ala.Pro-
Phe-pNAに 対 して 高 い活 性 を示 し、 ア ル カ リ性 で安 定 で 、 至適pHは11で あ った 、　ApaIは
BαciZlus属 由 来 の 中温 プ ロテ ア ー ゼsubtilisin　 BPN'と 比較 して 、蛋 白基 質 に対 す る至 適 温 度 が
20℃ 低 温 側 へ 移 行 してお り、0～10`Cで4～6倍 高 い 比活 性 を示 し、熱 に対 して 不 安 定 で あ った,、一
方 、　ApaHは 、　BPN'と 比 較 して、 同 じ至 適 温 度 を有 し、や や 高 い熱 安 定性 を示 したc,こ れ らの結果
よ り、好 冷細菌Alteromonαs　 sp.　AS-11　 は、　subtilisin型 の低温 プロテ アーゼApaIと 中温 プ ロテアーゼ
ApaHを 生産 して いる ことが明 らか になった。
酵 素 反応 と熱 変 性 の速 度 論 的 解 析:基 質Suc-Ala-Ala-Pro-Phe-pNAに対 す る paIの 活 性 を5
～15CCの 範 囲で 速 度 論 的 に調 べ、　BPN'と 比 較 した 。 そ の 結 果 、酵 素 一基 質複 合 体 形 成 後 の活 性 化
の エ ン タル ピ ー は 、5℃ でApaIがBPN'よ り7.3kJ/mo1小 さ く、 活性 化 の エ ン トロ ピー は 、25
J/mo1/K負 の 値 が大 き い こ とが 明 らか に な った,,こ れ は、相 対 的 に熱含 量 とエ ン トロ ピー の低 い低
温 環 境 下 にApaIが 適応 して い る こ と を示 して い る もの と考 え られ る 。 ま た、61℃ にお け るApa
Iの 熱 変性 速 度 はBPN'の7倍 大 き く、そ の 熱 変性 の活 性化 の エ ンタ ル ピー とエ ン トロ ピー は、BPN'
よ りそ れぞ れ56kJ/mo1及 び150J/mol/K低 か った 。 この 結 果 は 、ApaIの 構 造 がBPN'と 比 べ て
よ り柔 軟な も ので あ る こ とを 示 唆 して い る。
遺 伝 子 解 析:好 冷 細 菌FZαbobαcterium　 sp.　AS-131由 来 の低 温 プ ロ テ アー ゼFpaを コ ー ドす る
遺 伝 子 は ア ミ ノ酸711残 基 か らな るポ リペ プ チ ドを コー ドして い た。そ の ア ミ ノ酸 配 列 は 、既 報 の
グ ラム 陰 性 細 菌 由来subtilisin型 プ ロテ ア ーゼ 前 駆 体 と高 い相 同性 を示 し、 フ ァミ リーbに 属 して
い た 。　Fpaの 成 熟 酵 素 領 域 の ア ミノ酸 配 列 を最 も相 同性 の高 い相 模 湾 産Alteromonαssp.0-7由来
の 中温 プ ロテ ア ー ゼApr　 Iと 比較 した 結 果 、AprIの 塩 基1生及 び 酸i生の 荷電 側 鎖 を有 す る ア ミノ
酸 が 、　Fpaで は 、非 荷 電 側 鎖 を有 す る ア ミノ酸 に変 化 して いたc、また 、多 くの変 化 がSerやThrの
よ うな 水 酸 基 を有 す るア ミ ノ酸 へ の変 化 で あ っ た。この 傾 向は 、Apa　 Iと 最 も相 同性 の 高 いVibrio
metschnileovii由 来 の 中 温 プ ロテ アー ゼVapTと の ア ミ ノ酸 配 列 の 比較 か ら も認 め られ た 。従 って 、
上 記 の よ うな ア ミ ノ酸 の 変化 が 酵 素の 低 温 適 応 と関 系 して いる もの と考 え られ る。
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Phytoplankton photosynthesis in two contrasting habitats within the 
         Indian Ocean sector of the Southern Ocean
Joaquim I.  Goes1'2, Helga do R. Gomes1'2 and Toshiro  Sainol
1 National Institute of Oceanography, Dona Paula, Goa, India, 403004 
2  Insitute of Hydrospheric-Atmospheric Sciences, Nagoya University, Japan, 464
       This contribution aims at providing information on the role of the environment 
in controlling photosynthesis in marine phytoplankton from two contrasting habitats 
within the Indian sector of the Southern Ocean i.e. (i) the ice-edge region and (ii) the 
offshore region (operationally defined herein as the region away from the direct influence 
of the ice-edge). Observed variations in the parameters of the photosynthesis versus 
light curves, growth rates of phytoplankton and their end products of photosynthetic 
carbon assimilation  are discussed in relation to the physical and chemical environment. 
Results suggest that the photosynthetic characteristics of these phytoplankton are 
largely under physical control; temperature, light and water column stability appear to 
be the most important covariables. The physiological status of ice-edge phytoplankton 
consequent to their release in the water column during the melting of sea ice has been 
discussed in the light of the findings reported here.
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アイスアルジーの光強度による光合成色素組成の変化
Photosynthetic　 pigment　 variation　 of　ice　algae　 under　 divergent　 growth　 light　 intensity
菓 子 野 康 浩 、 藤 本 久 美 子 、 赤 松 明 実 、 小 池 裕 幸 、 佐 藤 和 彦(姫 路 工 大)、 工 藤 栄(極 地 研)
Yasuhiro　 Kashino,　 Kumiko　 Fujimoto,　 Akemi　 Akamatsu,　 Hiroyuki　 Koike,　 Kazuhiko　 Satoh
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (Hrr)　 and　 ★Sakae　 Kudoh　 (NIPR)
　 　 　 Ice　algae　 were　 collected　 in　early　 February　 (ice　algal　 bloom)　 in　Saroma-ko　 Lagoon,
Hokkaido,　 Japan.　 Ice　algae　 were　 filtrated　 by　 glass　 filter　from　 melted　 sea　 ice,　which　 was
sectioned　 in　every　 5　cm　 height　 from　 sea　 ice　of　35　cm　 thickness.　For　 the　 comparison,　 a
mesophilic　 diatom　 Chaetocheros　 gracilis　 was　 cultured　 under　 several　 divergent　 irradiance
conditions.　 Photosynthetic　 pigments　 of　those　 algae　 were　 analyzed　 by　 reverse-phase　 HPLC
system　 and　 the　 pigment　 compositions　 of　those　 were　 assayed.　 The　 ratio　 of　accessary
pigments　 against　 chlorophyll　 a　tended　 to　decline　 in　ice　algae　 and　 Ch.　 gracilis　 grown　 under
lower　 irradiance.　 The　 ratio　 of　the　 amounts　 of　photosystem　 I　to　that　 of　photosystem　 II　was
also　 decreased　 in　those　 algae　 grown　 under　 lower　 irradiance,　 which　 was　 determined　 from
the　 fluorescence　 spectra　 obtained　 at　77　 K　 It　is　well　 known　 that　 higher　 plants　 or　green
algae　 in　shade　 have　 higher　 ratio　 of　accessary　 pigments　 against　 chlorophyll　 a　and　 higher
ratio　 of　the　 amounts　 of　PS　 I　to　PS　 II.　This　 means　 that　 the　 way　 of　acclimation　 to　lower
irradiance　 in　 ice　 algae　 and　 diatoms　 was　 opposite　 to　 higher　 plants,　 green　 algae　 and
cyanobacteria.
アイスアルジーは、海氷底面の低温 ・弱光下という光合成生物 にとっては非常に厳 しい
環境下で光合成 を行い、基礎生産者 として生態系を支えている。アイスアルジーがそのよ
うな環境下で高い生産性を確保す るためにどのように光合成系を調節して しているのかは
非常に興味深い。そ こで、 ここでは光強度との関係に注目し、光強度 により光捕集系、光
化学系が どのよ うに変化するのかを調べた。
アイスアル ジーは北海道サ ロマ湖の35cmの 厚さの氷を5　cmの 厚さ毎に切 り出 し、解氷
後ガラスフィルタに集めた。また比較のために、常温性の珪PtxChaetocheros　gracilisを光強
度 を変えて培養 した。それ らの藻類から光合成色素を抽出し、逆相HPLCに よ り組成を分
析 した。アイスアルジーから抽出された色素は珪藻か らのものと同じであり、アイスアル
ジー、常温性の珪藻ともに、成育中の光強度が小さくなると補助色素の割合が低くなって
いた。また、液体窒素温度での蛍光 スペク トルから光化学系1とIIの 量比を調べてみたと
ころ、成育 中の光強度が小さくなるほど光化学系1の割合が小さくなっていた。高等植物
や緑藻では、生育光強度が小 さくな ると補助色素の割合が高 くな り、また光化学系1の割
合が高 くなることが知 られている。つまり、アイスアルジーおよびその構成主体 となって
いる珪藻は高等植物や緑藻、ラン藻などとは異なる光適応をしていることが明 らかとなっ
た。
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サ ロ マ 湖 に お け る 冬 季 季 節 海 氷 発 達 期 の微 小 生 物 群 集 構 造
浮 遊 微 小 生 物 群 集v8.Seaicebiota
Community　 structure　 of　microorganism　 developing　 in/under　 sea　ice　in　Saroma-ko　 Lagoon
-　Planktonic　 vs.　sea　ice　biota－
川 延 京 子(国 立 環 境 研 ・客 員 研 究 員)・ 工 藤 栄(国 立 極 地 研)
　　Kyoko　 Kil(uchi-Kawanobe　 (NIFS)　 and　Sakae　 Kudoh　 (NIPR)
Microorganisms　 (<100μm),　 which　 were　 collected　 from　 sea　 ice　and　 water　 column　 in　Saroma-ko　 Lagoon.　 were
microscopically　 identified　 and　 enumerated　 to　draw　 their　 characteristics　 of　the　 size　 distributions　 and　 community
structures.　 Autotrophs　 shared　 extremely　 high　 biomass,　 98　and　 88%　 of　total　bio-volume　 in　sea　ice　and　 planktonic
biota,respectively,inspiteofthetotalbiovolumediffered25timesbiggerthanformercommunity　Diatoms
consisted　 dom{nant　 autotrophic　 microorganisms　 (<90%　 of　 total　 biovolume)　 in　both　 samples.　 however,　 their
species　 composition　 and　 cell　size　 differed　 clearly　 Bacteria,　 heterotrophic　 fiagellates　 and　 ciliates　 were　 fbund
many,　 but出ey　 never　 exceeded　 15%　 of　total　bio-volume　 of　microorganisms.
1996年 の冬季に北海道サロマ湖 に発達 した季節海氷 とその 下の水 中か ら微細生物 試料採取 を実施 し、
1001tm以 ドの独 立 ・従属栄養生物の群集組成およびその生物 量構 造に関 して光学 ・蛍光顕 微鏡 分析 を
実施 した。バクテ リアを含 めた海氷試料 中の これ らの生物 量(細 胞容積換算)は 同時期 の水 中試料の
生物 量よりも総量で25倍 も大きく、氷の厚 さと水深を考慮す ると、この時期 の微細な生物群集は海氷
中(厚 さ50cm前 後)に 水 中全体(平均水深10m)に 匹敵す る量だけ存在 していた ことにな る。両群集で
は圧倒的(90%以 上、細胞容積比)に独立栄養生物群集が優 占 してお り、その中でも珪藻類が大部分を占
めていた、 しか し海氷 と水 中では種 類お よびサイ ズ組成に差異が認め られ、水中の群集 に割合 として
やや大型 のものが多かった。今回の研 究では冬季 の季節海氷発達期の海洋において微細 な生物 を顕微
鏡観察 と細胞(蛍 光)染色によって詳細に調べることによって、 この時期の海洋海氷生態 系が独立栄養の
生産者群集に対 して極めてわずかの従属栄養生物か ら構成 されてい るとが判明 した。
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Vertical Flux of Ice Algae in Saroma-ko Lagoon: Observation in 1997 Winter 
Season 
Satoru Taguchi', Hiroaki Saito2, Hiroshi Hattori3, and Kunio Shirasawa4 
 1 
 Faculty of Engineering, Soka University, Tokyo 192, Japan 
 2  Hokkaido National Fsiheries Research Institute
, Kushiro 085, Japan 
3 Faculty of Engineering
, Hokkaido Tokai University, Sapporo 005, Japan 
 4  Instit
ute of Low Temperature Science, Hokkaido University, Monbetsu 094, Japan 
Abstract: Multiple sediment trap was deployed at 10 cm below the bottom surface of sea 
ice at the station located in the eastern basin of Saroma-ko Lagoon during the period from 
February 14 to 15, 1997. The multiple sediment trap was surrounded by 333  [im mesh net 
to avoid swimmers entering into the traps during the collection. Vertical flux of ice algae 
was determined every 2 hours for 24 hours. Maximum vertical flux of chlorophyll a was 
2.4 mg CHL.a  M-2  [2hrf' observed at 1200-1400 hr while minimum was 1.03 mg CHL a 
 M-2 [2hrf' at 2000-2200 hr. Vertical flux of chlorophyll a during day was 1.2 times 
higher than one during night. Daily vertical flux of chlorophyll a was estimated as 17.6 
mg CHL.a  M-2  (1-1, which was 2 to 4 times higher than the previous estimations. This 
higher estimate could be obtained due to the reduced horizontal current by the surrounded 
net. The present experiment did not show "the morning peak" which was always 
observed in the previous four experiments in 1993 to 1996. The lack of this "morning 
peak" at the present experiment may suggest the enhnaced grazing activity at dawn.
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サロマ湖季節海氷中におけるアイスアルジーの
分布 と生産の経時変化
Temporal　 changes　 in　distribution　 and　 production　 of　the　ice　algae　 in　the　first-year　 ice
'
　 of　Saroma-ko　 Lagoon
服部 寛 ・瀬戸 計行 ・古田 雄一(北 東海大)・ 齊藤 宏明(北 水研)
　 　 　 　 　 　 　 Hattori1,　 H.,　K.　Seto1,　 Y.　Furutal　 ,　and　 H.　Saito2
1:　Hokkaido　 Tokai　 Univ.,　 Sapporo,　 2:　Hokkaido　 Natl.　 Fish.　 Res.　 Inst.,　 Kushiro
　 　 Ice　algae　 are　playing　 an　 important　 role　 in　the　 ecosystem　 of　 the　 ice　covered　 sea.　 In　this　 study,　 we　 observed　 abundance
of　 algae　 in　 the　 seasonal　 sea　 ice　 at　 Saroma-ko　 Lagoon　 to　determine　 the　 ice　.algal　 population　 dynamics　 in　 the　 sea　 ice
ecosystem.　 Tempo-spatial　changes　 in　 the　 ice　 algal　 standing　 crops　 and　 species　 composition　 were　 investigated　 during
Febmary　 25　 and　 March　 22,　 1995,　 and　 during　 February　 l5　 and　 March　 21,　 1996,　 at　the　 eastem　 part　 of　Saroma-ko　 Lagoon,
Hokkaido,　 Japan.　 The　 ice　 thickness　 was　 about　 40　 cm　 throughout　 the　 study.　 Ice　 cores　 were　 collected　 every　 30r4　 day
with　 the　 CRREL　 coring　 auger　 and　 they　 were　 cut　 into　 O-1,　 1-2,　 2-5,　 5-10,　 10-20,　 and　 more　 than　 20　 cm　 layers　 sequence
from　 the　 bottom　 surface　 of　 the　 ice　 to　observe　 the　 standing　 crop　 and　 numerical　 abundance　 of　ice　algae.　 Twenty-four　 hours
in　situ　 observations　 for　 the　 primary　 productivity　 were　 carried　 with　 triplicate　 of　 dark　 and　 light　 bottles.　 The　 incubation
was　 carried　 out　 four　 times　 during　 March　 l　and　 March　 20　 with　 a　I3C.　 Distribution　 pattem　 of　 diatoms　 in　 the　 ice　 was
similar　 to　 that　 of　 chlorophyll　 a　both　 in　 l995　 and　 l996.　 Ice　algal　 standing　 crop　 was　 considered　 to　 be　 depending　 on　 the
ice　 algal　 diatoms.　 Dominant　 species　 of　 the　 ice　 algal　 diatoms　 were　 Detonula　 confervacea　 and　 Fragilaria　 jslandica.
Those　 percent　 compositions　 in　 the　 ice　algal　 assemblage　 in　 l995　 were　 41.3　 %　 and　 40.5　 %,　 respectively.　 D.　 confervacea
was　 also　 dominant　 in　 1996　 accounting　 for　 74.6　 %　 of　 the　 ice　 algal　 number.　 Distribution　 of　 D.　 confervacea　 and
F.islandicain　 both　 1995　 and　 1996　 were　 mainly　 in　the　 bottom　 two　 layers　 (0-1,　 1-2　 cm).　 However,　 the　 peak　 abundance
in　the　 ice　was　 different　 between　 two　 species　 particularly　 before　 the　 period　 of　ice　melting　 of　March　 16,　 1995　 and　 March　 4,
1996.　 In　this　 period,　 D.　 confervaceawas　mainly　 distributing　 at　the　 under　 surface　 of　 the　 ice　 whereas　 F.　 slandica　 was
inhabiting　 in　 1-2　 cm　 Iayer.　 After　 the　 period　 of　 March　 16,　 1995　 and　 March　 4,　 1996,　 these　 two　 species　 were　 not　 so
abundant　 in　the　 bottom　 surface　 layer.　 Production　 rate　 of　the　 ice　algae　 decreased　 with　 time　 as　it　was　 424,　 150,　 200,　 and
38.7μgC　 1"　d'　 on　 March　 1,　 March7,　 March　 14,　 amd　 March　 20　 in　 1996,　 respectively.　 At　 this　 time　 however,　 standing
ユ コ
crop　of　algae　in　the　ice　was　increasing　 with　time　as　10.7,　14.9,　15.9,　and　26.5　mg　chL　 am　 .　Primary　 productlon　 was
,、tim・t・df・micealg・1・tanding…p・,・ ・30.0,12.8,15.7,and6.77mgCm'2d'・nM・・chl,M・ ・ch7,M・ ・ch14,・nd
March　 20　in　l996,　respectively　 when　the　production　 rates　were　used　for　calculation.
海 氷 域 の物 質循 環 にお け る ア イス ア ル ジー の 生態 学 的 役 割 を明 らか に す る 目的 で 冬 季 の サ ロマ 湖 にお い て
研 究 を行 った 。 現場 にお け る 調 査 は 、 海 氷 内 の アイ ス ア ル ジー の 現 存 量 と種 組 成 の 経 時 変 化 を1995年 、96年
の2-3月 に行 い 、 基礎 生 産 測 定 の ため の13Cを 用 い た24時 間現 場 培 養 は96年3月 に 実施 した。 両 年 と も氷 の
厚 さ は 約40cmで あ り、 現 存 量 ・種 組 成 の た め の 試 料 は3-4日 に1度 、 氷 の 下 面 か ら0-1,1-2,2-5,5-10,
10-20,>20cmの6層 を採 取 し 、 基礎 生 産 測 定 用 試料 は下 面か ら0-5cmの 試 料 を用 い 、週 に1度 実 験 を 行 っ た 。
ア イ ス ア ル ジ ー現 存 量 の 時 間 の 経 過 に 伴 う増 加 は 、1995年 で 顕 著 で14か ら32mgCh1.am'2と な っ た が 、
1996年 で は増 加 は見 られ ず10mgCh1.am-2前 後 で 推 移 した。 しか し、 両 年 と もに現 存 量 の ほ とん ど は、 海 氷
底層 の0-5cmの3層 に多 い傾 向 は 共通 して い た。0か ら5cmの 層 内 にお け る ク ロ ロ フ ィルa濃 度 の 時 間 変 化 は 、
1995年 で3月8日 以 降 に高 く、3月20日 に は636mg「1に 達 した。 しか し、1996年 で は 、2月 中 に高 く、2月22日
に は513mg「1に 達 し、最 高 濃 度 の 時期 が1ヶ 月ず れ 、1996年 は1995年 に比 べ3週 間 以 上 早 か っ た 。 ア イ ス ア ル
ジ ー の優 占種 は 、珪 藻 類 のDefoηula　 coηfbrvacα とF閲giraliaislaηdiα だ あ り、 そ れ ぞ れ 出現 細 胞 数 の1995年 で46
%と35%、1996年 で69%と17%を 占め て い た 。 現 場 培 養 実 験 か ら得 られ た 基礎 生 産 量 は24.6か ら5.6mgC　 m
-2d-1へ お よそ1/4に 減少 して い た。 また 、培 養 実験 前 後 の現 存 量 か ら見 積 も った 増 加 率 を新 た に用 い て 推 定
した 、 海氷 内現 存 量 は 、 現 場 の 現存 量 よ りも多 か っ た。 この値 の差(現 場 海 氷 内 減 少 量)は 、 ア イ ス ア ル ジ
ーが動 物 プ ラ ン ク トン に摂 餌 さ れ る量 か 、水 中 へ沈 降 す る 量 に相 当 す る と考 え ら れ る 。 こ の 量 は 、3月 初 旬
と中旬 にそ れ ぞ れ4.28、2.52mgChl.am-2d-1であ り、現 場 の 現存 量 に 占め る割 合 は3月 初 旬 の 方 が 高 く、3月
7日 の1/3の 量 で あ っ た。 ま た 、セ ジ メ ン ト トラ ップ か ら得 た3月 初旬 と中旬 の 沈 降 粒 子 量 は 、 見 積 もっ た 現
場 海 氷 内 減 少 量 の そ れ ぞれ43%、56%に 相 当 し、 そ の他 は、 動物 プ ラ ン ク トン に よ る摂 餌 に移 っ て い っ た も
の と推 定 で きた 。
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THE WHITE SEA PHYTOPLANKTON AFTER THE SPRING 
            BLOOM DESTRUCTION
L.V.Ilyash
Biological Faculty, Moscow State University, Vorob'evy gory, 
              Moscow, 119899 Russia
     In the White Sea the spring bloom of phytoplankton occursin the late 
April - early May under the ice pack. Abundance ofphytoplankton community 
dominated by Fragilaria oceanica and Navicula septentrionalis reaches 100 
 (gC/1 in the surface waters. These species continue to dominate the 
community during early stages in the ice-free period (middle of May). A 
combination of ice melt, inorganic nutrient depletion (nitrate and phosphate 
values crash from the high winter values to 0,5 (g  N/l and 2 (g  P/1), thermal 
stratification, grazing and sedimentation brings the spring bloom to an end 
(late May). As the soluble nutrient pools in surface waters decline and the 
phytoplankton community becomes more dependent on the small-scale, 
patchy, recycled flux, the regeneration at a scale of a day is insufficient to 
supply the growth of diatomea (r-strategists). The succession progresses 
from diatomea both to larger cells, slower growth rates and low loss rates 
(K-strategy, Peridinium brevipes, Gymnodinium sp., Dinophysis acuminata, 
Ceratium fusus) and to very small cells, rapid regeneration and tight 
coupling between production and consumption (picophytoplankton). A sharp 
increase in cell number of cyanobacteria (to 20 millions  cell/1) coincided 
with the decline of the spring bloom. During June large cells phytoplankton 
and picophytoplankton were the dominant groups in phytoplankton 
community. The contribution of large cells phytoplankton to total biomass 
was 60 %, and the contribution of picophytoplankton - 30 %. The contribution 
of picophytoplankton to total primary productivity reached 33 %.
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1993年 と1995年5月 の南東べー リング海 におけるオキアミ類幼生の
分布のパターンと体長組成の年比較
　 　 　 　 Comparison　 of　Distribution　 Pattern　 and　 Size　 Composition
　 of　larval　 Euphausiids　 in　the　 southeast　 Bering　 Sea　 in　May　 1993　 and　 1　995
瀬 尾 学(道 東 海 大)・ 西 村 明(遠 洋 水 研)・ 西 山 恒 夫(道 東 海 大)
　 Seo,　 M.　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ.)　 ・　A.　 Nishimura　 (Natnl　 Res.　 lnst.　 Far　 Seas　 Fish.)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　 T.　 Nishiyama　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ.)
　 Species　 comp◎sion,　 devd◎pmental　 stage　 and　 size　 were　 compared　 ◎n　the　 larval　 euphausiids　 between
two　 years,　 1993　 and　 1995,　 in　the　 southeast　 Bering　 Sea　 ,　which　 were　 ◎btained　 w忙h　 MOCNESS　 net　 at
samearea　 during　 late　 May.　 T.　inerMis,　 T.　raschi,　 T.　Iongipes　 and　 Euphausia　 pacifica㏄cured　in　both
years.　 The　 abundance　 in　1995　 was㎝ly　 22%　 compared　 with　 that　 in　1993.　 However,　 the　 abundance　 of
longipeS　 was　 12　 times　 greater　 than　 that　 in　1993.　 The　 %　 proportion　 of　 Thysanoessa　 spp.　 C2　 to
Fsn-FITsp　 in　 1995　 were　 equivalent　 to　 that　 of　 15-18%　 in　 1993.　 'nermis十raschi　 and
longipes㏄curred　mostly　 in　high　 temperature　 and　 high　 saline　 water,　 whereas　 Thysanoessa　 spp.　 Cl
occurred　 in　low　 temperature　 and　 less　 saline　 water.　 The　 iength　 distribution　 of　 inermis十rasch'　C3
revealed　 an　 apparent　 two　 size　 groups　 in　both　 years.　 The　 differences　 in　distribution　 pattern　 and　 species
composition　 of　larval　 euphausiids　 by　 year　 can　 be　 ascribed　 to　the　 different　 water　 mass　 of　 each　 year.
Apparently㏄eanic　water　 did　 not　 extend　 overthe　 southeast　 Bering　 Sea　 shelf　 in　1　995.
[目 的]ウ ニ マ ッ ク水 道 周 辺 の 南 東 ベ ー リン グ 海 大 陸棚 海 域 の オ キ ア ミ類 の 生 態 系 にお け る 重 要
性 が 指 摘 さ れ て い る が,著 者 ら(Seo他,1996)は1993年5月 の試 料 を も と に,こ の 海 域 の オ キ
ア ミ 類 の種 組 成,発 生 段 階 お よ び 体 長組 成 の 特 徴 を 明 らか に し た。 我 々 は1995年 に ほ ぼ 同 じ時 期
に 同 一海 域 で,オ キ ア ミ類 の 試 料 を 得 て,種 組 成,分 布 パ タ ー ン及 び体 長 組 成 に っ い て 年 比 較 を
行 い,ス ケ トウ ダ ラ な どの 魚 類 の 分 布 との 対 比 の 資 料 を得 る こ と を 目的 と した 。
[方 法]オ キ ア ミ類 は1995年5月24日 ～5月29日 の 期 間 に,南 東 べ ー リ ン グ海 大 陸 棚 海 域 で25
調 査 点(20-25マ イ ル 間 隔)に お い て採 集 さ れ た 。 採 集 には 目合0.33mmのMOCNESSネッ トを
用 い,30m・-Om層 を斜 曳 した。
[結 果]オ キ ア ミ 類 の 種 類 はT.　 inermis,　 T.　 raschi,丁.　 longipes　 お よ びEuphausia
pacificaで あ り,1993年 と 変 わ らな か った 。 発 生 段 階 別 の 出 現 量 や 割 合 に 相 違 が み られ た 。 全
調 査 点 の オ キ ア ミ 幼 生 の現 存 量 の 総 数(103m3当 り)は,1993年 に 比 べ22%と 少 な か った 。
Thysanoessa　 spp.　 Cl期 の量 は両 年 で ほ とん ど 変 わ らな か っ た の 対 し,C2,C3,FON-F4N及び
F5n-FI　 Tspの 各 期 の割 合 は1993年 の15-18%に しか 相 当 しな か っ た 。 対 照 的 にT.　 /ong'pes　 C3
期 は1993年 に 比 べ12倍 も 多か った が,　FON-F4N期 とF5N-FI　 Tsp期 の 割 合 は各 々34%,4%と
少 な か った 。1993年 にみ られ たE.　 pacificaのC1　 ,C2,FON-F4N及 びFs　N-　Fl　tsp各 期 の 幼 生 は
1995年 には 出 現 しな か った 。　Thysanoessa　 spp.は1993年 に は北 東 海 域 に広 く 分布 した の に 対
し,1995年 は 南 西 海 域 で 多 い傾 向 を 示 した 。　1nerMis　 +　rasch'は1993年 に は ほ ぼ一 様 に分 布 し
た が,1995年 には 分 布 は比 較 的 南 西 に限 られ た 。　lnerMis　 +　raschiの 後 期 幼 生 は1993年 と 同 様
に 高 温 高 塩 分 水 に 多 く 出 現 し,τhysaneessa　 spp.は 低 温 低 塩 分 水 に 多 く み ら れ た 。
Thysanoessa　 spp.　 C1とC2期 の 体 長 範 囲 とモ ー ドには 両 年 で 大 き な 違 い は み られ な か っ た 。
,nerm/s　 +　raschi　 c3期 の 体 長 モ ー ドの 異 な る2つ 以 上 の 個 体 群 は1995年 に も み られ た が,
1993年 よ り も明 瞭 で あ った。
水温 ・塩 分 の 鉛 直 分 布 か ら1995年 は1993年 に 較 べ,外 洋 水 の 影 響 が 大 陸棚 上 に広 く及 ば な か っ
た と判 断 され た。 ま た 水温 は1995年 は平 均 して2℃ 低 か った 。 こ の た め に オ キ ア ミ類 幼 生 の 大 陸
棚 上 で の 分布 パ タ ー ンや種 組成 が 大 き く異 な り,成 長 に も影 響 が あ った と考 え られ る 。
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南 シエ トラン ド諸島北岸沖での1997年 ナンキ ョクオキア ミ漁業におい
て混獲 された魚類 およびその 胃内容物組成
Fishes　 incidentally　 caught　 by　 Japanese　 Antarctic　 krill　 commercial　 fishery　 to　the　 north
　 　 of　the　 South　 Shetland　 Islands　 in　1997,　 with　 notes　 on　 their　 stomach　 contents
光安洋未 ・岩見哲夫 ・沼波秀樹
(東京家政学院大)
Mitsuyasu,　 H.,　 Iwami,　 T.　and　 Numanami,　 H.　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 University)
Scientific　 observations　 on　fishes　 incidentally　 caught　 during　 krill丘sheries　 by　F/V　 Niitaka　 Mam　 were　 made丘om
lto　 23　 February,　 1997　 to　the　north　 of　the　 South　 Shetland　 Islands.　 Arnong　 80　 hauls　 exarnined,atotal　 of　61
specimens　 belonging　 to　4　families　 and　 7　species　 were　 captured　 as　 by-catch　 in　 16　 hauls.　 Except　 fbr　 one
chamichthyid　 juvenile　 of入leopagetopsis　 ionah,　 by-catch　 fishes　 were　 referred　 to　the　 mesopelagic　 families,　 the
Myctophidae,　 Paralepididae　 and　 Scopelarchidae.　Among　 by-catch　 fishes,　 Electrona　 antarctica　 of　 the
Myctophidae　 was　 the　 most　 abundant.　 This　 species　 was　 fbund　 in　12　hauls,　 and　 its　estimated　 value　 was　 320
ind./t・krill.　 The　 present　 by-catch　 data　 did　not　 provide　 clear　 relationship　 between　 the　number　 of　by-catch　 fish
and　 the　 catch　 rate　 of　krill.　 This　 observation　 is　different丘om　 by-catch　 data　 made　 in　previous　 studies.　 To
clear　 the　 relationship　 between　 the　 amount　 of　by-catch　 and　 the　 krill　 CPUE,　 and　 so　 on,　 the　 subsample　 size
recommended　 by　 CCAMLR　 should　 be　re-evaluated.
[は じめに]ナ ンキ ョクオ キア ミ漁業で は,し
ば しば魚類 の混獲 が問題視 され てお り,企 業船
に よ る混 獲魚類調 査が1992年 よ り継 続的 に行
われ てい る。今 回1997年2.月1日 ～23日 の期
間,日 本 水産所属新 高丸 によって南 シェ トラ ン
ド諸 島北岸沖 で行 われ た調査 で,従 来 の漁獲効
率 と混 獲 量 との 関係 とは異 な る結果 が得 られ
た ので これ を報 告す る。また,近 縁 関心が高ま
って い るハ ダカイ ワシ類 につ い て胃内容 物組
成 の解 析結果 につ いて も予報 的に報告す る。
[結 果 ・考 察]定 量 採 集 調 査 網 数 は80網 。 そ
の う ち 定 量 採 集 物 申 に 混 獲 魚 類 が 確 認 され た
の は16網 で あ っ た 。 定 量 採 集 の 混 獲 物 と し て
認 め られ た 種 類 は,　Electrona　 antarctico　 (50個 体),
EZectr・nαcαrlsbergi　 (4個 体),　N・t・lepis　c・αtsi　(3
個 体),　 Proto〃iyctophu〃1　 tenisoni(1個 体),Neo-
pagetopsis　 ionoh　 (1個 体),　Benthalbella　 elongata　 (1
個 体),(1シ 〃2ηosα2ρe1〃∫　opisthopterus(1個 体)の7
種 計61個 体 で あ っ た 。
混 獲 状 況 と し て は,最 大 の 個 体 数 を 記 録 した
の がHaul518(61°41'S,60°06W;120min曳網;
depth　 35m;漁 獲 量6t)で320個 体/t　・　krillで あ っ た 。
重 量 で 最 も 大 き な 割 合 を 占 め た の もHaul　 518
で,1494g/t・ ㎞llの 混 獲 が み られ た。 混 獲 内 容
はE.　antarcticaが280個 体/t・krill,　E.　carlsbergi
が20個 体/t・krill,　N.　coatsi　が 同 じ く20個 体/t・
krillで あ っ た。Haul518以 外 の調 査 網 で は,
混 獲 個 体 数 につ い て は20～160個 体/t　・　krill,　重
量 で は67.4～1091.4g/t・krill程 度 で あ っ た。
漁 獲 効 率 と混 獲 量 の 関 係 は,オ キ ア ミの漁 獲
効 率 が 時 間 帯 に よ っ て 大 き な 変 動 が 見 られ な
か っ た に も かか わ らず,混 獲 は22:00～2:00の
時 間 帯 に集 中す る結 果 とな っ た。従 来 の調 査 で
は,混 獲 魚 類 の多 く見 られ た調 査 網 は,同 じ時
刻 帯 の混 獲 魚 類 の 多 い 調 査 網 に 比 べ て オ キ ア
ミ漁 獲 効 率 が悪 い傾 向 が 見 られ た が,今 回,漁
獲 効 率 と混 獲 量 の 間 に 明 瞭 な 関 係 を 見 出 せ な
か った。
胃 内容 物 と して は 主 に,Thysonoessa　 〃zacrura
が 見 い だ され た が,他 にEuphausio　 superbaや 端
脚 類 も捕 食 され て い た 。 今 回 の 調 査 で は,T.
macruraが 最 も高頻 度 で 見 出 され た が,こ れ は
大 型 の 個 体 が 空 胃 か 消 化 物 の み で 同 定 可 能 な
内容 物 が確 認 で き な か っ た こ と も一 因 と思 わ
れ る。 こ の点 につ い て は,定 量 調 査 網 以 外 の混
獲 物 も解 析 対 象 に加 え 明 らか に して い く予 定
で あ る。
一34一
P17
南 極 海 に 生 息 す る 底 生 性 端 脚 類Aby∬orchomene　 ro∬iの 酸 素 消 費 速 度,
ア ン モ ニ ア 態 窒 素 排 泄 速 度 及 びC/N比
　 　 　 　 　 Respiration　 rate,　ammonia　 excretion　rate　and　C/N　raito　of
　 　 　 　 　 AntarcticgammarideanamphipodAbyssorchomenerossi.
沼 波 秀 樹(家 政 学 院 大),竹 内 一 郎(東 大 ・海 洋 研),土 屋 泰 孝(筑 波 大),
五 十 嵐 厚 夫(極 地 研),福 地 光 男(極 地 研)
　 　 NUMANAMI,　 H.　(Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ.),　TAKEUCHI,　 1.　(ORI),
TsucHIYA,　 Y.　(univ.　Tsukuba),　 IGARAsHI,　 A.　(NPR)　 &　FuKucHI,　 M.　(NIPR)
Respiradon　 mte,　 ammonia　 excretion　 rate　and　 C/N　 ratio　of　Abッ ∬or伽e〃 θγo∬i(㎞p垣poda:　 Lysianassidae)　 measured.
The　 live　33　individuals　 of　.4,　ro∬i　 used　 in　this　experiment　 were　 ranged　 from　 l4.1　 to　452.Omg　 in　dry　 weight.　 The
respiration　 rate　by　the　Winkler　 titration　 method　 was　 4.65　 to　56.60pl　 O2/individua晦and　 the　ammonia　 excretion　 rate　by
the　 Colomletric　 indophenol　 method　 was　 O.011　 to　O.179pg-at　 N/ind./h　 at　-0.3°C,　 respectively.　 The　 regression　 fbr
respiration　 Iate　(R:　pl　O2/i颯/h)　 and　 ammonia　 excredon　 rate　(E:　pg-at　 N/ind./h)　 in　reladon　 to　body　 dry　weight　 (W:　 mg)
arelogR=-0.115+0.69710gW狐d　log　E=-2.398+0.53110g　 W,　 respectively.　 The　 rate　of　respiration　 rate　and　 ammonia
excretion　 rate　(0/N　 ratio　by　at.)　varied　 from　 9.7　to　99.5　with　 mean　 48.5.　 The　 regression　 fbr　carbon　 content　 (C:　%)　 and
nitrogen　 content　 (N:　 %)　 in　relation　 to　body　 dry　 weight　 (W:　 mg)　 are　 C=0.0177W+45.91　and　 N=-0.0007W+5.14,
respectively.　 The　 C/N　 ratio　is　9.92　±　1.60.
Abyssorchomene　 rossiは 体 長30mmに な る底棲
性 端脚類 で、 南極 大陸 沿岸 の水 深0～800mに 広
く分 布 す る。 本 極 は 昭 和基 地周 辺 で 一 回 の カ ゴ
網 で600個 体 以 上 も採 集 され るこ ともあ り,腐
肉食 性 の 底 生生 物 の 内 、 沿 岸 生 態 系 の 中で重 要
な 位 置 を 占 め て い る と 考 え られ る 。 そ こ で
JARE-33で は本 種 の基 礎 代 謝 等 を 明 らか にす る
た め酸素 消費 速度 、ア ンモニ ア態 窒 素排 泄速 度 、
炭 素 及び 窒素 量 を測定 した。
【材 料及 び方 法 】実験 に は1992年10月 に昭和
基地 付近 のオ ン グル 海峡 水 深680mか らカ ゴ網
に よ って 採集 した33個 体(体 長9.4～2757mm、
乾燥 重量14.1～452.Omg)を 用い た。 採集 したA.
rossi　は基 地 の環境 棟 内 に設 置 した大型 イ ン キ ュ
ベ ー ター にお い て水 温一2～0°Cで約2週 間の予備
飼 育 の後 、実 験 に供 した 。 実験 は前 出の イ ンキ
ュベ ー ター 内で 行 い 、 酸 素 消 費 速 度 及 び ア ンモ
ニ ア態 窒 素排 泄 速 度 は 完 全 密 閉 止 水 式 に よ り測
定 した 。 溶 存 酸 素 量 の 測 定 は ウ ィ ン ク ラー 法 、
ア ンモ ニ ア態 窒 素 量 の 測 定 はイ ン ドフ ェ ノール
法 を用 い た。 実 験 時 の水 温 は一〇.3°C、収 容 時 間は
23～26時 間で あ った。実 験終 了 後、60℃ で24時
間 乾燥 した後 に重量 を秤 量 し、-80℃ で保 存 した。
炭 素 量 及 び 窒 素 量 の 測 定 は,東 京 大 学海 洋研 究
所 大槌 臨海研 究 セ ン ター 所 有 のCHN　 コー ダー
(Yanagimoto　 Co.　Ltd.;　Type　MT-2)で 行 った。試料
を 個 体 別 に ホ モ ジ ナ イ ズ した 後,各0.556～
3.532mgを 測 定 した。
【結果 及び論 議 】 実験 に供 したA.　 ro∬iの 体長
L(mm)と 乾 燥 重 量W(mg)の 関 係 は以 下 の式 で表
された 。
W=0.0255L29575(r=0.94)
一 個 体 当 りの 酸 素 消 費 速 度 は4 .65～56.60pl
O2/ind./h　で,酸 素 消 費速 度R(pl　 O2/ind./h)と 乾 燥
重 量W(mg)の 関係 式 は以 下 の よ うで あ った。
10gR=-0.115+0.69710gW(r=0.81)
一 個 体 当 りの ア ン モ ニ ア 態 窒 素 排 泄 速 度 は
0.Oll～0.179pg-atN/ind./hと な り,値 のば らつ き
は 大 きい もの の小 型 の個 体 よ りも大 型 の個 体 の
方 が排 泄 速 度 は高 か っ た。 ア ンモ ニ ア態 窒 素 排
泄 速度E(g-pat　 Mnd./h)と 乾燥 重 量W(mg)の 関係
は以 下の 式で 表 された。
logE=-2.398+0.53110gW(r=0.65)
また 単 位 体 重 当 りの酸 素 消 費速 度 と ア ンモ ニ
ア態 窒 素 排 泄 速 度 は,体 重 が 増 加 す る に 連 れ 低
くな る傾 向 が 見 られ た。 酸 素 消 費 速 度 とア ンモ
ニ ア態 窒 素排 泄速 度 の原 子 比(omu比)は9.7～99.5
とな り,平 均値 は48.5で あ った 。
乾 燥重 量1453～456.57mgの22個体 につ い て
炭 素及 び 窒素 量 を測 定 した 。 乾 燥 重 量 に対 す る
炭 素含 有 量の 平均 は49.06±3.92%で,炭 素 量C(%)
と乾燥 重 量W(mg)の 関係 は
C=0.0177W+45.91(r・=0.50)
で 表 され,体 重 が 増 加 す る に連 れ て 窒 素含 有 量
が 増 加 した。 ま た 窒 素 含 有 量 の 平 均 は5.02±
0.49%で,窒 素 量N(%)と 乾燥 重 量W(mg)の 関係
は
N=-0.0007W+5.14(r=-0.15)
で 表 され,体 重 の増 加 に連れ て,減 少 した 。C/N
比 は9.92±1.60で あ った。
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1993年 夏 季 、 南 極 昭 和 基 地 周 辺 定 着 氷 下 にお け る
Oithona　 similisお よ びOncaea　 curvata　 (梼脚 類)の 日周 鉛 直分 布
Diel　 venical　 distribution　 of　two　 small　 cyclopOid　 copepods,　 Oithonu　 simitis　 and　 Oin(raea　 curvata
under　 the　fasti㏄near　 Syowa　 Station,　 Antarctica　 in　summer　 1993.
谷 村 篤(三 重 大)、 星 野 一 也 、 野 中 友 喜 、 服 部 寛(北 海 東 海 大)、 宮 本 佳 則(東 水 大)
　 Atsushi　 TANIMURA　 (Mie　Univ.),　 Kazuya　 HOSHINO,　 Yuuki　 NONAKA,　 Hirishi　HATTORI
(Hokkaido　 Tokai　 Univ.)　 and　Yoshinori　 MIYAM(汀O　 (Tokyo　 Univ.　 Fish.)
The　 diel　vertical　 distribution　 of　two　 small　 cyclopoid　 copepods,α 仇侃 α5碗i万5and(iηcoea　 curvata
was　 investigated　 under　 the　fast　i㏄at　 Syowa　 Station　 in　the　Antarctic　 summer　 of　late　D㏄ember1993,
when　 thesun　 remained　 avobe　 the　horizon　 throughoutthe　 day.　 0　 5加 砿5　 00ntinuouslyaggregated
in　the　upper　 20　 m　water　 column　 where　 phytoplanktOn　 was　 abundant　 They　 exhibited　 the　small-scale
migration　 within　 upper　 20　m　 during　 this　period:　 they　migrated　 upward　 during　 daytime　 and　 downward
duringnighUime.　Thedielverticaldistribudonof(λ　curvc吻was　 more　 or　less　similar　 tO　that　of　O
si〃iilis.　The　 eoological　 significance　 of　diel　vertical　distribution　 of　these　copepods　 will　be　discussed.
昭和基地は南緯69度 に位置するため夏季は太陽が水平繰下に没することがな く、 「白
夜」となる。一方、冬季は全 く太陽が水平線上に現われることなく、 「極夜」となる。 こ
うした白夜期、極夜期をもつ昭和基地周辺の定着氷下において動物プランク トンがどのよ
うな 日周分布パターンを示すかは、生物学的 に興味深いだけでなく、南極沿岸海氷域の物
質循環の中で動物プランク トンの果たす役割を明かにする上で重要であると考 えられる。
第18回 の極域生物シンポシウムでは極夜期におけるOithona　 sillilisお よびOnαaea
curvataの 日周直分布について報告 した。本シンポジウムでは白夜期における上記2種 の
カイアシ類の 日周鉛直分布について報告する。
調査は12月27～28日(白 夜期)の 間、昭和基地周辺の北の浦の定着氷上のStn.K　 (水
深32m)に おいて行った。動物プランク トンは4時 間毎に7回(12hrs,16hrs,20hrs,
00hrs,　04hrs,　08hrs,　 12hrs)　 、　NIPR型 採集器によって海氷直下から海底近 くまでほぼ
5rn間 隔で7層 か ら採集を行った。各採集時には各層採水、　CTD観 測 も同時に行った。
白夜期の定着氷下 の水温および塩分 はそれぞれ一1.65～-1.45℃ 、33.41～33.63%('の 範
囲にあ り、海氷直下で低 く低層に行くに従 って高 くなる傾向を示した。また、クロロフィ
ルa濃 度は海氷直下で高 く(0.1μg/1以 上)、 底層に行くにしたがって急激に低 くなる
傾向があった。
この時期の0.　simiUsお よびO.　 curvataの 各発育ステージは主として20m以 浅に分布
し、その鉛直分布パター ンはクロロフィルaの 分布とよく一致 していた。この白夜期の鉛
直分布 のパターンは、先に報告 した海氷直下から海底近 くまで均一に分布する傾向にある
極夜期 のそれ と異なっていた。一方、両種とも顕著な 日周鉛直移動は、極夜期 と同 じく認
め られなかった。
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荒 天下 にお けるノルパ ックネ ッ トの採集特性
　 　 Performance　 on　 Norpac　 net　 sampling　 under　 severe　 sea　 conditioms
小 達 恒 夫1・3,坂 岡 桂 一 郎1,梶 原 善 之1,今 井 圭 理1,小 林 直 人1,目 黒 敏 美1,福 地 光 男2
1北 大 水 産 学 部
,2極 地 研,3現 在,極 地 研
Tsunc・織 熾 織 留IS今織語誌 欝識 認 留金51も鵠IIMAI1・
ヲ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　Fac.　Fish.,　 Hokkaido　 Univ.,　 2NIPR,　 3　Prcsent,　 NIPR
VerticaltowingofaNorpacnetwasconductedduringthecruiseoftheicebreakerShirase(38thJARE).　Tracksofthemicro
depth　 logger　 equipPed　 on　 the　 net　 revealed　 that　 vertical　 fluctUation　 occurred　 under　 the　 severe　 sea　 surface　 conditions・
Integrated　 distance　 of　upward　 movements　 (SD)　 reached　 two　 times　 longer　 than　 length　 of　wire　 under　 severe　 sea　conditions.
For　 evaluation　 of　plankton　 sample　 collected　 with　 a　net　under　 severe　 sea　 conditions,　 it　is　strongly　 recommended　to　equip
the　 micro　 depth　 logger　 to　know　 the　 movement　 ofnet　 under　 the　 sea　 surface.
荒 天下 にお けるプラン ク トンネ ッ ト採集 にお い
て は,う ね り等 による船 の動揺 が水中のネ ッ トに伝
わ り,ネ ットも水 中で振幅 している ことが予想 され
る.本 研究で は,ネ ッ トに小型水 深 ロガー を取 り付
け,水 中での挙動 を明 らか に した.
「しらせ」によ るJARE38の 夏 季行 動期間 中,南
大洋 の12観 測点 にお いて,双 子型 ノルパ ックネッ
トによる鉛直曳 を行 った(水 深150mか ら表面).
ネッ トに水深 ロガー　(UWE200DT,　 Little　Reonaldo
社 製)を 取 り付 け,1秒 毎 に水 深を記録 した.ま た,
北大水産学部練習船 「北星丸」 の航海 では,同 ネ ッ
ト採集 の繰 り返 し実験 を行 った.
「しらせ」で行 った ロガー の軌跡 の解 析か ら,海
況 が悪 い場合,ネ ッ トは 上ド振幅 を繰 り返 しなが ら
降 下 ・1:昇 して いることが 分かった(Fig.1).南
大 洋の測点 では,振 幅 の周 期が約10秒 で,最 大振
幅 は10m以1:に 達す るこ とが あった.上 下振 幅を
繰 り返 しなが ら降 ドした場 合,曳 網距 離は ワイヤ繰
り出 し長よ りも長 くな る.ロ ガーで得 られる鉛直移
動距離 　Ad=一(cl　 t.r　 cl　t)と 傾角(0)か ら,
曳 網距 離(D)は,
D=一(d田 －cl　,)　/cosθ
で見積 もられる.こ こで,d,は 時 間t秒 における
深 度,θ はワイヤ傾 角である.Adが 正の場合のみ
を積算 して1二向きの総 曳網 距離(ΣD)と した.「 し
らせ」での ΣDは,ワ イヤ繰 り出 し長の106～197%
に相当 した.海 況が悪 い場合 には,過 剰 な曳網がある
ことが示 された.
こうした ことは,「 北星丸」での実験 で も確 認さ
れた(Fig.2).こ の時 の海況 は,風 速6m/s,波
高2.5m(周 期約8秒)で,高 緯度 海域 においては
通常に見 られる海況 である.ま た,ロ ー リングが卓
越するよ うに船 首を うね りの進 行方向 と垂直 に向け
た ときの ΣDは,ピ ッチ ングが 卓越するよ うに船首
をうね りの進行ノ∫向に向けた ときよ りも14%ほ ど
多 くな った.
Fig.　 2.　 Tracks　 of　the　Norpac　 net　 during　 the　cruise　 ofT/S
HokuseiMaru.　 Headingisparallelto(A)andacrosswith
direction　 of　swell　 (B).
過剰な海水の濾過は,プ ランクトンの現存量を評
価する際に大きな問題 となる.荒 天下で得 られた
ネット試料を的確に評価するためには,ど のような
海況下で得 られたものか,さ らにどのような船の位
置で採集されたものかを知る必要があると同時に,
ネットの水中での挙動を知るために,水 深 ロガーの
装着が推奨される.
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Anthropogenic impact on marine ecosystems in the 
                Russian Arctic
Belikov, S. E. (All-Russian Institute for Nature Protection, RUSSIA)
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 THE SEASONAL CYCLE OF NON-CRUSTACEAN 
PLANKTONIC FAUNA IN A COASTAL ANTARCTIC 
              ECOSYSTEM
Kerrie M.  Swadling', Andrew D. McPhee', 
Martin J.  Riddle' and John A.E.  Gibson'
'Department of Zoology, University of Tasmania, GPO Box 252-05, Hobart, Tasmania, 
                         7001, Australia 
 'Australian Antarctic Division, Channel Highway, Kingston, Tasmania, 7050, Australia
      The abundance and distribution of non-crustacean planktonic fauna were recorded 
from an inshore site near Davis Station, East Antarctica  (68'35'  S,  77'58'E) from December 
1993 to February 1995. During the 1993-4 summer abundance was initially low (3 
individuals  M3), but increased rapidly to a maximum (1160 individuals per  rn-3, 9 February 
1994) approximately two weeks after a major phytoplankton bloom. The main taxa 
collected during this period were the polychaete Pelagobia longicirrata, trochophore larvae 
of polychaetes, the appendicularian Frittilaria antarctica, and the ctenophore Callianira 
cristata. Abundance decreased in autumn to 64 individuals  rri3 on 2 April 1994, and from 
then until the end of August no non-crustacean fauna were recorded. Significant differences 
occurred in the abundances and temporal distribution recorded during the second summer 
of the study. Density reached an initial peak (223 individuals  m-3, composed mainly of 
trochophore larvae) on 14 December 1994, considerably earlier than in the previous 
summer but, significantly, a week after a strong bloom of the alga Cryptomonas in the 
surface waters. The abundance then dropped again to 5 individuals  m3 in early January, 
but increased rapidly (maximum 716 individuals  m3, 16 January 1995) after break out of 
the fast ice and the development of another phytoplankton bloom. The main taxa recorded 
during the second summer were  Callianira cristata, meroplanktonic larvae of echinoderms, 
trochophore larvae and Pelagobia  longicirrata. Frittilaria antarctica, common in the first 
summer, was recorded only in very low numbers. It is clear from these results that 
meroplanktonic and other non-crustacean fauna can reach significant abundances in inshore 
marine ecosystems of Eastern Antarctica. The occurrence of a lag period between peaks in 
phytoplankton and zooplankton abundance indicates the importance of the food supply to 
the distribution of the zooplankton.
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ナ ン キ ョ クバ イNeobuccinum　 eatoniの 生 殖 腺 成 熟 に つ い て
The　 gonadal　 maturation　 in　7Veobacclnum　 ealonl　 (Smith,　 1879)
　 　 　 　　 　 　 　 　 (Gastropoda:　 Buccinidae)
中村千恵子 ・森 美穂 ・岩見哲夫 ・沼波秀樹
(東京家政学院大)
Nakamura,　 C.,　Mori,　 M.,　 Iwami,　 T.　and　 Numanami,　 H.
　　 　 　　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 University)
The　 present　 study　 deals　 with　 the　 seasonal　 histological　 changes　 in　 the　 gonads　 of　 Neobuccinum　 eatoni,　 the
commonest　 buccmid　 in　the　Antarctic　 and　 Subantarctic　 regions.　 All　 of　male　 specimens　 examined　 have　 ripe　testis
with　 developed　 sperms,　 therefbre,　 the　reproductive　 cycles　 of　testicular　 tissue　 is　obscure.　 There　 is　no　remarkable
change　 of　histological　 features　 of　the　ovarian　 duct.　 But,　 during　 August　 to　February,　 the　ovary　 contains　 regressive
yolk　 granules.　 On　 the　contrary,　 during　 March　 to　May,　 the　ovary　 is　filled　with　 yolk　 granules　 stained　 deeply　 with
eosin.　 Judgingfヒom　 these　 histological　 changes,　 the　spawr血g　 of　this　species　 is　considered　 to　occur　 during　 austral
autumn　 months.　 in　the　Antarctic
[は じめ に]ナ ンキ ョクオバ イNeobuccinum
eotoni　は 南極 域 で普 通 に 見 られ る殻 長40～
80㎜ の死 肉食性 の巻 貝で,大 陸沿岸 は も とよ
りサ ウス ・サ ン ドイ ッチ諸 島,ケ ル ゲ レン諸島
にまで広 く分布 す るが,生 殖周期や 初期発 生等
につい ての報告 はほ とん どない。そ こで今回,
昭和 基地 周 辺海 域 で周年 にわた り採 集 され た
ナ ンキ ョクバイ を用いて,そ の生殖腺成熟過程
を解析 したの でこれ を報告す る。
[材料 ・方 法]材 料 は,JARE-33に よって1992
年3月 ～1993年2月 に昭和基地周 辺で採集 され
た ものを用 い たが,JARE-38が1996/97年 の夏
季 に昭和基 地周辺 で採集 し,5月 まで飼育 され
てい た1個 体 も解析 に加 えた。採集 され たナ ン
キ ョクバ イ は,殻 長お よび殻径,湿 重量 を測 定
した後,殻 を除去 し,軟 体部 をプア ン固定 した。
観察 に用 いたナ ンキ ョクバイ は25個 体 で,雄7
個体(殻 長37.6-53.0㎜;湿 重量10.0-29.2g),雌
16個 体(殻 長46.1-58.8㎜;湿 重量16.0-34.5g),
幼 貝2個 体(殻 長18.8,25.0㎜;湿 重量1.4,3.Og)
であった。生殖腺組織 は先端部 ・中央部 ・後端
部 に大別,厚 さ8μmの パ ラフィ ン切 片 としヘ
マ トキ シ リン ・エオ シン染色 を施 して観 察 した。
[結果 ・考察]
雄:観 察 した7個 体 の採集時期 は6・8・12月(1
個 体不明)で,い ずれ も個 体 も精巣 は成 熟 した
状 態 にあった。す なわち,細 精管 の中には,精
原 細胞,精 母 細胞 とともに完成 され た精 子が見
られた。その発達状 況は,精 巣先端部 と精巣表
層部 にお いてやや未 熟な様 相 を呈す るが,後 端
中央 にお いては活発 な精子形 成が確 認 され た。
また,組 織像 として もこれ ら7個 体 に明瞭 な差
異は認 め られ なかった。
雌:観 察 した16個 体は1・7・11月 を除 く各月 に
採集 され た個 体で,こ の うち,6・9月 に採集 さ
れ た2個 体 は卵黄頼粒 を含む卵 細胞 を持た ない,
極 めて未成熟 な状態 であった。その他 の個体 で
は,す べ て卵 巣先端部 にお いて未 成熟 な卵母細
胞 と卵 黄穎粒 の蓄積 の始 ま った卵 母細 胞 が確
認 され た。 一方,4・5月 に採集 された個体卵巣
後端 においては卵黄穎粒 が増加 し,嚢 胞内 は卵
黄で満 ちてお り,個 々の卵 を区別す るこ とが不
可能 であ った。また3・4月 採集 個体で は,嚢 胞
壁に多 くの若 い卵母細胞 が認 め られ る上,卵 黄
蓄積 が進行 中 であ る よ うな卵 細胞 も観 察 され
た。一方,8・10月 採集個体 では嚢胞壁 に若 い卵
母細胞 が認 め られ るものの,嚢 胞内に はエ オシ
ン染色 性 の弱 ま った卵 黄 穎粒 が ま ば らに残 っ
てい る状態で,こ の状態 は12・2月 採集 の個体
で も観 察 され た。
以上の こ とか ら,ナ ンキ ョクバイの生殖周期 は,
日本 近海 で報告 され て い る同 じ新 腹 足 目の イ
ボニシやイ シダタ ミの よ うに明瞭 ではな く,特
に,雄 は組織 像 としては全 く周期性 が認 め られ
なかった。一方,雌 で は明瞭で はないが,3・4
月頃卵成熟が進行 し,少 な くとも8・10月 には
残留 卵黄 頼粒 と思 われ る もの が嚢 胞 内 に認 め
らるこ とか ら,産 卵 は南極 の秋 季 に行 われ てい
るもの と推察 された。
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南 極 ・昭 和 基 地 付 近 の 海 藻 群 落 に 生 息 す る 貝 類
Molluscan　 fauna　 associated　 with　seaweed　 near　 Syowa　 Station,　 Antarctica.
沼 波 秀 樹(東 京 家 政 学 院 大),竹 内 一 郎(東 大 ・海 洋 研),奥 谷 喬 司(日 大 ・生 物 資 源 科 学)
NUMANAMI,　 H.(Tokyo　 Kasei　Gakuin　 Univ.),　TAKEUCI,　 1.(ORI)　 &　OKUTANI,　 T.(Nihon　 Univ.)
The　 SCUBA　 diving　 sampling　 was　 made　 near　 Syowa　 Station　 (69°　 00'S,　 39°　35'E),　 in　Janualy,　 1994.　 Three　 large
brown　 alage　 were　 collected　 at　depth　 of　12　m.　 Tota1　 205　 individuals　 of　nine　 species　 (6　gastropods　 and　 3　bivalve)
occurred　 in　tllese　algae.　 Almost　 all　species　 are　those　 with　 circum-Antarctic　 distribution.　 Among　 tllem,　 Ph〃obrγa
sMblaevis　 (Philobryidae)、 　 、乙'∬arca?　 sp.　 (Philobryidae),　 ルfargar〃es　 refMlgens　 (Trochidae),　 、Falsimargar〃o　 sp.
(Trochidae),　 0〃oba　 ge〃da　 (Rissoidae),　 Ske〃 θ〃a　 paludinoides　 (Cingulopsidae)　 and　 Nothoadηnete　 antorctica
(Cancellariidae)　 were　 collected　 for　the　first　time　 from　 Syowa　 Station　 area.　 Ske〃ella　 paludinoides　 was　 most　 dominant,
occupying　 75%　 (154　 inds.)　 of　total　number　 of　individuals.
第35次 南極観 測 で は,マ ク ロベ ン トスの分 布
機 構 を 明 らか にす るた め に昭 和 基 地 沿岸 域 にお
い て潜 水 調査 が 行 われ た。この調査 で採 集 され た
大 型 藻類 中に多数 の貝類 が見 出 され た。これ まで
昭和 基 地 周 辺 に お い て 海 藻 の葉 上 に生 息 す る貝
類 に関す る知見 は 殆 ど無 いの で,報 告す る。
【材料 及 び 方法 】 潜 水調 査 は1994年1.月 に昭
和 基 地付 近 の北 ノ瀬 戸 で行 われ た。海 藻 は藻 長40
～130cmに 達す る比較 的 大型 の褐 藻類 で,水 深10
～12mの 岩 盤 と砂 泥 域 の 間 にあ る転石 上 にパ ッ
チ状 に分 布 して い た。この 中か ら3株 を プ ラン ク
トンネ ッ ト地で 作製 した袋 で採 集 した。採集 され
た藻 体 の藻 長は88cm(No.1;湿 重 量234g),124
cm(No.2;同378g),127cm(No.3;同302g)であっ
た。サ ンプル は昭和 基 地 内で 中性 ホルマ リンで 固
定 した後,株 ご とに動 物 を選別 し,貝 類 はエ タ ノ
ール に置 換 して保 存 した。
【結 果及 び 論議 】 これ らのサ ンプル か ら腹 足類
6科6種197個 体,二 枚 貝類2科3種8個 体 が 出
現 した。 これ らの 貝類 は全 て生 貝で あった。
・二枚 貝 類
1)　})hilobrソasuろ1aevis　(Pelseneer,　1903)
　 (Philobryidae)
No.2,3の 株 か ら5個 体 が採 集 され た。本種 は成
長 す る と殻長15㎜ に な るが,今 回採 集 され た
個 体 は殻 長1.5～5.0㎜ の幼 貝で あ った。
2)　Lissarca?　sp.　(Philobryidae)
No.3の 株 か ら1個 体 が出現 したが,殻 の石灰
質 が ほ とん ど脱灰 され,殻 皮 と軟 体部 だ けが残
ってい た。 殻 長約2.7㎜ 。
3)ナ ンキ ョク ツキ ヒガイAda〃lu∬iu〃2　colbecki
(Smith,1902)(イ タヤ ガイ科)
No.2,3の 株 か ら殻 長2.7㎜ と5.4㎜ の幼貝
2個 体 が採 集 され た。今 回 の潜 水 調査 で は,藻
場 以 外 の場 所 か らナ ンキ ョク ツ キ ヒガ イ の生
貝 ・死殻 共 に採 集 され なか った。
・腹足 類
1)　Margarites　 yefulgens　(Smith,　1907)　(ニ シキ ウズ
ガ イ科)
No.1,2の 株 か ら各1個 体 が 出 現 した。殻 長1.4
㎜ と25㎜ で,幼 貝 で あ った。
2)　Falsi〃largarita　sp.(ニ シキ ウズ ガ イ科)
殻 の形 態か らFalsimargarita属 の貝 類 で あ る と
考 え られ るが,現 在 同定 中 で あ る。
3)　Laevilitorina　antarctica　(Smith,　1902)　(タ マ キ ビ
ガ イ科)
全 ての株 か ら3～21個 体,出 現 した。 本 極 は
堀 越 ら(1979)が ラ ン グ ホ ブ デ の潮 下 帯 の岩 の
隙 間に繁 茂す る藻類 中か ら報 告 してい る。
4)　Onobagelida　 (Smith,　1907)(リ ソ ツボ科)
No.2の 株 か ら1個 体が 出現 した。殻 長1.8㎜ 。
5)　SkeneUapaludinoides　 (Smith,　1902)
　　(Cingulopsidae)
全 ての株 か ら14～79個 体 が 出現 した。殻 長1.5
㎜ 以 下の小 型種 で ある。
6)　Nothoadmete　 antarctica　(Strebel,　1908)
(コ ロモガ イ科)
No.2の 株 か ら1個 体 が 出現 した。殻 長15㎜
程 にな るが 冷 回採 集 され た個 体 は殻 長5.0㎜
で幼 貝 であ ると考 え られ る。
これ らの貝類 の殆 どは 環南 極分 布 種 で あ るが,
ナ ンキ ョクツ キ ビガ イ とLaevilitorinαantarcticα
以外 は,昭 和基 地付 近 にお いて初 めて 分 布 が 確認
された 。
棟別 の 出現個体 数 は22～95個 体 で,藻 体 の最
も小 さいNo.1が 少 なか った。
全 て の株 に おい てSkenella　　paludinoidesが 出現
個体 数 の64～83%と 優 占 して い た。また 出現 種数
も6～7種 と少 な く,温 帯 域 等 の葉 上 貝 類相 と比
較す る と種 多様性 が 著 し く低 か った。
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東 南 極 ・ブ リ ッ ツ 湾 の 陸 棚 域 及 び 陸 棚 斜 面 域 に お け る 底 生 生 物 相
Contributions　 to　the　benthic　 fauna　 of　continental　 shelf　and　 slope　areas　 of
　　　　　　　　　　　　　 Prydz　 Bay,　East　 Antarctica.
川 村 知 子,日 野 さ と 子,沼 波 秀 樹 岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院 大 学)
KAWAMURA,　 T.,　HrNO,　 S.,　NUMANAMI,　 H.　&　IWAMI,　 T.　(Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ.)
Theben血c　 invertebrate　 fauna　 of　the　con血ental　 shelf　and　 slope　 areas　 of血e　 Prydz　 Bay　 was　 studied.　 The　 bottom　 trawl
sampl㎞g　 were　 carried　 out　two　 stations　 in　the　continental　 shelf　(St　 34B-7:　 67°06.6`S,　 75°15.9'E,　 398-400　 m　 in　depth;　 St.
34B-8:　 67°06.0`S,　 75°15.6'E,　 396-398　 m　 in　depth)　 and　 one　 station　 in　the　 continental　 slope　 (St　 34B-9:　 66°53.5`S,
75°58.8'E,　 776-391　 m　 in　depth).　 A　total　of　1149　 individuals　 (30114.8g　 in　wet　 weight)　 of　benthos　 were　 collected　 from
St.　34B-7,　 and　 309　 individual　 (18479.Og　 in　wet　 weight)　 were　 collected　 from　 St　 34B-8.　 In　these　 two　 stations,　 the
Porifera　 was　 most　 dominant,　 occupying　 90%　 and　 99%　 of　total　weight,　 respectively　 In　the　continental　 slope　 area,　 a
total　of　527　 individuals　 (1988.lg　 in　wet　 weight)　 of　benthos　 were　 obtained.　 The　 Polifera　 was　 most　 dommant　 (43%　 of
total　weight),　 and　 the　Echinoida　 was　 the　next　abundant　 (2　1%　 of　total　weight)　 in由is　 station.
「海 氷 圏生 物 の総 合研 究」 の一環 として,第34
次 南 極 観 測 で は リュ ツ ォ ・ホル ム 湾,ケ ー シー
湾 及 び ブ リ ッツ 湾 の沖 合 域 にお い て 底 生 生 物 群
集 の 構 造 に 関す る研 究 のた め の ビー ム トロー ル
に よ る調 査 ・採 集 が行 われ た。 これ らの調 査 域
の 内,ブ リ ッツ湾 の 陸 棚及 び 陸棚 斜 面域 の底 生
生物 相 にっ いて 解析 した。
【材 料 及 び 方 法 】 採 集 は1993年3月 にブ リッツ
湾 の3点 で,砕 氷船 し らせ によ って間 口2mと3m
の ビー ム トロー ル を用 い て 行 われ た 。採 集 地 点
の 内,St.B-7(6プ06.6`S,75°15.9'E,水 深398-400m)
とSt.34B-8(6プ06.0`S,75°15.6'E,水 深396-398m)
は大 陸 棚 上 に,St.34B-9(66°53.5`S,75°58.8'E,
水 深776-391m)は 大 陸 棚斜 面 に位 置 した。採 集物
は セ デ ィ メ ン トと共 に船上 にお い て一20℃で 冷凍
され た 後,東 京 家 政学 院大 学 の研 究 室 で解凍 し,
生 物 を 選別 した 。 選 別 作業 は,初 め にセ デ ィ メ
ン トを 含 む 採 集 物 全 体 の湿 重 量 を秤 量 し,そ の
後2.Omm,1.Omm,0.5mm,0.25mmの箭 にか け,
2.O　mmの 飾 に残 った 生 物 にっ い て行 っ た。 選別
した 生 物 は各 分 類 群 毎 に個 体数 と湿 重 量 を計 測
した。
【結 果 及び 論議 】
・大 陸 棚域
1)St.34B-7:53398.8gの採 集物 か ら1149個 体
30114.8gの 無 脊 椎 動 物 が 出現 した。 湿 重 量 で は
カ イ メ ン類 が 最 も多 く全 体 の90%(149個 体;
27060.3g)を 占 めた 。 次い でナ マ コ類 が 多 か っ た
もの の全 体 の4.7%(22個 体;1417.1g)に す ぎなか
った 。 カ イ メン類 の 中に は,湿 重 量 が1000g以
上 の個体 が13個 体 あ り,最 大2642.lgの 個体 だ
った 。個 体 数 で は クモ ヒ トデ 類 が 全体 の35%と
多 く,次 いで カ イ メ ン類 が13%,ウ ミグモ 類 が
10%で あ った。
2)St.34B-8:33447.7gの採 集 物 か ら309個 体
18479.Ogの 無脊 椎 動物 が 出 現 した 。 湿 重 量 で は
カイ メ ン類 が 著 しく多 く全 体 の99%(32個 体;
182845g)を 占め たが,1個 体 で1000g以 上 の もの
が9個 体 あ った。 個 体数 で は ウ ミ グモ類 が全 体
の24%と 最 も多 く,次 い で クモ ヒ トデ 類13%,
カイ メン類10%で あった。
・陸 棚斜 面域
1)St.34B・ ・9:4870.Ogの 採 集 物 か ら527個 体
1988.1gの 無 脊 椎動 物 が 出現 した。湿 重量 では カ
イ メ ン類 が43%(856.3g;108個体)と 多 く,次
い で ウニ類が21%,花 虫類 が11%を 占めた。 個
体数 では ウ ミグモ類25%,カ イ メン類20%を 占
め,ク モ ヒ トデ類,ウ ニ 類,多 毛類 等 が 多 く出
現 した。
セ デ ィメ ン トを含 む採 集 物　lkg当 りに含 まれ
る生 物量 は,陸 棚 上 に位 置 す るSt.34B-7で は21.5
個 体 ・564.1g,St.34B-8で は9.2個 体 ・553.1g
で あ った の に対 し,陸 棚 斜 面 のSt.34B-9で は
108.2個 体 ・408.2gで あった。 大 陸棚上 で は湿重
量 が 多 く個 体 数 が少 ない が,大 陸 棚 斜 面 で は湿
重 量 が 少 な く個 体 数 が著 し く多 い 傾 向が 見 られ
た。
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産卵回遊期のサケの遊泳速度
　 　 Swimming　 speeds　 of　migrating　 adult　 chum　 salmon
田 中秀 二(総 研 大/極 地 研)・ 都 木 靖 彰(東 大 海 洋 研)・ 内藤 靖 彦(極 地 研)
　　　　　　TANAKA　 Hideji　(Grad.　Univ.　Advanced　 studies　!　NIPR),
　　　　　TAKAGI　 Yasuaki　 (Univ.　Tokyo)　 and　NAITO　 Yasuhiko　 (NIPR)
Abstrαct　 Labofatory　 studies　 have　 indicated　 that　 the　most　 e笛cient　 speeds　 fbr　adult　 sockeye
salmon　 are　 O.82　 body　 length　 /s.　To　 elucidate　 the　 actual　 swimming　 speeds　 of　migrating　 chum
salmon,　 we　 studied　 the　 behavior　 of　homing　 adults　 retuming　 to　the　 Otsuchi　 Bay,　 using　 time.
swimming　 speed,　 depth　 and　 temperature　 micro-data　 loggers.　 Salmon　 spent　 their　 time　 in　the
su㎡face　 layer　 and　 bottom　 water　 layer　 alternatively.　 In　the　 surface　 water,　 swimming　 speeds
were　 1.0-1.5　 body　 length/s,　 which　 were　 even　 faster　 than　 in　the　 bottom　 water　 layer.
サケの母川回帰のメカニズムの解明に不可欠な
トピックとして,産 卵回遊中の遊泳速度 は過去に
集中的な研究の対象となってきた.若 齢個体の遊
泳速度と酸素消費速度の関係か ら,サ ケ科魚類の
エネルギー的 に効率のもっともよい遊泳速度は
0.8Fl/secで あるとされてはいるが,母 川回帰中
の成魚の野外での遊泳速度はこれまでに実測され
たことがなかった.我 々は装着型のデータロガー
の利用 によって,本 州沿岸で母川回帰中のサケ
(Oncorhynchus　 keta)の 遊泳速度を,遊 泳深度と
経験水温 とともに記録する ことに成功したのでこ
こに報告する.1997年10月 に岩手県大槌湾に来遊
したサケ成魚 を捕獲し,遊 泳速度,深 度,水 温を
同時 に記 録 す るデ ー タ ロガー(sampling
interval=1,1　and　10sec)を 装着 して放流し,
数週間後に付近の海域で漁業者によって再捕獲され
た個体か らロガーを回収した.我 々のこれまでの研
究によって,10-11月 期に岩手県沿岸に来遊するサ
ケは,表 層付近と海底近くを二者択一的に選択 しな
がら遊泳することが明らかになっていたが,表 層付
近でのその遊泳速度が速く(0.6-1.2cm/sec),底 層
では遅 くなる顕著な傾向が見られた.こ のことか
ら,サ ケは表層付近で反復的な鉛直移動を繰 り返 し
なが ら母川の方向を探索しているのではないか と考
えられる.ま た,サ ケの遊泳速度と遊泳深度のデー
タを解析 し,有 鮮魚であるサケの三次元的な遊泳行
動の特徴についても検討を加える.
Figure　 Timecompressed
record　 of　swimming　 depth
(upper)　 and　 speed　 (10wer)
for　adult　 chum　 salmon
fromO9:00to21:0014th
October　 1997.　 Minimum
plots　 of　speed　 data　 were
O.32　 m/sec.　 Salmon
released　 at　the　 mouth　 of
Otsuchi　 Bay　 and
recovered　 in　the　 Kassi
River　 after　 two　 weekS.
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遊泳と滑空を伴うヒラメの離底行動について
　　JUMPING　 BEHAVIOR　 OF　JAPANESE　 FLOUNDER　 FROM　 SEABED
　 　 　 　 　 　 　 　 WITH　 SWIMMING　 AND　 GLIDING
河 邊 玲(北 大 水)、 梨 田 一也(南 西 海 区水 研)、 佐 藤克 文(極 地 研)、
梨 本 勝 昭(北 大 水)、 内 藤 靖 彦(極 地研)
　 　 　 　 　 Ryo　KAWABE,　 Kazuya　 NASHIDA.　 Katsufumi　 SATO,
　 　 　 　 　 Katsuaki　 NASHIMOTO　 &　 Yasuhiko　 NAITO
Fishes　 with　 neutral　 buoyancy　 have　 advantage　 in　swimming　 to　al　 directions　 easily.　 In　 case　 of　the　 fishes
with　 no　 air　 bladder,　 they　 should　 have　 negative　 buoyancy　 and　 sink　 Although　 white　 muscle　 could　 not
afford　 continuous　 swimming,　 many　 tagging　 experiments　 showed　 that　 the且ounder　 migrated　 over　 long
distance　 along　 Japan　 coast.　 We　 measured　 their　 swimming　 behavior　 by　 micro　 data　 logger　 which　 could
record　 depth,　 temperature　 and　 fluttering　 frequency.
We　 retrieved　 two　 of　seven　 released　 individuals　 and　 got　 data　 for　seven　 days.　 The　 flounder　 usually　 stayed
on　 the　 seabed　 fbr　 a　long　 time.　 Occasionally,　 they　 made　 a　short　 ascent　 fbUowed　 by　 a　descent　 to　 the
seabe(1.　 Time　 depth　 diagram　 of　this　 jumping　 behavior　 shows　 two　 typical　 patterns,　 i.e.　(1)　single　 peak
and　 (2)　multiple　 jagged　 peaks.　 Over　 90%　 of　jumping　 duration　 are　 less　 than　 5　minutes.　 The　 fユounder
quickly　 swims　 up　 to　the　 maximum　 peak　 and　 slowly　 moves　 down　 to　the　 seabed.　 Speed　 of　descent　 gliding
of且ounder　 was　,mo tly　 constant　 and　 fluttering　 oecurred　 only　 in　ascent　 phase.　 In　the　 descent　 swimming,
the且ounder　 could　 glide　 by　 utilizing　 its　characteristic　 of　body　 fbrm　 and　 reach　 a　distance　 in　a　certain
time　 efficiently.
一般 的 に水 中で生活す る多 くの魚類 に とって魚 体が中性浮 力 であ るこ とは遊泳 を行 う際 に都合
が よい と され てい る。魚 体 は標(う きぶ くろ)が なければ負 の浮力状態 、 すな わち沈む状 態 にあ
る。 したが って魚 が 中性 浮力 を得 るためには、密 度の小 さい鯨 を持 つ必要 があ る。底 棲魚 で ある
ヒラメParalichthys　 OlivaoeUSは 標 を持たず 、 しかも白色筋 が卓越 してお り持 続的遊泳 には適 し
てい ない もの と考 え られ てい る。 しか しなが ら、 日本沿岸で これ まで行 われ て きた標 識放 流試験
におい て ヒラメが長距離移 動 を示 してい る例 が少 な くない。本研 究で は7個 体 にマイ ク ロデー タ
ロガー を装 着 し、新潟 県新潟 市沖合(水 深91m)で 放流 し、遊泳行 動の調査 を行 った。
放流 した7個 体 の うち2個 体(個 体NO.9044と9052)を 回収す ることがで き、約7日 間 にわた
り遊泳 水深 ・水 温 ・加速 度 のデー タを得 ることがで きた。 ヒラメの遊泳水深 の プ ロファイル につ
いて は、概 ね次 の2つ のパ ター ンが認 め られた。
(1)1つ の ピー クを持つ 一山型
(2)階 段状 に浮上 し複数 ピー クを持つ鋳型
ま た1回 の離底時 間 は全体 の90%以 上が5分 以下で あった。 しか しなが ら9052の 個 体では10時 間
に も及 ぶ連 続的 な離 底行動 も見 られ た。 ヒラメは一旦 あ る水深 ま で上昇 しピー クに達 した後 、上
昇時 間 よ りも比較 的長い時 間 をかけて一定 の沈降速度 で下降 しな が ら移 動 してい るこ とが わか っ
た。 ま た水深 と加 速度 のデー タ との比較 か ら、上昇時 には加 速度セ ンサー が反応 し、 下降時 に は
反応 が 見 られ な かった。 この こ とは、 ヒラメが活発 に遊泳 しなが ら上昇 し、滑空 しなが ら下降 し
てい る と考 え られ る。 ヒラメは一度上 昇 してか らその特徴的な魚体 を利用 して 滑空 し、効 率的 に
移動 を行 ってい る もの と推 定 され る。
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ノ トセニア亜 目魚類の顎部構造 と摂餌生態
Jaw　 structures　 and　 feeding　 ecology　 of　fishes　 of　the　 suborder　 Notothenioidei
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 (Pisces,　Perciformes)
岩見哲夫 ・高橋正憲
(東京家政学院大 ・海洋水産資源開発セ ンター)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Iwami,　 T.　and　 Takahashi,　 M.
(Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 University　 ・　Japan　 Marine　 Fishery　 Resource　 Research　 Center)
The　 suborder　 Notothenioidei,　 the　 most　 dominant　 fish　 group　 in　the　 Southem　 Ocean,　 are　 composed　 of　 six
families　 and　 thought　 to　be　 a　monophyletic　 group,　 In　the　 present　 study,　 relationships　 between　 jaw　 stnlctures
and　 feeding　 ecology　 the　notothenioid　 fishes　 are　analyzed　 to　appear　 the　evolutionary　 trend　 in　the　Notothenioidei.
One　 of　the　 most　 distinctive　 differences　 in　their　jaw　 stnlctures　 was　 the　 proportional　 length　 of　the　 premaxillary
ascending　 process　 (PAP).　 The　 protnlsibility　 of　the　 upper　 jaw　 can　 be　 represented　 by　 the　 protrusion　 index
(PAP　 length　 /　premaxillary　 ramus　 length　 x　100).　 The　 protmsion　 indexes　 of　nototheniids　 are　 relatively　 larger
than　 those　 ofthe　 chamichthyids.　Especially　 Gobionotothen　 gibbenfrons　 has　 long　 PAP　 and　 its　average　 ofthe
protrusion　 index　 is　lO5.8.　 On　 the　contrary,　 chamichthyids　 have　 no　 remarkable　 PAP　 and　 the　 indexes　 of　them
are　 very　 small　 (6.6～8.6).　 Frequency　 of　occurrence　 of　fbod　 items　 in　notothenioid　 fishes　 shows　 that　 most
nototheniids　 fed　 mainly　 on　 small　 cnlstaceans　 including　 euphausiids　 and　 benthic　 invertebrates　 such　 as
ophiuroids　 and　 polychaetes.　 Chamichthyids,　 in　contrast,　 fed　 mainly　 on　 fishes　 and　 euphausiids,　 and　 are
thought　 to　be　basically　 piscivorus.　 Channichthyids　 are　 "white　 blooded",　 therefbre,　 they　 seem　 not　 to　be　 active
on　the　sea　 bottom.　 Their　 feeding　 behavior　 and　 morphological　 specialization　 of　the　jaw　 structures　 are　 thought
to　be　well　 compensated　 with　 their　 physiological　 peculiarities.
[はじめに]ノ トセニア亜目は南大洋域で最も
優占する魚類群で現在6科 が知 られており,そ
の形態学適特徴からも単系統群と考えられて
いる。そこで,本 研究では比較的環境が均一な
南大洋域で種分化を遂げたと思われるノトセ
ニア亜目魚類について,そ の系統進化の過程を
食性 と顎部構造と関連から解析を試みた。
[材料 ・方法]解 析 の対象 としたのはボ ビクツ
ス科1種,ノ トセニ ア科11種,ハ ルパ ギファ
科1種,ア ルテデ ィ ドラ コ科1種,バ シ ドラコ
科2種,コ オ リウオ科10種 の計26種 である。
ノ トセニア亜 目の上顎 は,前 端 に上方突起 を備
え る前上顎骨 によって縁取 られ,そ の背側 に主
上顎骨 が位 置す る。また,下 顎 は歯骨 によって
構成 され てい る。前上顎骨 上方突起 は,主 上顎
骨 前端 の関節 し,餌 を獲 ろ うと口を開 けた際に,
前 上顎骨 の前下方への神 出を可能 としてい る。
従 って,餌 を吸い込む よ うな働 きは,前 上顎骨
の伸 出な くしては不可能 で,そ のため前上顎骨
上 方突 起 の発 達程度 は摂 取 可能 な餌生 物 の内
容 を規 定す ることとなる。そ こで,こ の前上顎
骨上方突起の発達程度を,上 方突起と前上顎骨
下枝の長さの比である伸出係数で表し,ノ トセ
ニア亜目各種間で比較検討した。
[結果 ・考察]伸 出係数 はノ トセ ニ ア亜 目全 体
で コオ リウオ科Neopagetopsis　 ionahの6.6か ら
ノ トセ ニ ア 科Gobionotothen　 gibberifronsの
105.8ま で大 きな変異 を示 した。しか しな が ら,
一般 にボ ビクチス科 ,ノ トセ ニア科,ハ ル パ ギ
ファ科,ア ルテデ ィ ドラ コ科,バ シ ドラ コ科(一
部)で は50以 上の値 を示す の比べ て,バ シ ド
ラ コ科の一部 とコオ リウオ科で はほぼ10以 下
の値 を示 した。胃内容物組成 で は,神 出係 数 の
大きいG.　gめbe所oηsが 餌項 目32中29項 目を
捕食 してお り,底 生生物へ の依 存が 目立 った。
一方 ,神 出係 数の小 さい コオ リウオ科魚 類 は一
般 に,魚 類かオキア ミ類 を餌 と してお り,最 も
多様 な餌 生物 を利用 して いた種 類 で も6項 目の
餌生物 を捕食 してい るに過 ぎなか った。この よ
うな食性 への変化 は,コ オ リウオ科 がヘ モ グロ
ビンを持 たな い とい う特 殊 な 生理 学 的 性 質 と
も深 く関係 してい るもの と考 え られ た。
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飼 育 下 で の 南 極 の ノ トセ ニ ア 亜 目 魚NiPt.NototheniacoriicePS
の 卵 発 生 及 び 仔 魚 の 成 長
Embryonic　 and　 larval　 development　 of　Antarctic　 Notothenioid　 Fish
(Notothenia　 eoriiceρs　 Richardoson)　 in　captivity
平 野 保 男 、 松 田 乾(名 古 屋 港 水 族 館)
Y.且irano,　 T.　 Matsuda　 (PortofNagoyaPublicAquarium)
Port　 of　Nagoya　 Public　 Aquarium　 has　 been　 rearing　 Antarctic　 marine　 fishes　 and　 invertebrates　 from　 King　 George
Island,　 South　 Shetland　 Islands,　 Antarctica　 since　 1991.　 Embryonic　 and　 larval　 development　 of　Notothenia　 coriiceps
Richardoson　 were　 using　 eggs　 spawned　 in　the　 aquarium.　 The　 eggs,　 measuring　 4.53土0.05mm　 in　diameter,　 were
pelagic　 and　 had　 many　 oil　globules,　 0.06mm　 in　diameter.　 The　 eggs　 all　became　 negatively　 buoyant　 40-70　 days　 after
spawning.　 Hatching　 occurred　 122-153　 days　 after　spawning　 at　O.5℃ 　water　 temperature　 and　 33.2-34.4%・ 　salinity.
The　 newly-hatched　 larvae,　 measuring　 15.34mm　 in　Standard　 Length　 (SL),　 swam　 in　the　middle　 layer　 and　 gathered
to　shade　 of　the　 tank　 The　 postflexion　 larvae　 were　 silvery　 steel　 blue　 dorsally　 and　 whitish　 gray　 ventrally,　 the　 fins
were　 colorless　 except　 distal　 1/3　0f　pectorals　 conspicuously　 black.　 The　 pectoral　 fin　elongated　 and　 1/3　0f　SL　 in　250
days　 after　hatching.　 The　 body　 color　 and　 elongated　 pectoral　 fin　are　supposed　 to　be　pelagic　 adaptation.
名古屋港水族館では1991年 か らサ ウスシェ トラン ド諸島キ ングジョージ島で生物の採集 を行 ってい
る。1991・92年 以来飼育 を継続中のNotothenia　 coriicepsか ら1995年10月25日 に自然産卵による4534
個の受精卵が得 られた。卵 は分離浮性卵で囲卵腔 は狭 く、卵径は4.5±0.05㎜ 、油球径は0.06㎜ で多
数が認め られた。受精直後の卵はやや粘着性を有 し、卵同士が付着するのが観察された。卵は産卵後40
日か ら70日 にかけた頃か ら沈降 し、艀化 まで沈下 したままであった。卵管理時の水温は平均0.5℃ 、
salinityは33.2か ら34.4%・であった。
艀化 は産卵後122か ら153日 の間に見 られた。艀化個体は1108個 体で、平均体長15.34㎜ で卵黄
を残 して いる。艀化直後の仔魚 は水槽 の中層を遊泳 し、暗い ところ に集 まる傾向が あった。生長に伴
い表 層付近 を遊泳するようになった。黒色色素は艀化時 には正 中線よ り背面 に多 く分布す るが、成長
に伴 い腹面 に多 く分布す るようになる。生時 の体色は背面が金属光沢を持つ薄青、腹面が白っぽい銀
色で、海面表層での生活 に適応 したcountershading　 と考え られる。胸鰭は艀化後90日 令頃、尾鰭 の
完成 と共に徐々に大 きくな り、艀化後270日 令頃には体長の1/3程 度まで伸長す る。胸鰭 は透明であ
るが、縁 辺の113は 黒い。大きな胸鰭は長期の浮遊期間に対する浮遊適応 と考え られる。艀化後 、553
日を経過 した時点で5個 体 を継続飼育中である。 この時点の推定体長は約40㎜ である。本種の稚魚 は
全長83㎜ まで浮遊期間が知 られてお り、着底までは更に期間が必要である。
A:　 Newly-hatched　 larvae　 13.6mm　 NL
B:　84days　 15.Omm　 SL
C:　202days　 16.3mm　 SL
D:　 278days　 25.4mm　 SL
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コオ リウオ科(ス ズキ 目,ノ トセニア亜 目)魚 類の頭部感覚管系
Cephalic　 sensory　 canal　 system　 of　fishes　 of　the　family　 Channichthyidae
　 　 　 　 　 　 　 　 　 (Perciformes,　 Notothenioidei)
松尾あかね ・岩見哲夫 ・沼波秀樹
(東京家政学院大)
Matsuo,　 A.,　 Iwami,　 T.　and　 Numanami,　 H.　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 University)
Morphological　 peculiarities　 of　 cephalic　 sensory　 canals　 of　the　 family　 Channichthyidae　 have　 been　 analyzed.
There　 are　 9.7　 pores　 in　 the　 CSO　 of　 the　 Channichthyidae,　 but　 only　 4　 to　 7　 in　 the　 Bathydraconidae　 and
Nototheniidae.　 An　 increase　 of　 pore　 numbers　 in　the　 CPOM　 is　also　 confirmed　 in　the　 Channichthyidae,　 and
thesefeatUresareconsideredautapomorphiesforthisfamily.　InChamρsocephalus　the　CIO　 has　 more　 than　 l2
pores　 and　 the　 CPOM　 of　this　 genus　 also　 has　 larger　 number　 of　pores　 than　 any　 other　 genera　 of　 this　 family.
PseMdochaenichthys,　Neopagetopsis　 and　 1)agetopsis　 are　 characterized　 by　 having　 the　 extended　 branch　 of　the
CIO,　 which　 suggests　 the　three　 genera　 form　 close　 relatives.　 Generic　 relationship　 of　the　Cha【michthyidae　 is　re-
evaluated　 based　 on　these　 morphological　 peculiarities.
[は じめに]
魚類 の頭部感覚管 系の形状 は コイ科 ・ハゼ科
な どの一 部 の分類 群 にお い て重要 な 分類形 質
として扱 われ てきた。南極大 陸周 辺海 域 に優 先
す るノ トセ ニア亜 目魚類 につ いて も,特 にノ ト
セニア科 では頭部感覚 管系の形状で,い くつか
の グルー プに分類 した り,特 化 の方向 を推定 し
て系統 関係 の構 築に用 い られ てい る。一方,血
液 中にヘ モ グ ロビン を持 たない とい う極 めて
特殊 な 形質 で特 徴付 け られ るコオ リウオ科 魚
類 は,本 亜 目中で も相 対的 に大型の頭 部 を有 し,
発達 した頭 部感 覚管系 を持つ が,そ の形状 につ
いて は詳細 な比 較形 態学 的研 究 が行 われ てい
ない。そ こで本研究で は,コ オ リウオ科全種 に
つ い て この頭部 感 覚管 系 の形 状 を明 らかにす
るとともに,近 縁のバ シ ドラコ科魚類 の解析 も
加 えて,各 種 ・属間で の比較 を試み た。
[結果 ・考察]
解 析の対象 としたの はコオ リウオ科11属16
種 中15種 とバ イ ドラ コ科2種 で,ノ トセ ニア
科の形状 につい てはJakubowski(1970,1971)お
よびAndersen　 (1984)を 参考 と した。
頭 部 感覚 管 系の基本 構 成 は これ らの ノ トセ
ニア亜 目魚類 で顕著 な差が認 め られ なか った。
すな わち,両 眼 間か ら吻端 にかけて走 る眼上菅
(CSO),眼 上 菅の後方 か ら眼窩下縁 に沿 って走
る眼 下管(CIO),前 鯉蓋 骨 上か ら下顎先 端 まで
走 る総監 下顎管(CPOM),　 さ らには これ ら主要
な感覚 管系 を結 ぶ,側 頭 管(CT),上 側頭 骨(CST),
眼上 菅連結(SOC)に よって構成 され てい た。 た
だ しコオ リウオ 科魚 類 の 一般 的特 徴 で あ る長
い吻,大 型 の顎 とい う形態 を反映 して,　CSO　 ・
CPOMの 下顎部 分 の開孔 数 に明瞭 な差 が 見 ら
れ た。 す なわち,コ オ リウオ科魚 類 で はCSO
が各層 平均 で7.2～12.0,平 均 では9.7程 度 で あ
るのに対 して,バ シ ドラ コ科 では4.1～7.0,ノ
トセ ニア科 では4～5で あ った。同様 に,　CPOM
で もコオ リウオ科 が平均 で13.1で あ るのに対
して,バ シ ドラコ科 で は9.6,ノ トセ ニア科 で
も9.6程 度 であっ た。従 って,こ れ らの感 覚 管
の開孔 数増加 は コオ リウオ科 魚類 の特化 の方
向を示す もの と推 定 され る。一方,　SOC,　 CIO,
CSTな どの開孔数 には明瞭な差 がな く,本 亜 目
の中で も安定 した形質 で あるこ とが伺 えた。
コオ リウオ科内 では,　Champsocephalusが 他
属に比べて多 くの 開孔 数 をもつCIOとCPOM
(鯉蓋部)を 持つ ことで特徴付 け られ た。他 に,
Psendochαenichthysと 　Neopαgetopsis　,　 Pαge－
topsisに 見 られ るれCIOの 一部後方 に伸 長す る
傾、向 や,　 Pseud・chαenichthys　 ・　 Chi・n・drac・
MYersiに のみ 見 られ るCTとCPOMの 連 結 とい
う形質な ど,一 部 の属 ・種 を特徴付 け る形質 も
い くつか見 出 され たが,こ れ が本科 におい て特
化形 質 であ るか否 かに つ いて は さ らに検 討 を
要す るもの と思 われ た。
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 LIVER REGENERATION IN THE ANTARCTIC FISH Notothenia neglecta 
 BASTOS-RAMOS, W.  P.*;  GONcALVES, N. M. F. M.  **; SILVA, J. R. M. C.  ***; 
BLASQUEZ, F. J.  H.***; BACILA, M  **. 
 *Universidade Estadual Paulista (Unesp), Brazil; **Universidade Federal do  Parana, 
Brazil;  ***ICB, Universidade de S. Paulo (USP) Brazil. Unesp: Rua Francisco Jose Longo 
777, S.  Jose dos Campos, S. Paulo, Brazil. Cep. 12.243-000. Fax (012) 342-5418 
The liver of Antarctic fishes is, as a rule, heavily infested by parasites, chiefly nematodes, which 
occupy an extensive area of the organ. However, there are no apparent damage to the fish, since 
they are healthy or present no apparent health disturbance and live long under this condition, 
indicating that they have a sufficient normal functioning hepatic parenchyma. This supposes that 
the liver undergoes tissue regeneration, compensatory to the parasites presence. The aim of this 
work was to study the liver regeneration in fishes submitted to partial excision of the organ. 
Morphological aspects are studied by histology and functional pattern by determining the liver level 
of total proteins and cholinesterase activity. Repercussion of the partial hepatectomy on the fish 
organism is studied by hematological profile along the regeneration process as well as by plasmatic 
protein and cholinesterase. Material and methods. 12 adult Notothenia neglecta were used. They 
were caught at  80-100m depth, in the Admiralty Bay, King George Island, Antarctica, where is 
settled the Brazilian Antarctic Station. The fishes were prior kept in indoor tanks with aerated 
marine water at  0-1.0°C for at least  10 days to acclimation. Less infested animals were selected. 
Surgical operation to partial excision of the liver (about 30%) was carried out in benzocaine 
anesthetized fishes. The part of the organ that remained in the animal was called "residual" liver; 
the new tissue formed in the surgical wound region, observed at the occasion the fishes were 
sacrificed, was called "new" liver. After the surgery, they were returned to the aquarium and 
sacrificed, two by two, 7, 14 and 21 days later. Blood samples were obtained from caudal vein by 
vacuum system, a first sample at the surgery and a second one at the sacrifice. Hematocrit (Ht), 
erythrocytes (RBC), hemoglobin (Hb), plasmatic total proteins and cholinesterase activity were 
determined. At the time of the sacrifice, the whole liver was excised. Fragments of the "normal" 
liver (before surgery), of the "residual" and "new" liver were taken to histology, to total protein 
determination and to cholinesterase assay. Total protein was determined by Lowry method and 
cholinesterase assayed by Dietz's. Results and Comments. It was observed that: 1)- from the 7th 
day on, new tissue was being formed at the liver surgical wound region; 2)- serum cholinesterase 
specific activity progressively decreased after the surgery, down to 55% at the  21' day; in the 
"residual" liver
, a 50% decrease was observed at the 14th day, then increasing up to 80% of normal 
values at the  21' day. In the "new" liver tissue, cholinesterase activity was detected from the 14th 
day of surgery on, being of 20% of normal at the  21" day. 3)- plasmatic total proteins was not 
altered by operation, but in the "residual" liver tissue, it was decreased to 6% at the 14th day, and 
next, progressively increased to 40% of normal at the  21St day. At the 14th and  21' days, total 
protein in the "new" liver tissue were respectively of 9% and 40% of normal. 4)- Htc, RBC and Hb 
progressively decreased in the operated animals, being respectively at the  21" day, of 71%, 56% 
and 28% of the initial values. Summarizing, an important capacity of undergoing to liver 
regeneration was demonstrated in the Antarctic fish. The operation induced a clear depression of the 
hematological profile along the experimental period. Also, the "residual" liver function was 
somewhat affected by hepatectomy or by surgical "stress". On the other hand, the "residual" liver 
capacity of synthesizing protein was preserved, as demonstrated by its unchanged plasmatic levels. 
It was demonstrated a functional response in the "new" tissue, since cholinesterase activity was 
present since the 14th day of surgery.
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HEMATOLOGICAL AND BIOCHEMICAL COMPENSATORY RESPONSES OF 
ANTARCTIC FISHES TO ACUTE CHANGES OF TEMPERATURE
BASTOS-RAMOS, W.  P.*;  GOKALVES, N. M. M. F.**;  LUCCHIARI, P.H.**; 
BACILA,  M.**
*Universidade Estadual Paulista (Unesp), Brazil;  **Universidade Federal do  Parana, 
Brazil. Unesp: Rua Francisco  Jose Longo 777, S.  Jose dos Campos, S. Paulo, Brazil. Cep. 
12.243-000. Fax:  (011)  342-5418
It is known that blood viscosity increases in proportion with lowering of temperature. To 
compensate red-blooded Antarctic fishes have achieved adaptative reduction in viscosity by 
having lower hematocrit (Hct), with fewer erythrocytes (RBC) and less hemoglobin (Hb) 
than temperate teleosts. Plasma viscosity is a minor contributor to overall blood viscosity 
and is influenced by plasmatic proteins, including antifreeze glycoproteins and salt, which 
elevate the baseline of plasma viscosity to a higher level than in teleost of temperate 
regions. Data about hematological profile of Antarctic fishes are often discordant in the 
literature, what could be accounted to the temperature in which they are acclimated. Stress, 
which is known to rise hematocrit, could also contribute to misleading data. The aim of this 
research was to study the blood profile, viscosity, serum total proteins and salt in fishes 
submitted to acute change of temperature. Benzocaine anesthetized and non anesthetized 
fishes were compared. Methods. To the experiments, 27 Notothenia neglecta, 3 N. rossii, 1 
N.  angustifrons and 1 N. nudifrons were used. The fishes were caught at  60-100m depth, in 
the Admiralty Bay, King George Island, Antarctica. To the experiments, a double walled 
Plexiglass chamber was used. The inner compartment ("fish chamber") was filled with 
aerated marine water and the outer compartment filled with running cooling solution 
supplied with a two way circulating pump. The fish was placed in the inner chamber and 
temperature was changed from 2.0°C down to —1.8°C, in a three hours interval. Water was 
monitored to the presence of nitrites and to salinity. Blood samples were taken from caudal 
vein at the two extreme temperatures. The fishes were anesthetized with benzocaine and 
four fishes were not anesthetized. In 8 control experiments, the temperature was kept 
constant at 2.0°C for three hours. RBC were counted in a Neubauer chamber with 400x 
magnification; total serum proteins were determined by Lowry  method  ;  K+ and  Na+ were 
determined by electrode method. Relative blood viscosity was determined with a Denning 
& Watson viscosimeter. Results and Comments. It was demonstrated that, at 2.0°C RBC 
and Hct were somewhat higher than those referred to Antarctic fishes in the literature and 
showed a minor individual variance. However, their values significantly decreased when 
the temperature dropped to —1.8°C. In control fishes, when the temperature was kept 
constant at 2.0°C a significant rising of RBC was observed. Plasmatic  Na+ was slightly 
risen at the lower temperature while  K+ values were not significantly changed. A higher 
Hct was observed in non anesthetized fishes. Total plasmatic proteins slightly diminished 
at the negative temperature. Nitrites were absent in the fish water along the experiments. 
Relative blood viscosity were comparable at 2.0°C and —1.8°C, indicating that the Antarctic 
fishes undergo to compensatory blood changes in response to acute dropping of 
temperature, maintaining viscosity.
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     Trematomus bernacchii AS BIOINDICATOR ORGANISM FOR THE 
ASSESSMENT OF THE IMPACT OF SCIENTIFIC STATIONS IN ANTARCTICA
 Begoila  Jimenez and S. Focardi
Dipartimento di Biologia Ambientale,  University di Siena, 
     Via delle Cerchia 3, 53100 Siena, ITALY
     In order to assess the impact of the Italian Scientific Station at Terra Nova Bay some 
years after its establishment, a biomonitoring study was performed using the fish  Trematomus 
bernacchii as bioindicator organism. Two small coves near Terra Nova Bay Station were 
chosen as sampling sites. The north cove (A) is used as a landing place for two small crafts 
for a few weeks each year. The south cove (B) receives the waste water of the station. Adult 
specimens of T. bernacchii (body weight range 21-29 g, length 123-349 mm) were fished in 
November 1995. Sampling was done in order to investigate differences in human impact 
between the two coves and also in the impact of human activities over the period one month. 
BPMO and EROD activities were selected as biomarkers to evaluate the effects of 
polyhalogenated compounds. Porphyrin levels were investigated to evaluate the presence of 
organochlorines and heavy metals. 
     Fish samples from cove A obtained at a one month interval did not show substantial 
induction of BPMO and EROD activities, which were found to be induced 1.6 and 2.27 times 
more than in control specimens. This indicates that human activities over the period of a 
month do not cause induction of BPMO and EROD activities in T. bernacchii. Human impact 
was therefore minimal. No differences were found in BPMO and EROD activities between 
fish living in coves A and B at the two sampling times. This means that human impact was 
similar in the two coves. Porphyrin levels measured in cove A at an interval of one month 
were almost identical (112.50 and 127.11 pmol/g tissue respectively). Porphyrin levels in fish 
from coves A and B at the end of the month were 127.11 and 92.55 pmol/g tissue 
respectively, which was not significantly different. 
     A very surprising difference was found between the results obtained in this study and 
those of previous studies, in which liver  MFO activity was found to be induced in fish from 
cove B. In a study carried out in 1994, BPMO and EROD activities of fish from cove B were 
found to be induced 27 and 59 times more than in fish from cove A. At the time, it was 
deduced that was higher human impact in cove B than in cove A. This decrease in liver 
microsomal MFO activity reflects a decrease in the impact of the Italian station.
     The following conclusions can be drawn from the results of the present study: 
1. Human impact was minimal during the Italian expedition of November 1995. 
2. There has been a marked decrease in contamination by the Italian Antarctic base with 
  respect to previous years. This decrease is mainly due to improvements in waste disposal. 
3. The biomarker approach based on porphyrin levels and BPMO and EROD activities in 
 Trematomus bernacchii proved to be a good system for assessing the impact of the Italian 
  scientific station.
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Two Food-Chains related to Antarctic Fish 
Pagothenia borchgreviniki in early spring
              He Jianfeng 
(Polar Research Institute of China, Shanghai 200129)
                            Abstract 
The Antarctic fish (Pagothenia borchgreviniki) were collected frombelow the sea-ice 
near Zhonghshan Station between 17 September and  1  lOctober, 1992. The fish ranged 
in body length from 107 to 206 mm. Thestomach contents of 88 freshly captured fish 
were analysed, and only54 of which had contents. Amphipod(mainly Tryphosella sp.) 
and fry fish(mainly P.borchgreviniki) were two common preys. The frequency 
 ofoccurrence of amphipod in the guts of all the fish was 39%, and of fryfish was 25%. 
Numerically, amphipod contained 52% and fry fishcontained 39%, and other 
preys such as  Ostracode,  euphausiid, polychaete and nematode only contained 9%. 
And as weight was concerned, the dominant diets were fry fish(59%) and 
amphipod(24%). The analysis of total 37 Tryphosella sp. showed that 25 of 
whichhad gut contents. The diets contained mainly  Amphiprora  kjellmanii, Natzschia 
barkleyi,  N.cylindrus and  N.castracaneri, which were commonin the bottom layer of 
sea ice. The fry fish in the guts of fish had 15-76 cm length. The analysis of guts 
contained mainly copepod andcopepodite. Among which, Oithona similis was a 
common species. The investigation showed that ice-algae  Tryphosella sp. ---
P.borchgreviniki and ice-algae ( or phytoplankton) --- copepod --- P. borchgreviniki 
were two main related food chains in the upper watercolumn near Zhongshan Station 
in early austral spring.
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Relation between the morphology of the pharyngobranchial 
  apparatus and the feeding habits of the Antarctic fish 
         Notothenia neglecta Nybelin, 1951
Rios, F. S., Fanta, E. (UFPR, BRAZIL)
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HISTOPHYSIOLOGY OF THE HEPATIC INFLAMMATORY RESPONSE 
IN THE ANTARCTIC FISH NOTOTHENIA NEGLECTA CNPq PROJECT 
                         67004-94 
    J.R.M.C.  Silval  ;  F.J.  Hernandez-Blazquez2;  O. M.  P.1  &  L.R. Porto-Netol
1 Departamento de Histologia e  Embriologia, Instituto de  Ciincias BiomEdicas, USP, Av. 
          Prof. Lineu Prestes, 1524, CEP 05508 900,  S„o Paulo, SP;
 fax:011- 818 7402; e-mail-internet:  jrmcs@usp.br/ 
2 Departamento de  Ciincias  B•sicas, Faculdade de Zootecnia e Engenharia de  Alimentos, 
   Duque de Caxias Norte, 225, Campus Pirassununga - USP,CEP 13630 000  -
                       Pirassununga - SP - Brasil, 
        fax (019) 5618606 r. 234,  e-mail-internet:fjhblazq  @spider.usp.br
The present project aimed to study the hepatic capacity of the Antarctic fish Notothenia 
neglecta to respond to the  icatguti suture thread and to dead parasites re-implanted in the 
latter tissue, in order to verify and describe the changes that occur. The material was fixed 
and examined  under light microscopy using different coloring techniques. The 
inflammatory response induced by the re-implanted dead parasite and by the suture thread 
implanted in the hepatic parenchyma occurred with different intensities; we verified a 
more intense response for the suture thread and in both cases we verified an attempt to 
encapsulate the irritant agent through the overlapping of pavimental cells. The 
inflammatory response induced by the thread in the liver and in the muscular tissue are 
different, where in the former predominate two types of eosinophils granulocytes and 
macrophages whereas the latter is essentially composed of macrophages and does not 
present a clear tendency to encapsulate during the observed periods of time. The 
appearance of plasmocytes was late, probably due to the low Antarctic temperatures, and 
occurred more evidently in those animals which received the intramuscular dead parasite 
and thread in the liver, suggesting a secondary response mediated by antibodies. The 
majoritative presence of eosinophyls in the hepatic parenquima after 7 days, suggests the 
participation of the latter in the elimination of the Ag-Ac complexes. Our results clearly 
show that the Antarctic fish Notothenia neglecta responds through cellular migration to 
injuries induced by suture thread and re-implanted dead parasites, despite the low 
temperatures (1 +- 20 C); this characterizes N.  neglectais capacity to recognize irritant 
stimulus as foreign material and establish an induced inflammatory process induced by the 
above mentioned agents in an intensity superior to that which would be expected for a fish 
of temperate climate maintained at these temperatures. N.  neglectais inflammatory process 
is clearly adapted to the cold of the Antarctic seas . Acknowledgments to SECIRM, 
PROANTAR, CNPq and  lo  GB  U. 
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コ シ ジ ロ ウ ミ ツ バ メ の抱 卵 エ ネ ル ギ ー 量 の 評 価 とそ の 方 法
Incubating　 energy　 expenditure　 of　Leach's　 Storm-petrels　 in　artificial
　　　　　　　　　　　　　　　 nestboxes.
新 妻 靖 章 、高 橋 晃 周 、 綿 貫 豊(北 大農 応 用 動 物)
Yasuaki　 NIIZUMA,　 Akinori　 TAKAHASHI,　 Yutaka　 WATANUKI
　　　　　　　　　　(Hokkaido　 Univ.)
　 　 　 　 Energy　 expenditures　 of　incubating　 Leach's　 Storm-petrels　 (Oceanodroma
leucorhoa)　 were　 measured　 using　 artificial　nestboxes　 without　 any　 human　 disturbance　 at
Daikoku　 island,　 Hokkaido,　 Japan.　 Oxygen　 consumption　 were　 directly　 measured　 with
an　open且ow　 system.　 The　 mean　 incubating　 metabolic　 rate　(IMR)　 of　the　adult　 Storm-
petrels　 were　 86.2　 ±　29.O　 m102/h　 (n=16)　 in　the　day　 time　and　 104.4　 ±　23.7　 m102/h
(n=11)　 at　the　night　 time.　 IMR　 increased　 linearly　 only　 at　night　 as　ambient　 temperature
was　 de(Teased　 from　 16.6　 ℃　to　12.5　 ℃.　 Daily　 energy　 expenditure　 of　the　incubating
birds　 (46.O　 kj/d)　 indicated　 a　good　 agreement　 with　 estimations　 of　incubating　 metabolic
rate　based　 on　body　 mass　 loss.
抱卵 中の親鳥 が消費 した酸素量 を測定で きるよ うに工夫 された巣箱 を設置 し、
コシジ ロウミツバ メの抱卵エネルギー消費量 を測定 した。調査 は北海道 東方の大黒 島で
1995年6月 下旬 か ら7月 上旬 に実施 した。酸素消費量は開放系 によ り、毎分0.2ml
の空気 を巣箱か ら吸引 し、酸素濃度 を測定 した。胚 のエネルギー消費量は親鳥 の0.3-
3%で ある ことが知 られて い るため、 ここでは無視でき る もの として扱 った。 コシ ジ
ロウ ミツバ メの抱卵エネルギー消費量は夜間で104.4±23.7mlO2/h(n=11)、昼間で
平均86.2±29mlO2/h(n=16)であった。夜 間の巣穴温 度は16.6℃ か ら12.5℃
と変化 し、巣 穴温度が下が る と親鳥 のエネルギー消費量が有意 に大 き くな った。昼間の
巣 穴温度 は20.2℃ か ら14.1℃ と変動 したが、親鳥 のエネルギー消費量 には影 響が
なか った。今 回の測定で得 た抱卵鳥 の1日 のエネルギー消費量 は46.Okj/dで 、野 外
で の体 重の減少量か ら推 定 した値 とよ く一致 した。このよ うに巣箱 を用 いる ことで、調
査者や 調査 の実施 に伴 う繁殖鳥 への人為的効果 を除き、野外で のエ ネル ギー消費量 を測
定す る こ とが 可能 となった。
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ウトウの親の給餌量調節:雛 の餌要求量の操作実験
Regulation　 of　food　 provisioning　 in　Rhinoceros　 Aukdet　 parents:
　 　 experimental　 manipulati・n　 ・f　nestling　 requirements・
高 橋 晃 周(北 大 農)、 黒 木 麻 希(総 研 大)、 綿 貫 豊(北 大 農)
A.　Takahashi　 (Hokkaido　 Univ.),　 M.　 Kuroki(NIPR),　 &　Y.　Watanuki　 (Hokkaido　 Univ.)
Regulation　 of　food　 provisior亘ng　 in　Rhinoceros　 Auklet　 parents　 in　relation　 to　food
requirement　 of　their　 nestlings　 were　 studied　 at　Teuri　 Island.　 The　 food　 requirement　 of
nesthngs　 were　 experimentally　 increased　 by　 removing　 one　 parentぐ'Single")in1996,
and　 decreased　 by　 supPlementally　 feeding　 to　nesthngs　 CSupPlemenビ)in1996and
1997.　 The　 amount　 of　food　 delivered　 to　chicks　 did　 not　 differ　 among　 the　 Contro1,　 Single
and　 Supplement　 parents　 in　1996　 and　 between　 Control　 and　 Supplement　 parents　 in
1997.　 Consequently,　 the　 chick　 growth　 rates　 and　 fledging　 success　 decreased　 in　"Single"
chicks　 in　1996　 and　 increased　 in　"Supplemenピchicks　in　1996　 and　 1997　 compared　 to
Control　 chicks.　 The　 body　 condition　 (mass　 corrected　 for　body　 size)　 of　parents　 did　 not
differ　 among　 the　 three　 groups　 in　1996.　 Parents　 may　 firstly　 maintain　 own　 body
condition　 and　 they　 did　 not　 regulate　 food　 provisior丘ng　 according　 to　the　 food
requirement　 of　their　 nestlings・
外洋で採餌をおこなう海鳥類の親 にとって、雛への給餌 と自らのボディ ・コンディショ
ンの維持のバランスは重要な問題である。 これまで、雛への給餌量に くらべ、親のボ
デ ィ ・コンディシ ョンの年変動が小 さいことか ら、親は給餌に際 してまずボデ ィ ・コン
ディションを維持する傾向があることが示唆されて きた。 この ような関係 は、餌 条件や親
の質の違いといった要因をコン トロールし、実際に雛の給餌要求量 を操作する実験 をおこ
なうことで明確 にで きると考えられる。そこで、本研究では、ウ トウの親が、雛の餌要求
量の変化 にあわせて給餌量を調節 しているか どうか、実験的に雛の餌要求量 を操作する実
験をおこなって明 らかにした。
ウ トウは魚食性の海鳥で、…羽の親は平均一 日1回 、約259の 餌 を約50日 にわたっ
て雛へ給餌する。1996年 、親の片方を'取り除 くことによって雛の餌要求量 を増加 させ
(片親除去)、 雛へ付加給餌 してそれを減少させた(付 加給餌)。 これ ら実験 グループと
コントロールとの間で、給餌量 と親のボデ ィ ・コンディシ ョンを比較 した。また、雛 の成
長速度が96年 の6割 程度に低下 した1997年 にも同様の付加給餌実験 をお こなった。
…羽の親による雛への給餌量は、96年 のコントロール、片親除去、付加給餌のグルー
プ間で差はなかった。…日ごとの給餌量は片親除去 ・付加給餌 グループとコン トロールの
間に相関があ り、両者は同じように日変動すると考えられた。結果的に雛の成長速度 ・巣
立ち率は片親除去 グループで低下 し、付加給餌 で上昇 した。親のボデ ィ ・コンデ ィシ ョン
にグループ問で差はなかった。97年 も付加給餌 グループとコン トロールの間に給餌量の
差はなかった。 これより、雛の餌要求量が変化 して も、親は給餌量を変化させず、 まず自
らのボディ ・コンデ ィションを維持することが示唆 された。
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ア ム ン ゼ ン 湾 リ ー セ ル ラ ル セ ン 山 の ア デ リ ー 及 び コ ウ テ イ ペ ン ギ ン の 繁 殖 状 況
Breeding　 status　 of　ad61ie　and　 emperor　 penguins　 at　Mt・　Riiser-Larsen,　 Amundsen　 Bay
加 藤 明 子(国 立 極 地 研 究 所)・ 市 川秀 雄(北 海 道大 学 農 学 部博 物 館)
　 　 　 Aldko　KATO　 (NIPR),　Hideo　ICHIKAWA　 (Hokkaido　 Univ.)
Ad6he　 and　 emperor　 penguin　 rookeries　 were　 surveyed　 at　south-west　 of　Mt.　 R五ser-Larsen,
Amundsen　 Bay　 (66°47'S,　 50°33'E)　 on　 17　December　 1996.　 877　 pairs　 of　ad6he　 penguins
were　 nesting　 on　the　moraine,　 most　 were　 incuba血g　 and　 some　 started　 hatching.　 Emperor
penguins'　 rookery　 was　 on　 the　 frozen　 pond　 covered　 by　 snow.　 There　 were　 25　 adults
(including　 3　molting　 birds),　 3　1uveniles　 and　 250　 chicks　 in　crさche.
エ ン ダ ー ビー ラ ン ドの ア ム ンゼ ン湾 で コウ テ イペ ンギ ン(Apteno4ytesforsteri)
の ル ッカ リー の 存在 が 指 摘 さ れ、 隣 の ケ ー シ ー湾 で も繁 殖 の 可 能 性 が 示 唆 され
て い るが 、 詳 しい場 所 や営 巣 数 に関 して は不 明 で あ っ た。 ま た ア デ リーペ ンギ
ン(PygoscelisOdeline)の 営 巣 に 関 して も、詳 し く記 載 は な され て い な い 。今 回 、第
38次 観 測 隊 夏 隊 で リー セ ル ラル セ ン山南 西 部 にお け る ア デ リーペ ンギ ン と コ ゥ
テ イ ペ ンギ ンの 営 巣 状 況 の調 査 した の で報 告 す る。
1996年12月17日 、 昭和 基 地 の 東北 東 約600㎞ 、 リー セ ル ラル セ ン山南 西 部
の 露 岩(66°47'S,50°33'E)で ペ ンギ ン ル ッカ リー の調 査 を行 っ た 。アデ リー ペ ンギ
ンは 、 モ レー ン上 に2列 に細 長 く広 が って営 巣 して お り、ほ とん どが抱 卵 中 で 、
わ ず か に艀 化 が 始 ま って い た 。約200m離 れ た標 高50mの 丘 の 上 か ら写真 撮 影
をお こ な い 、営 巣 数 を数 えた とこ ろ、877巣 で あ った。
また ア デ リー ペ ンギ ンの ル ッカ リーか ら内 陸 に約200m入 った と こ ろ にあ る
凍 結 した池 の縁 の ドリフ ト上 に コウ テ イペ ンギ ンの ル ッカ リー が あ った 。 親 と
同 じ くらい の大 きさ まで 成 長 した ヒナ250羽 が ク レ イシ を形 成 して お り、 中 に
は 換 羽 が 始 ま っ てい る もの もい た。 他 に成 鳥25羽(う ち換 羽 中3羽)、 若 鳥
2羽 を数 え 、給 餌 も観 察 した。12月 中旬 は コ ウテ イペ ンギ ンの巣 立 ち初 期 に当
た り、 ほ と ん どの生 残 ヒナ は ル ッカ リー にい る と考 え られ 、 少 な く と も250ペ
アが 繁 殖 してい た。 コ ウテ イ ペ ンギ ンは一 般 に安 定 した 海 氷 上 で 繁 殖 す る とい
わ れ て い るが 、 例 外 と して2つ の ル ッ カ リーが 知 られ て お りTaylor　Glacierと
DionIs.で は砂 礫 上 で繁 殖 して い る。今 回発 見 した ル ッカ リー は雪 で覆 わ れ た池
の氷 上 に あ り大 変珍 しい もの で あ る。
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THE IMPACT OF  BACK-MOUNTED LOGGER ON THE KING 
         PENGUIN  DIUE PARAMETERS.
Yan  Ropert-Coudert1-3,  Charles-Rndre  Bost',  Yues  Handrichl, Richard 
 Beuan2 and  Yuon Le  Mahal.
1 - Centre d'Ecologie et de Physiologie Energetique, 23 rue Becquerel 
67087 Strasbourg Cedex 02, France. 
2 - Birmingham  University, School of biological sciences. Edgbaston B15 
 HT, Birmingham, United Kingdom 
3 - Present adress : National Institute of Polar Research, 1-9-10 Kaga, 
Itabashi-ku, Tokyo 173, Japan.
     The micro-data recorders used to monitor the  behavior of free-
ranging King penguins are commonly fixed on the back of these birds 
and thus, induce a drag effect. This drag effect leads to a decrease of 
the bird's swimming speed as well as an increase of their energetical 
expenditure (Wilson and Culik 1992). 
    To estimate the impact of externally attached loggers on the 
birds  dining performances, Time Depth Recorders were implanted in the 
abdominal  cavity of ten King Penguins.  Five of these birds were also 
externally equipped with recorder dummies so that the  dining 
performances of unencumbered birds (called "Internal" group) could be 
compared with the externally equipped ones (called "External" group). 
     On the 5027  dines recorded (2466 for the "Internal"  versus 2561 
for the "External"), no statistical differences were observed for the 
majority  of the  dines parameters between the two groups. 
 However, differences occured in the depth frequency as the 
"External" birds
, between 0 and 10 meters, performed 1.7 times more 
 dines. Additionally, the "External" birds were significantly less apt to 
string together deep  dines with deep  dines. The classical deep  dine 
sequences (defining a "bout") were more frequently interrupted by 
shallow  dines for these birds. Furthermore, the distribution of the post 
 dine durations, with regard to the time of day, showed an important 
number  of extended surfacing time for the "External" birds. 
     Regarding these results, the  devices attached externally might 
 have had an important energetical impact on the King penguin's  dining 
performances.  In response  to this increasing  energetical cost, the 
birds performed a greater amount of shallow dives. The impact 
of external logger might be more important during the winter 
season, for which the environmental constraints are greater.
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デ ジ タ ル 画 像 収 録 装 置 に よ る 水 生 動 物 の 生 息 環 境 把 握
　 　 　 Digital　 still　pictures　 obtained　 from　 a　free-ranging　 green　 tUrtle
佐 藤 克 文(極 地 研)・ 石 丸 隆(東 水 大)・ 田 中 秀 二(総 研 大)・
依 田 憲(京 大 理)・ 内 藤 靖 彦(極 地 研)
　　　　　　　 K.　Sato　(NIPR),　 T.　Ishimaru　 (Tokyo　 Univ.　of　Fisheries),
H.　Takana　 (Grad.　Univ.　 Advanced　 Studies),　K.　Yoda　 (Kyoto　 Univ.),　Y.　Naito　 (NIPR)
Reccnt　 studies　 on　 diving　 marine　 animals　 rcvcaled　 their　 unexpected　 ability　 to　 dive.　 The
loggerhead　 and　 the　 grcen　 turtles　 can　 dive　 fbr　 more　 than　 90　 min.　 The　 leatherback　 turtle　 and　 the
elephant　 seal　 divc　 to　substantial　 dcpth　 of　 lOOOm　 or　 morc.　 The　 emp　 eror　 pcnguin　 and　 the　 king
penguin　 in　the　 Southern　 Occan　 us　 ually　 dive　 dccply　 (ca.　 500　 m　 and300　 m,　 respectively)　 and
continuously.　 Thcse　 pursuit　 divcrs　 arc　 considcred　 to　 bc　 major　 componcnts　 of　 thc　 Southern
Ocean　 ecosystems.　 Thcir　 large　 populatiorls,　 wide　 distribution,　 and　 high　 encrgy　 demands　 play
a　fUndamental　 role　 in　the　 dynamics　 of　 marine　 resources.　 It　intimates　 that　 hugp　 amount　 of　 prcy
organisms　 like　 squids,　 jeUyfishes　 and　 myctophid　 fishes　 are　 distributed　 in　the　 mesopelagic
zonc.　 However,　 thc　 biomass　 of　 thcse　 dccp　 sca　 prcys　 arc　 still　un㎞own.　 Hcre　 wc　 proposc　 an
technical　 idea　 to　 contribute　 to　 thc　 interesting　 fields.　 We　 are　 dcveloping　 a　rccording　 system
which　 can　 store　 digital　 still　picturcs.　 Thc　 system　 was　 attachcd　 on　 grcen　 turtles　 as　 a　first　 triaL
PDT　 (speed,　 depth,　 tcmpcrature),　 D2G　 (depth,　 two-dimensional　acccleration),　 DCL　 (dcpth,
conductivity,　 light　 intcnsity),　 and　 ST　 (stomach　 tcmpcrature)　 loggprs　 were　 also　 attachcd　 on　 thc
turtlcs　 simultaneously.　 Turtles　 spcnt　 most　 of　 their　 timc　 submergcd　 and　 repeated　 flat　bottom
dives　 fbr　 2-3　 wccks,　 internestingperiod.　The　 flat　bottom　 divcs　 arc　 charactcrizcd　 by　 long　 dive
duration　 (ca.　 40　 min)　 and　 dive　 profilc;　 dircct　 desccnt　 to　the　 maXimum　 depth　 of　thc　 divc,　 which
is　completcly　 flat,　 and　 cnd　 in　dircct　 asccnt　 to　thc　 surface.　 According　 to　 the　 swim　 spced　 and
accelcration　 data　 rccordcd　 by　 PDT　 and　 D2G　 loggcrs,　 rcspectively,　 turtlcs　 did　 not　 swim　 whcn
they　 werc　 at　 thc　 maximum　 dcpth　 of　 flat　 bottom　 dive.　 Thcsc　 rcsults　 suggcst　 that　 thc　 flat
bottom　 divcs　 werc　 constrained　 by　 thc　 substratc　 at　thc　 decpcst　 depth　 of　 cach　 dive.　 This　 is
reinfbrced　 by　 the　 digital　 still　pictures　 from　 a　green　 turtle　 to　which　 the　 rccording　 system　 had
bcen　 attachcd.　 And　 somc　 pictures　 shows　 that　 thc　 turtle　 staycd　 in　the　 cave　 or　 bctwccn　 the
rockycliffwalls.
海洋動物の予想 を上回る潜水能力が,最 近明らかにな りつつある.ア カウミガメやア
オウ ミガメは90分 以上息、こらえをする事が 出来 る.オ サ ガメやゾ ウアザ ラシは
1000m以 上 もの深さまで潜水 していた.コ ウテイペ ンギ ンやオオサマペンギンは,
500mな い し300mも の潜水を連続 して行 っていた.こ れらの潜水動物 は海洋生態系
において重要な役割 を果たしてお り,こ れらの動物 を支える海洋中心層の生物量は,
膨大なものになると想像 されるが,未 だ明らかにされていない.そ れを調べ る一手段
として,動 物装着型のマ イクロデータロガー,特 に画像収録 システムを用いる手法が
挙げられる.第 一段階 として,小 笠原のアオウミガメから得たデータ(画像,深 度,
遊泳速度,加 速度,照 度,電 気伝導度,水 温,体 温)を 紹介する.亜 熱帯の海でアオ
ウミガメ自身が撮影 した生息環境の映像 は非常に興味深い ものであった.
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給 餌 に よ る ネ ズ ミ イ ル カ の 胃 内 温 変 化
　 　 　 　 　 Stomach　 temperature　 change　 of　harbor　porpoise　 in　captivity
大 谷 誠 司(総 研 大 ・極 地 研)・ 内 藤 靖 彦(極 地 研)・ 河 村 章 人(三 重 大)
　　 OTANI,　 S.　(Grad.　 Univ.　 Advanced　 Studies,　NIPR),　 NAITO,　 Y.　(NIPR),
　 　 　 　 　 　 　 　 andKAWAMURA,A.(Mie.Univ.)
Stomach　 temperatUre　 of'　harbor　 porpoises　 were　 recorded　 in　captivity.　 We　 observed　 the　 relationship
between　 the　 degree　 of　 stomach　 temperature　 change　 and　 prey　 mass　 or　 temperature.　 Their　 body
temperature　 kept　 around　 37℃ 　except　 when　 ingestion　 of　 food　 and　 water.　 The　 logger　 for　 stomach
temperature　 were　 equipped　 with　 two　 sensors,　 at　upper　 and　 bottom　 sides.　 Stomach　 temperature　 was
fluctUated　 between　 24.8　 and　 37.8℃ 　by　 feeding,　 differing　 between　 both　 sides.　 The　 degree　 of
stomach　 temperature　 change　 and　 r㏄over　 time　 were　 affected　 by　 prey　 mass　 rather　 than　 prey
temperature.　 Judging　 from　 the　 results　 of　 this　 experiment,　 it　seems　 that　 we　 can　 estimate　 food　 mass,
which　 harbor　 porpoises　 take,　 from　 the　 degree　 of　stomach　 temperature　 change.
After　 this　 exper㎞ent　 in　captivity,　 a　harbor　 porpoise　 was　 attached　 micro　 data　 logger　 to　its　dorsal　 fin
and　 swallowed　 a　stomach　 temperature　 recorder　 and　 released.　 Then　 we　 succeed　 to　get　 diving　 and
stomach　 temperature　 record　 from　 a　free-ranging　 harbor　 popoise　 for　 one　 hour.　 Stomach　 temperature
of　the　 harbor　 porpoise　 was　 not　 so　 changed　 because　 it　seemed　 that　 the　 porpoise　 did　 not　 eat　anything.
胃内温度は空胃時には体深部温度を示 し、体温よりも低い海水 と同温度の餌を飲み込む
とその量に応 じて温度が低下する。従って胃内温度を測定することによって潜水時の体温
の変化 と同時に捕食のタイ ミングと量を推定することができるので、海鳥では野外で得 ら
れたデータよ り捕食量の推定等が行われている。しか し鯨類ではこのような手法 を用いて
彼 らの捕食生態 について調べ られた例はない。そ こでわれわれは野外 に放流 したネズ ミイ
ルカの捕食行動を調べる手始めとして、1996年 に北海道臼尻沖の定置網 により混獲され
た3頭 のネズミイルカに上下に2つ の温度センサーのついた胃内温度記録計(STR)を 口
から飲み込 ませ、直径6m、 深さ1.5mの 円形水槽に蓄養 した。飼育下において、餌 の量
や温度を変えて給餌することによって、胃内温度の低下や胃内温度の回復時間か ら餌 と胃
内温度の関係を調べた。その後、うち1頭 の背びれにマイクロデータロガーを装着 し、臼
尻漁港よ り放流することで、ネズ ミイルカの潜水行動 と体深部温度 との関係にっいて も調
べた。
飼育期間中のネズミイルカの体深部温度は、約37℃ とほぼ一定の値を示 し、摂食時以
外に体深部温度が変化することはほとんどなかった。胃内温度は餌 を飲み込んだときに急
激に減少 し、その後徐々にもとの体深部温度まで回復する。飲水による体深部温度 の低下
が見 られた ときもあるが、この時の体深部温度の回復は摂飯時よ りも急速に起 こっていた
ため、摂餌 による体深部温度変化 と区別することができた。体深部温度変化及び回復時間
は、餌の温度よ りもむしろ量と相関があった。この結果は、ネズミイルカの体深部温度か
ら摂餌量を推定するのに有効であると考えられた。
胃の中にSTRを 挿入して野外に放流したネズミイルカより、30分 間の体深部温度の記
録を得ることができたが、海鳥に見 られるような潜水による体深部温度の変化は見 られな
かった。 これは体深部温度の記録期間が短 く、また記録された潜水の数も非常 に少な く、
浅い潜水ばか りであったためであると考えられるので、今後のデータの蓄積が必要で ある。
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南 極 海 に お け る ミ ン ク ク ジ ラ の 集 合 特 性
AGGREGATIONS　 OF　MINKE　 WHALES　 IN　THE　 ANrARCTIC　 WATERS
笠 松 不 二 男(海 生 研)、 ポ ール・エンサー(NZ)、 ジ ェラルド ・ジ ョイス(USA)
FujioKASAMATSU(Mar.　Ecol.　 Res.　 Inst.),　 PaulENSOR(NZ),　GeraldJOYCE(USA)
The　 distribution　 and　 aggregations　 of　 minkc　 whales　 was　 examined　 using　 the　 sighitng　 data　 derived
丘om　 the　 systematic　 sighting　 surveys　 in　three　 areas　 of　 the　 Antarctic　 (southern　 Ross　 Sea,　 Wcddell
Sea,　 and　 Prydz　 Bay).　 Distribution　 patterns　 of　 minke　 whales　 wcre　 contagious　 in　Antarctic　 waters,
as　 was　 generally　 assumed,　 but　 were　 relatively　 random　 or　 uniform　 within　 the　 aggregations.　 Higher
density　 and　 higher　 mean　 crowding　 were　 observed　 in　 areas　 within　 bays　 (Ross　 Sca　 and　 Pr》dz　 Bay)
than　 in　 areas　 of　 open　 waters　 (Weddell　 Sea).　 Mean　 schol　 sセes　 wcre　 positively　 correlated　 "・ith
dcnsity.　 AggregationpattemswithrclationtodensityinAntarcticwaterswerediscussed.
我 々 は 南 極 海 の 鯨 類 群 集 の 構 造 と そ の 時 間 的 変 化 を 追 究 して い る 。 本 研 究 で は 、 南 極 海 の
鯨 類 群 集 で 最 も 個 体 数 が 多 い ミンククジ ラの 集 合 特 性 を 、 南 極 海 研 究 の 中 心 的 海 域 で あ る ロ ス
海 、 ウ エ デ ル 海 、 及 び プ ライズ 湾 の デ ターを 用 い て 解 析 し た 。 デ ターは 、 演 者 ら が 参 加 した1986
/86,1986/87及 び1988/89年 のrwc/IDcR　 (国 際 鯨 類 調 査10ヶ 年 計 画)南 ミンクジ ラ資 源 評 価 航 海
で 得 られ た 目 視 テ㌧ タを 使 用 した 。 ロ ス 海 で の 調 査 船 の 調 査 航 跡 をFig.1に 示 し た 。 こ の 調
査 船 の トラックライン上 の そ れ ぞ れ4マ イル毎 の ミンククジ ラ　　　　　　　　　　　　　　L・ngit・de
の 群 密 度 を ライントランセクト法 に よ り推 定 し た 。Fig.266s170El80170wl60w
に4マ イル毎(4平 方 マイル当 た り、1ユ ニット)の 群 密
度 及 び 平 均 群 サイズ の … 部 を 示 した 。 調 査 海 域 を
4-7の 層 に 分 け 、 そ れ ぞ れ の 層 の ユニットの 推 定 群
密 度 の 分 布 を 調 べ た 。 層 内 の ユニットの 平 均 群 密 度70S
(M)と そ の 分 散(V)が 同 じで あ る と 、 ホ゜ アソン分 布 で 壱
　
あ る こ と か らv/111及 びLloyd(1967)の 平 均 こ み あ 蚕
い 度(mean　 cro"rding　lll*)を計 算 し た 。 い ず れ の 層
に お い て も 高 い 集 中 分 布 の 特 性 が 見 られ た 。 こ75S
れ ら を 、 ミンククジ ラの 集 合(aggregation(に お い て 計 算
す る と 、 集 合 内 で は 、 ランダ ムあ る い は 一 様 分 布 に
近 い 特 性 が 見 られ た 。 各 ユニットの 群 密 度 と そ の 平
均 群 サイズ と の 関 係 を 求 め る と い ず れ の 海 域 に お80S
い て は 、 正 の 有 意 な 相 関 が 見 ら れ た 。
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ウ エ デ ル 海 の お け る ヒゲ クジ ラ類 の 分 布 一 特 にWeddell　 Driftと の 関 係 一
1)ISTRIBUTION　 OF　 BALEEN　 WHALES　 IN　THE　 WEDDELL　 SEA　 IN　RELATION　 TO　 WEDDELL　 I)RIFT
笠 松 不 二 男(海 生 研)、 ジ ェラルド ・ジ ョイス(USA)、 ボ ール・エンサー(NZ)
　 Fujio　KASAMATSU　 (Mar.　Ecol.　 Res.　 Inst.　),　Gerald　JOYCE(USA),　 Paul　ENSOR(NZ)
The　 relationship　 betwecn　 sca　 surface　 isothemls　 and　 the　 distribution　 of　 ()f　baleen　 whales,　 especially　 minkc
whales,　 was　 analyzed　 using　 the　 data　 from　 the　 IWC/IDCR　 (lntemational　 Decade　 of　 Cetacean　 Research)
southern　 hemisphere　 minke　 whale　 assessment　 cruise　 of　Area　 II,　1986/87,　 in　the　 Weddcll　 Sea　 (Fig.　 1).
High　 dnesities　 of　minke　 whales　 were　 observed　 in　cold-water　 intrusions　 derived　 from　 the　 Weddell　 Drift　 (62
-63S　 and　 20-27W),　 and　 in　the　 offshore　 waters　 at　the　 front　 between　 the　 cold　 waters　 and　 a　warm-water
intrusion　 at　63-65S　 and　 4-8W.　 Large　 number　 of　surface　 krill　swarms　 and　 sea　 birds　 (Antarctic　 prions　 and
blue　 petrels)　 were　 also　 observed　 at　this　front.　 Although　 sea　 surface　 temperature　 alone　 does　 n()t　appear　 to
have　 a　impact　 on　 the　 distribution　 of　minke　 whales,　 the　 compound　 ocncanographyic　 conditions　 associated
with　 the　 Weddcll　 gyrc　 does　 appear　 to　have　 substantially　 influenced　 their　 distribution　 in　portions　 ()f　the
Wcddell　 Sca.
冷 水 と の フロント(南 緯63-65度 西 経4-8度 付 近)に
ミンククジ ラの 高 い 密 度 が 観 察 さ れ た 。 こ の フロントに
は ミンククジ ラの 他 に 、 クジ ラド リ(P∂c1りp施desolata)
とアオミズ ナギ ド リ(　Halobaαna　caerulca)の 高 密 度 及
び ナンキョクオキアミと思 わ れ る　SW㎜Sが 多 数 観 測 さ
れ た 。 表 面 水 温 別 に ミンククジ ラの 密 度 を 見 る と統
計 的 に 有 意 な 傾 度 は 見 られ な い こ と か ら 、 ウ
エ デ ル 海 に お い て は ミンククジ ラの 分 布 ・集 中 を 支
配 して い る 要 因 は 、 海 洋 構 造 、 特 に 海 洋 フ ロ
ン ト等 が 影 響 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。 ナガ
スクジ ラとザ トウクジ ラは 、　South　Orkney　 IslaIld周辺 を 中
心 と し た 西 経40度 以 西 の 暖 水 域 に 集 中 して い た 。
我 々 は 南 極 海 の 鯨 類 群 集 の 構 造 と そ の 時 間 的 変 化 を 追 究 して い る 。 南 極 海 に お け る 各 鯨 種
の 最 近 の 分 布 特 性 に 関 して は 、 演 者 ら に よ り記 述 さ れ て い る(Kasamatsu　 et　a1.　1988,　Kasamatsu
et　al.　1995,　 Kasamatsu　 and　Joycel995,　 Kasamatsu　 et　al.　1996)が 、 鯨 類 の スモー ルスケー ルで の 分 布 特 性 、
特 に 環 境 要 因 と の 関 連 の 記 述 は 少 な い 。 本 報 で は 、 南 極 海 研 究 の 中 心 的 調 査 対 象 海 域 で あ
る ウ エ デ ル 海 に お け る ヒゲ クジ ラ類 、 特 に 南 極 海 生 態 系 上 重 要 な 位 置 を 占 め る ミンククジ ラと 海 洋
特 性(表 面 水 温 分 布)と の 関 係 を 解 析 した 。
使 用 した 表 面 水 温 と ヒゲ クジ ラ類 の 密 度 は 、1986/87年 に 実 施 さ れ たrwc国 際 鯨 類 調 査10ヶ
年 計 画 南 ミンククジ ラ資 源 評 価 航 海 か ら得 た 。Fig.1に 同 航 海 に お け る 調 査 船 の 調 査 航 跡 図
を 示 した 。 航 海 は 、1986年12月27rlか ら1987年2月12Hに日本 か ら 提 供 さ れ た3隻 の 調 査
船 を 使 用 し て 行 わ れ た 。 表 面 水 温 は 、 調 査 船 の 船 底(海 表 面 下 約5～6m)に 設 置 さ れ た
村 田 電 気 水 温 計(Murata　 M-22　 M()del、 誤 差0.2℃)に よ り0600時 か ら2000時 ま で1時 間 毎
に 測 定 さ れ た 。 ヒゲ クジ ラ類 の 密 度 は 、1日 毎 の 密 度{1日 の 総 発 見 群 数 を そ の 日 の 有 効 探
索 面 積(探 索 距 離x有 効 探 索 幅)で 割 った 値}と して 算IIIし た 。 表 面 水 温 分 布 と ミンククジ ラ
の 密 度 分 布 と の 関 係 か ら、1986/87年 夏 の ウ エ デ ル 海 で は 、　Weddell　 gyreが 卓 越 し か な り 東
に 張 り 出 し、 こ の 冷 水 の 先 端 部 周 辺(南 緯62-63度 、 西 経20--27度)に 高 い ミンククジ ラの 密 度
が 見 られ た 。 ま た ウ エ デ ル 海 の 南 東 部 の 南 緯65-68度 西 経0-10度 に は 水 温+1.5℃ 以 上 の 暖
水 域 が 見 られ 、 こ の 暖 水 域 とWedell　 gyreか らの
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南 極 の 岩 石 内 微 生 物 群 中 に 存 在 す る 有 機 化 合 物 の
生 物 地 球 化 学 的 特 徴 と そ の 起 源 微 生 物
Biogeochemical　 features　 and　 source　 microorganisms　 of　 organic
compounds　 in　 endolithic　 microbial　 communities　 from　 Antarctica
関 谷 絵 里(東 農 工 大 農),松 本 源 喜(大 妻 女 大 社 情 ・極 地 研),E.1.フ リ ー ドマ ン(フ ロ リ ダ 州 立 大 生
物),赤 木 右(東 農 工 大 農),R.オ カ ン ポ ーフ リ ー ドマ ン(フ ロ リ ダA&M大),安 部 喜 也(東 農 工 大 農)
Eri　 Sekiya　 (Tokyo　 Univ.　 Aglic.　 Techno1.),　 Genki　 I.　 Matsumoto　 (Otsuma　 Women's　 Univ.　 &　NIPR),
　　　　 E.　 1.　 Friedmann　 (Florida　 State　 Univ,),　 Tasuku　 Akagi　 (Tokyo　 Univ,　 Aglic.　 Technol.),
　　 　 R.　 Ocampo-Friedmann　(Florida　 A&M　 Univ.),　 Yoshinari　 Ambe　 (Tokyo　 Univ.　 Aglic.　 Technol.)
　 Various　 hydrocarbons,　fatty　 acids　 and　 sterols　 in　 endolithic　 (cryptoendolithic　and
chasmoendolithic>　microbial　 communities　and　 cultured　 microorganisms　(4　 green　 algae,
3　cyanobacteria,　 5　bacteria　 and　 4　 fungi)　 from　 the　 McMurdo　 Dry　 Valleys,　 Antarctica　 were　 studied
to　 clarify　 their　 biogeochemical　features and　 source　 microorganisms.　A　 suite　 of　 万－and　 ∂ノ?tθiso-
alkanes　 and　 alkanoic　 acids　 were　 detected　 in　 endolithic　 microbial　 communities,　 together　 with
isoprenoids,　 、n-alkenes,　 n-alkenoic　 acids,　 etc.　 Five　 stenols　 and　 3　 stanols　 were　 found.　 Long-
chain　 (>C19)　 ante」 ビso-alkanes　 and　 alkanoic　 acids　 may　 be　 attributed　 to　 unidentified　 colorless
bacteria　 in　 cyrptoendolithic　microbial　 co㎜unities.　 The　 unsaturated/saturated　fatty　 acid　 ratios
and　 stanol/stenol　ratios　 could　 be　 important　 as　 indicators　 of　 fossilization　of　 endolithic
microbial　 co㎜unities　 from　 the　 McMurdo　 Dry　 Valleys,　 Antarctica.　 No　 long℃hain　 ∂nteiso-compounds
were　 found　 in　 cultured　 microorganisms.
【は じめに 】南極 マ クマー ドドライバ レー の露岩地帯 は極低 温,乾 燥,強 力 な紫 外線 な どの影 響 を受 け,
生物 に とっ て極 めて過 酷 な環 境 で ある.こ の よ うな環境 に適応 す るた め,微 生物 は岩 石表面 の割れ 目や亀
裂,あ るい は岩 石 内部 の表 層 付 近 に 生息 す る.こ の よ うな 岩 石 内微 生物 群　(endolithic　 microbial
communities)は,微 生物 が岩 石 内で増殖す ると,数mの 薄い層 を形 成 し,優 占す る微 生物 によ り数種 類 に
分類 され てい る.ま た,岩 石 内微 生物群 は過去 の火 星 にお ける生物 の存在形態 モデル とも考 え られ てい る.
本研 究では,種 々の岩 石 内微 生物 群 中 に存在 す る有機化 合物 の特徴 を明 らか にす るた め,炭 化 水素,脂 肪
酸,ス テ ロール な どの分析 を行 っ た.さ らに,有 機化 合物 の起源微 生物 を解 明す るた めに,純 粋 培養 した
緑藻類(4種),シ ア ノバ クテ リア(3種),バ クテ リア(5種)お よび菌類(4種)の 分析 も行 った.
【試 料 お よび方法 】微 生物群 が現在生 息す る岩石お よび過去 に生 息 した(化 石化 した)岩 石 は,南 極 マ ク
マー ド ドライバ レー で　Friedmannら が採取 し,分 析 まで一30℃ で保存 した もの を使 用 した.岩 石試料 はそれ
らを構 成す る砂粒 子 まで粉砕 し,0.5M水 酸化 カ リウム/メ タ ノール で加 熱後,塩 酸 酸性 に し酢酸 エチル で抽
出 した.抽 出 した 有機 成 分 は濃縮 後,シ リカ ゲル カ ラム クロマ トグ ラフ ィー に よ り炭 化水 素 お よび脂 肪
酸 ・ステ ロール フ ラク シ ョンに分 離 した.炭 化 水 素はそ のまま,脂 肪 酸 は メチル エス テル 誘導 体 と して,
ステ ロール は トリメチル シ リル誘導 体 としてGC-MSで 同定定量 した.
【結 果お よび考 察 】岩 石 内微 生物 群 にはcryptoendolithic　 microbial　 communities　 (lichen-dominated
community,　 red　 G!oeocapsa　 co匝皿unity,　 H()rmathonema-Gloeocapsa　 community,　 Chroococcidiopsis
community)や 　chasmoendolithic　m crobial　 communities　 (Chroococcidiopsis　mmun ty,
chasmoendolithic　 lichen)な どが あ る(Friedmann　 and　 Ocampo-Friedmann,　 1976).　 炭 化 水 素 は,一 連 のn－
ア ル カ ン(tr-C12～n-C36)お よ び ア ン チ イ ソ アー ル カ ン が(a-C20～ ∂-C30)プ リス タ ン,フ ィ タ ン,フ ィタ ジ
エ ンお よびn－ ア ル ケ ン と と も に 検 出 され た.脂 肪 酸 は,一 連 のn－ ア ル カ ノイ ック 酸(n-Cg～n-C32)および
ア ン チ イ ソ アー ル カ ノ イ ック 酸(a-C20～a-C30)が短 鎖(〈C20)のn-,イ ソー,ア ンチ イ ソーアル カ ノ イ ッ ク
酸 お よ びn－ ア ル ケ ノイ ッ ク酸 と と も に検 出 され た.ま た,岩 石 試 料 中 か ら8種 類 の ス テ ロー ル が検 出 され た.
長 鎖(>Clg)ア ン チ イ ソ ーア ル カ ン お よ び ア ル カ ノ イ ッ ク 酸 は,　 chasmoendolithic　microbial
communitiesを 除 く約60%の 岩 石 試 料 中 か ら検 出 され た,長 鎖 ア ン チ イ ソ 化 合 物 はcryptoendolithic
microbial　 comunitiesに 特 異 的 な化 合 物 と推 定 され る.ま た,純 粋 培 養 した微 生 物 か らは 長 鎖 ア ンチ イ ソ
化 合 物 が 検 出 され な か った こ とか ら,　cryptoendolithic　 microbial　 co㎜unitiesに 共存 す る未 同 定 の 無 色
の 従 属 栄 養 バ ク テ リア に 由 来 す る 可 能 性 が あ る.岩 石 内微 生 物 群 が 化 石 化 した 試 料 は,n－ ア ル ケ ノ イ ッ ク
酸 が 少 な く,ま た,ス テ ノー ル よ りも ス タ ノ ール の割 合 が 高 くな っ た.し た が っ て,不 飽 和 脂 肪 酸 の 減 少
お よび ス タ ノール の増 加 は微 生 物 群 の化 石 化 の指 標 と して 重 要 で あ る と考 え られ る.
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バ イ カ ル 湖 湖 底 堆 積 物 コ ア(BDP96/1)の 無 機 成 分 か ら み た
ユ ー ラ シ ア 大 陸 内 部 に お け る 古 環 境 変 動
　 PALEOENVIRONMENTAL　 CHANGE　 】[N　THE　EURASIAN　 CONTINENTAL　 INTERIORS　 INFERRED　 FROM
　　　　　 INORGANIC　 COMPONENTS　 IN　A　SEDIMENT　 CORE　 (BDP96/1)　FROM　 LAKE　 BAIKAL
高 松 信 樹(東 邦 大 理)、 松 本 源 喜(大 妻 女 大 社 会 情 報 、 極 地 研)、 加 藤 尚 之(東 邦 大 医)、
今 橋 正 征(東 邦 大 理)、 川 村 隆 夫(東 邦 大 理)、 河 合 崇 欣(国 立 環 境 研)
N。bukiTAKAMATSU(Fac.Sci・,T・h・Univ・),G・nkiI.MATSUMOTO(S・cialInf()rm・Stud・・
　 Otsuma　 Women's　 Univ.　 &　NIPR),　 Naoyuki　 KATO　 (School　 Med・ ・　Toho　 Univ・),　Masayuki　
IMAHASHI　 (Fac.　Sci・,　T・h・　Univ・),　Taka・ 　KAWAMURA　 (Fac・　Sci・・　T・h・　Univ・)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 &　Takayosi　 KAWAI　 (Natl　Inst・　Environ・ 　Stud・)
1…　g・ni・　m・j・・　and　t・ace　e1・ment・　ina・edim・nt…e　 (BDP96/1)　 d・田・d　・t　Acad・mi・ian　Ridg・　・f　Lak・　B・ik・l　ye「e
determined　 in　order　to　estimate　the　paleoenvironmental　 change　in　the　Eurasian　 contincntal　 interiors.　The　scdimentation
rate　for　this　core　was　estimated　 to　be　3.8　cm/ka　 from　paleomagnetic　 data.　Powdered　 dry　 subsamplc　 was　 digested　with
acids　in　microwave　 assisted　decomposition　 apParatus.　Inorganic　 major　 and　trace　elemcnts　 wcrc　detcrmined　 by　ordinar>r
w・t　m・th・d・　・r　by　th・　u・e　・f　l・duced　C・up1・d　Pl・・m・　Mass　 Spectr・m・try　(ICP-MS)・ 　Al・　Ti・　V　and　W　th・ught　t・　b・
th・　t・r・ig・n・u・　e1・ment・.　lnversc　・el・ti・n・hip・　w・・e　・b・erv・d　b・tWecn　th・　t・nigen・u・　el・me・t・　and　di・t・m　・b皿dance
(d・t・mli・d　by　・mear　slid・　m・th・d)　fluct・・ti・n・』1e・e　 ・ug9・・t　f・i・ly　w・・m　・lim・t・　f・・m　5　t・　3　M・ 　punCt・ ・t・d　by　tw°
major　cooling　approximately　 2.8　Ma　and　1.8Ma.
バ イ カ ル 湖 の 湖 底 に は 数kmに お よ ぶ 堆 積層 が存 在 し、 過 去3000万 年 の環 境 変 遷 を 知 る 上で の 重要 な情 報
が 記 録 され て い る と考 え られ て い る.1990年 よ りバ イ カ ル湖 ドリ リング プ ロ ジ ェ ク ト(BDP)がH、 米 、 露
の 共 同研 究 と して 開始 され、 本格 的 な長 い堆 積 物 と して は 、1993年 に100mコ ア が2本 ・1996年 に200mコ ア
と100mコ ァ が そ れ ぞ れ1本 採 取 され て い る.こ れ ら堆 積 物 の無 機 成 分 は重 要 な化 学 化 石 で あ り、 湖 内 や 流 域
の生 物 生 産 量 や流 域 か らの 外 来性 起源 物 質 の 供給 量 の 変遷 ば か りで な く、 大 陸 内 部 に お け る 気 候 変動 に 関す
る貴 重 な 情 報 源 で あ る と考 え られ る.本 研 究 で はバ イ カル 湖 底 堆 積 物(BDP96/1)コ ア 中の 無 機 主 要 お よ び微
量成 分 の 垂 直 分布 か ら、 ユ ー ラ シア 大 陸 内 部 の約500万 年 の環 境 変 動 を 考察 す る.
1996年2～3月 に 、 バ イ カ ル 湖 の ア カ デ ミア湖 嶺 で採 取 さ れ た堆 積 物 コア は現 地 で 凍 結 し、 日本 に 持 ち帰 り、
解 凍 し風 乾 した.試 料 はHNO3,HF,H202などを用 い てマ イ ク ロウ ェ ブ 分 解 装 置tliで 溶 液 化 し、無 機 －i三要
成 分(Al203,Fc203,Na20,K20,CaO・MgO・TiO2&MnO)含量 は湿 式 分 析 法 お よ び 誘 導 結 合 プ ラズ マ質
量 分 析(ICP-MS)法 に よ り、 無機 微 量 元 素(Li,Be,B,Sc,V,Co,Ni・Cu・Zn・Ga・Gc・As・Pb・Sr・M()・Cs・Ba・
W,Pb,Th&U)含 量 は 、　ICP-MS法 に よ り定 量 した ・
堆 積 物 コア(BDP96/1)は 酒 井 らの 占地 磁 気 測 定 か ら、 堆 積速 度 は3.8㎝/1000年 、 コ ア の 最深 部 の 年 代 は約
500万 年 と推 定 され た.深 度 を 年 代 に変換 した 値 と無 機成 分 含 量 との 関係 を 示 した 無 機 成 分 の経 時 曲 線 変 動
パ タ ンは1)年 代 が 新 し くな る につ れ 、 増加 傾 向 に あ る もの(Na,K,Ca,Mg,Ba,etc)、2)230万年 前 ご ろ に
最 小 値 を 記 録 し、 再 び増 加 して い る もの(Al,Ti,W,V,etc)、3)とこ ろど ころ に スパ イ ク が み られ る もの(
Mo,　 Co,　As,　Mn,　 B,　ctc)の 二 つ に 大 き く分 類 され た.経 時 曲線 の 一例 を 図 に 示 した.以 上の 元 素 の経 時 曲線 と
ス メア ス ライ ド法 に よ り求 め られ た 珪 藻 の 量 的 変遷 とか ら、 ユ 一一ラ シア大 陸 内 部 は300～500万 年 前 は 比 較 的
暖 か く、280万 年 と180万 年 頃極 め て 寒 冷 な 時 期 を経 過 し、 そ れ以 降 は 激 しい気 候 変 動 を 繰 り返 した と推 定 さ
れ る.こ れ に は約300万 年 前 に始 ま った ヒマ ラ ヤ 山脈 の 一ヒ昇 に伴 う大気 大循 環 の 変 化 や バ イ カ ル湖 の 湖 盆 形
態 の 変化 な ど も関連 して い る と考 え られ 、 他 の観 測 量(鉱 物 組 成 、含 水 率 、 帯 磁 率 な ど)と と もに総 合 的 な
判 断 を 行 う必 要 が あ る.
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Vanadium　 concentration　 in　a　sediment　 core　 (BDP96/1)　 from　 Lake　 Baikal
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DHA産 生 好 冷 菌Vibrio　 Marinus　 MP・1株 の
脂 肪 酸 合 成 酵 素 遺 伝 子 の ク ロ ー ニ ン グ
Gene　 cloning　 of　fatty　 acid　 synthetase　 from　 the　1)HA　 producing
　 　 psychrophilic　 bacterium,　 Vibrio　 Marinus　 strain　 MP-1
上 野 晃 生1,森 田 直 樹2,奥 山 英 登 志1,2(1北 大 ・地 球 環 境,2工 技 院 ・北 工 研)
　 　 　 　 　 　 　Akio　UENOI,　 Naoki　 MORITA2　 and　Hidetoshi　 OKeYnMAI・2
　 　 　 1G・aduat・　S・h・・1　・f　Envi・・nment・1　E・rth　S・i・nce,　H・kh・id・　U・iversity　 　　　　　　　　　2
Hokkaido　 National　Industrial　Research　 Institute
Thefaわgene　 cluster　 involved　 in　fatty　 acid　 synthesis　 was　 obtained　 from　 the　 DHA　 producing　 bacterium,Vibrio　 〃utrinus
strain　 MP-1.　 The　 PCR　 amplification　 was　 carried　 out　 by　 using　 V.　mar枷 ∫　strain　 MP-1　 genomic　 DNA　 and　 the　 primers
which　 were　 designed　 from　 the　 conserved　 amino　 acid　 sequences　 of　malonyl　 CoA-ACP　 transacylase　 (MCT)　 and
β －ketoacyl-ACP　 reductase　 (KAR)　 genes　 in　bacteria1プinb　 gene　 clusters.　 One　 of　the　 resulting　 PCR　 products　 was　 thought
to　be　 a　fragment　 DNA　 consisting　 of　MCT　 and　 KAR　 genes.　 This　 fragment　 was　 used　 as　a　probe　 for　screening　 the
genomic　 DNA　 library　 The　 positive　 clone　 was　 sequenced　 and　 it　included　 open　 reading　 frames　 of　 rl〃ηF,ρ1∫X,」 勧Dand
ftzbG　 in　this　 order.　 This　 orderof　 individual　 genesof　 V.　〃varinus　 strain　 MP-l　 was　 the　 samewith　 that　 of　B.　 subtilis　 but
was　 different　 from　 that　 of　E.　 coti　 .
【は じめ に】
ラ ン藻 を除 き,一 般 に細菌 は多価不飽和脂肪酸(PUFA)を 持 たな いが,海 産生物や,深 海 か ら分離 され た細
菌の ある もの は,細 胞 膜のア シル鎖成分 と してPUFAを 持つ。好冷性海洋細菌Vibrio　〃mrinus　MP-　1株(以 下
MP-1株)は,2～20℃ という低温で生育 し,　PUFAで ある ドコサ ヘキサ エン酸(d㏄osahexaenoic　 acid;　DHA)を
全脂質 中の4～17%含 む。本菌 にお いて は,DHAを 持 つことが低温環境下 および深海での 生育 に何 らかの関
係が ある と考 え られ る。 しか しMP-1株 を含め,現 在 まで報告 され ているPUFAを 産生す る細 菌においては,
脂肪酸合成 に関わ る遺伝子 についての報告 はな かった。
本研究では,E.　coliやB.　subtilis等 において,脂 肪酸生合成 に関わる酵素遺伝子が クラス ター構造(fdOク
ラス ター)を 形成 して いるという点,お よ び勧 クラス ター内の個 々の遺伝子産物のア ミノ酸配列が よく保存
され ている点 に着 目 し,MP-1株 の脂肪酸合成酵 素遺伝子の クローニングを行 った。
【材料 と方法】
MP-1株 を合成培地 中で10℃,6日 間培養 した後,ゲ ノムDNAを 抽 出 した。各種細菌の既知Ofabク ラス タ
ー遺伝子 中で よ く保 存 されて いる マロニルCoA-ACPト ラ ンス アシラーゼ(MCT;ftthD)と β・一ケ トアシル
ACPリ ダ クタ ーゼ(　KAR;　ftthG)の ア ミノ酸配 列をもとにプライマーを設計 し,ゲ ノムPCRを 行 った。得 られ
たDNA断 片(fabDftthG断 片)を 以下の実験の プローブと して用 いた。ゲ ノムライブ ラ リー は,　DNAを 制 限酵
素Sau3Alで 部分消化 した後,λ －DASHフ ァージを用 いて作製 した。
【結果 と考察 】
ゲ ノムPCRの 結果,得 られた約1400bpの 断片をシークエ ンス した ところ,予 想 され るアミノ酸配列 は,
E.　coliやB.　subtilis等 のfabD-ftzbGの もの と高 い相 同性が あった(ftzbD-ftzbG断 片)。　fabD-ftthG断 片 をプロー ブ
と してゲ ノム ライブ ラ リーのスク リーニ ング を したところ,MP-1株Ofdbl)-ftthGの 上流 には,E.　coliで 見 られ
るrpmF,ptsXの 遺 伝子産物 と相同性の高 い配 列が 叩〃1F－ρ1∫X勲r>拗Gの 順番で見 られた。 この ことか ら,今
回 クロー ニングされた遺伝子plsx,　fabD,　fabGは,fdOク ラスターの構成 メンバ ーである と考え られ る。 しか
しなが ら,E.　cotiやH.i頑 μeηzoeの妙 クラス ターでptsXとftthDの 間に見 られ る β一ケ トアシルーACPシ ンタ
ーゼ111を コー ドするftthHは 認 められなか った。 この点でB.subtilisのftthク ラスター と相同であ った1)。3'側
下流 方向 の塩基 配列決定 は現在進行 中で ある。
1)M。 。bid。ni
,H.R.。t。1.1996.J.Bact,,i。1.,178,4794.4800
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ス バ ル バ ー ル諸 島 に て 採 取 した コ ケ 群 落 上 に 増 殖 す る 糸 状 菌
　 　 Filamental　 fungus　 isolated　moss　 colony　 from　 Svalbard
星 野 保(北 工 研),神 田 啓 史(極 地 研),岡 田 元(理 研),扇 谷 悟(北 工 研),
石 崎 紘 三(北 工 研)
　 T.　Hoshino　 (HNIRI),　 H.　Kanda　 (NIPR),　 G.　Okada　 (Riken),　 S.　Ohgiya　 (HNIRI),
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 K.　Ishizaki　(HNIRI)
Mosses　 are　 important　 primary　 producer　 in　Polar　 regions.　 However,　 ecological　 environmental　 factors
of　mosses　 are　 not　 well　 known.　 In　 this　 article,　 we　 aim　 to　elucidate　 the　 ecological　 location　 of　fungi　 that
　
grow　 in　 moss　 colony.　 Fungi　 were　 isolated　 death　 moss　 (Sanionia　 uncinota)　 from　 Ny-Alesund　 and
Longyearbyen　in　Svalbard.　 Isolate　 can　 grew　 at　O　-　35℃ 　and　 optimal　 growth　 temperature　 was　 25しC.
They　 showed　 typical　 "rosette"　 colony　 in　 PDA　 medium.　 This　 strain　 could　 grow　 in　 the　 medium
containing　 CMC-cellulose　that　 was　 sole　 carbon　 source　 at　low　 temperature　 (4　 -　15℃).　 These　 results
indicate　 that　 moss　 pathogenic　 fungi　 produced　 extracellular　 cellulase　 active　 at　low　 temperature.
[は じめに]コ ケ類は極地における重要な一次生産者である。 しか し、これ ら極地
おけるコケ類 を取 り巻 く生態学的環境因子 については不明な点が多い、本研究ではこれ ま
で殆 ど報告無いコケ類の病原菌となるコケ群落上に増殖する糸状菌を取 り上げ、 これ ら糸
状菌の生態学的位置 を明 らかにすることを目的とした。
[方 法]1997年6月 にスバルバール群島ニーオルスンおよびロングヤービンにて糸状
菌の増殖により枯死 したコケを採取 した。このコケを0.1%乳 酸 を含むポテ トデキス トロ
ース寒天培地に接種 し、4℃ にて培養 を行った。単離 した糸状菌 については至適増殖温度
お よび炭素源の資化性などについて検討を行った。
[結 果 お よび 考 察]糸 状 菌 の 増 殖 に よ っ て枯 死 の認 め られ た コケ群 落 はい ず れ も水
は け の 良 くな い 場 所 に 存 在 した 。 ま た 、 糸 状 菌 に よ る枯 死 は カ ギ ハ イ ゴ ケ(SalliOllia
uncinata)に の み見 られ た。 糸 状 菌 に よ る カ ギ ハ イ ゴ ケの 病 害 は 南 極 にお い て も 報 告 され
て い る。 単 離 した糸 状 菌 の増 殖可 能 温 度 域 は0～35℃ であ り、増 殖 の 至 適 温 度 は25°Cで あ
る こ とか ら耐 冷 菌 で あ る と考 え られ る。 また 、 ポ テ トデ キ ス トロー ス 寒 天 ヒで典 型 的 な ロ
ゼ ッ ト状 の コ ロニ ー を形 成 し、接 合菌 類 のMortierella属 の もの と類 似 して い た。 本 菌 は 低
温 下(4～15℃)に お い てCMCセ ル ロ ー ス を単 一 炭 素 源 と して 十 分 な増 殖 を示 す こ とか
ら、低 温 で も活性 を示 す セ ル ラー ゼ を生 産 して い る可 能性 が 示 唆 され た 。
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YEAR-ROUND CHANGES OF NUTRIENTS IN FRESH WATER BODIES NEAR 
                 ARCTOWSKI STATION 
          (SOUTH SHETLAND ISLANDS, ANTARCTICA) 
                     Marek Juchnowicz-Bierbasz
                Department of Antarctic Biology PAS 
                         Ustrzycka 10 
                         02-141 Warsaw 
                           Poland
A year-round study of nutrients in fresh water bodies indicates a large variation for the 
following nutrients: for N-NH4 (0.21 -161.92  umo1/1); N-NO3 (0.9  -  250.5  umo1/1); PO4 
(0.1 - 64.3  umo1/1);  SiO4 (9 - 2273.5  umo1/1). Large spatial variability and dependence on 
proximity of penguin rookeries, ornitogenic soils and sea shore was found. The increase 
of nutrient concentration seemed to follow atmospheric precipitation, increases in air 
tempearture and melt down.
Key words: Antarctica, nutrients, ponds, streams
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ロシア ・北 クリル 地 方 に お け る
蘇 苔 類 の 分 布 につ い て
Distribution　 of　bryophytes　 in　North　 Kuril,　 Russia
南 佳 典(玉 川 大 農),沖 津 進(千 葉 大 園),神 田 啓 史(極 地 研)
Y.　MINAMI　 (Tamagawa　 Univ・),　S・　OKITSU　 (Chiba　 Univ.),　H.　KANDA　 (NIPR)
The　 bryophytes　 in　understory　 vegetation　 have　 an　extremely　 important　 role　through
the　 control　 of　the　 moisture　 change　 or　the　 erosion　 of　the　 soil　 surface　 and　 these
plants　 contain　 the　dominant　 species　 at　the　understory　 in　shmb　 or　tundra　 vegetation
in　the　 northern　 region.　 It　is　possible　 to　say　 that　 bryophytes　 are　 very　 important
plants　 to　study　 vegetation　 dynamics　 in　such　 region.　 As　 fbr　 the　 northem　 Kuril
district　 which　 include　 our　 study　 area,　 the　 investigation　 fbr　 vegetation　 was　 not
enough　 accomplished　 by　 political　 circumstances　 and　 so　on,　 after　 World　 War　 H　 .
Especially　 in　distribution　 of　bryophytes,　 there　 are　many　 un-searched　 parts,　 but　 a
few　 study　 has　 been　 reported　 such　 as　 HoRIKAwA　 (1933),　 NoGuCH　 (1967)　 and
CHERDANTsEvA　(1986).　 The　 northem　 Kuril　 district　 occup　 es　 a　 very　 important
position　 as　 the　 halfway　 point　 at　the　 vegetation　 band　 whch　 continues　 on　 the
Kamchatka　 peninsula　 and　 the　 Aleutian　 Islands　 from　 Hokkado　 and　 it　must　 also
make　 vegetation　 in　the　 northem　 Kuril　 district　 clear　 to　see　 the　 linkage　 of　 the
vegetation.　 Distribution　 of　bryophytes　 and　 site　condition　 in　1)inus　pumila　 or　Alnus
crispa　 ssp.　MaXiMOwiCZii　 cOMMUnitY　 and　 alpine　 tundra　 was　 studied　 in　northem　 part
of　Paramshir　 Island　 (OcT.　 napaMmHp,　 lat.　51°N.,　 long.　 157° 　E.).　 As　 a　result,　 in
the　 community　 dominated　 by　 A.　crispa　 ssp.　Mcz)CiMOwiCZii,　 bryophyte　 community
was　 observed　 in　the　understory,　 but　 not　in　1)inus　pu〃2ila　 community.
林 床 植 生 内 にお け る蘇 苔 植 物 は 表 土 の 水 分 変 化 や 浸 食 な ど の 緩 和 に対 して
大 変 重 要 な 役 割 を持 って お り,特 に北 方 域 の 灌 木 林や ツ ンドラ にお いて は 優 占
的 な 存 在 とな って い る.こ の ことか ら蘇 苔 類 は 北 方 域 の 植 生 動 態 を調 べ る上 で
欠 くことの で き な い植 物 で あ るといえ る.本 発 表 の 調 査 地 点 で あ る北 クリル 地
方 は,そ の 政 治 的 事 情 な ど により植 生 な どの 十 分 な 調 査 が な され て お らず,
戦 後 は 全 くと言 って い い ほ ど 手 つ か ず の 地 域 で あ った.特 に蘇 苔 類 の 分 布 に
お い て は 戦 前 で も未 踏 査 の 部 分 が 多 く,　HORIKAwA　 (1933),　 NOGUCHI　 (1967)
お よびCHERDANTSEVA　 (1986)　 にみ られ る程 度 で あ る.北 クリル 地 方 は 北 海 道 か
らカ ムチ ャツカ 半 島 お よび ア リュ ー シ ャン 列 島 に続 く植 生 帯 の 中 間 点 として 非
常 に重 要 な 位 置 を 占 め て お り,植 生 の 連 続 性 を み るた め に も北 ク リル 地 方 の
植 生 を 明 らか にす る必 要 が あ る.今 回 の 調 査 で は 北 クリル 諸 島 パ ラ ム シ ー ル
島　(OcT.　 napaMmHp:北 緯51°,東 経157°)北 部 で ハイマ ツ(Pin〃s　 pumila)や ミ
ヤ マ ハ ンノキ(Alnus　 crispa　ssp.　MexiMowiczii)が 優 占す る群 落 お よび 高 山 帯 ツ ンド
ラ植 生 にお いて,蘇 苔 類 の 出 現 状 況 とそ の立 地 環 境 の 関 係 を検 討 した.
ミヤ マ ハ ンノキ優 占群 落 で は 林 床 下 に蘇 苔 類 群 落 が み られ る が,ハ イマ ツ 林
床 下 に は 蘇 苔 類 は 全 くみ られ な か った.林 縁 や 開 け た 立 地 には 日本 の 高 山 帯
にみ られ るようなPolytrich"m　 pi娩rμmやRacomitrium　 lαnuginOSttmな どが 出 現 して お
り,共 存 す る地 衣 類 も同 様 でClαdonia　stellarisやCetraria　isZandico,　Thamnolia　 sp.な
ど が み られ た.表 土 が 動 くような 不 安 定 な 立 地 で は蘇 苔 類 群 落 は 発 達 せ ず,
露 岩 上 にGrim〃2ia属 の 仲 間 と数 種 の 固着 地 衣 が み られ る程 度 で あ った.
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南 極 雪 鳥 沢 に お け る 土 壌 環 境 と植 生 分 布
Soil　property　 and　 distribution　 of　vegetation,
　 　　 in　the　 Yukidori　 Va‖ey,　 Antarctica
鮎 川 恵 理(農 工 大),伊 村 智,神 田 啓 史(極 地 研)
E.　Ayukawa(Tokyo　Univ.　 Agrical.　 Technol.),　 S.　Imura,　 H.　Kanda(NlPR)
　 　 We　 examined　 soil　 properties　 (mechanical　 composition,　 water　 content,
water　 holding　 capacity,　 pH,　 EC　 [electric　 conductivity],　 total　 nitrogen　 and　 total
carbon)　 to　 clarify　 the　 relation　 between　 soil　 property　 and　 distribution　 of
vegetation,　 in　 the　 Yukidori　 Valley,　 Antarctica.　 The　 vegetation　 composed　 of　the
moss,　 Bryum　 amblyodon　 C.　Muel1.　 and　 algae　 was　 found　 only　 in　the　 site　 with　 high
water　 content　 and　 water　 holding　 capacity　 caused　 by　 the　 high　 ratio　 of　clay　 content.
Total　 carbon　 and　 total　 nitrogen　 were　 high　 in　the　 site　 with　 vegetation　 and　 it　was
thought　 to　be　 caused　 by　 the　 accumulation　 of　soil　 organic　 matter.
[は じめに]雪 鳥 沢 のある東南極で は,低 温,乾 燥な どの厳 しい環境 の制 限要因 によ
り蘇類 ・藻類 な どの陸上植 物の分布 はご く限 られてお り,植 生は氷河沿い,河 川,
湖 沼の周 辺 な ど限 られ た立地 にのみ存在す る。 また,植 生を構成 す る極数 も少ない
ため,植 生 と土壌 環境 との関係 が単純で ある ことが予想 され る。 そ こで,本 研 究で
は,南 極 雪鳥 沢にお ける植 生 と,土 壌環境 との関係 を明 らかにす ることを 目的 とし,
植 生分布 と土壌 の粒径 組成,　pH,　 EC　 (電 気伝 導度),全 室素量,全 炭 素量 を分析
した。
[方法]東 南極 に位置す る昭和基地 か ら約20km南 方の ラングホブデ露岩域の雪鳥
沢 において,沢 を横切 る長 さ10mの トランセ ク トを設置 し,地 形 の起伏 を記録 した。
トランセ ク ト上 に0.5m間 隔に30cm×30cmの コ ドラー トを設置 し,コ ドラー ト内
の蘇類お よび 藻類 の被度 を記録 し,コ ドラー ト内の禄地か ら表層土壌 を採取 した。
それ らのサ ンプル は 一20℃ の暗所 で保存 され 日本に持 ち帰 ったのち,粒 径組成,含
水比,容 水量,　pH,　 EC　 (電 気伝 導度),全 室素量,全 炭素量 を分析 した。
[結果 と考察]沢 の流れ のあ る地 点では,粘 土含 有率が高 く含水比,容 水量 も高 く,
蘇類 のキ ョクチハ リガネ ゴケBryum　 amblyodon　 C.　Muel1.と 藻類 か らな る植生 が成
立 していた。 流れ か ら離れ るにっれ,含 水比 は低 くな り植生 はほ とん ど存在 しなか
った ことか ら,高 い含水 比を維持 で きる粘土含 有率の多い ところにのみ植生が成立
していた もの と考 え られた。また,植 生が成立 していた地点では無植 被の地点よ り,
全 室素量,全 炭素 量 ともに高かった ことか ら,土 壌 有機物 の蓄積 がわずかにみ られ,
土壌 生成 が よ り進 んでい る もの と考 え られた。
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南極昭和基地周辺における湖沼底生鮮類の分布
Distribution　 of　lake-bottom　 mosses　 in　the　vicinity　of　Syowa　 Station　 area,　 Antarctica
伊 村 智(極 地 研),坂 東 忠 司(京 都 教 育 大),斎 藤 捷 一(弘 前 大),
瀬 戸 浩 二(島 根 大),神 田 啓 史(極 地 研)
lmura,　 S.　(NIPR),　 Bando,　 '「　(Kyoto　 Univ.　 of　Edu.),　 Saito,　 S.　(Hirosaki　 Univ.),
　 　 　 　 　 　 　Seto,　 K.　(Shimane　 Univ.)　 and　 Kanda,　 H.　(NIPR)
　 　 ln　the　 vicinity　 of　Syowa　 station,　 there　 are　 many　 fresh-water　 lakes　 without　 perennial　 ice　cover,
scattered　 on　 the　 ice-free　 area,　 For　 a　period　 of　1994　 to　1998,　 group　 of　terrestrial　 biology　 is　carrying
out　the　 research　 of　fresh　 water　 ecology,　 and　 over　 50　 1akes　 were　 surveyed.　 Two　 species　 of　mosses
have　 been　 found　 out　from　 these　 lakes.　 Bryum　 sp.　is　very　 common　 in　thefresh-water　 lakes　 over　 2m
depth　 in　this　area.　 On　 the　 other　 hand,　 distribution　 of　Leptobryum　 sp.　 is　restricted　 in　some　 Iakes　 in
Skarvsnes　 and　 Skallen,　 and　 never　 been　 found　 on　 the　 ground.　 These　 characteristic　 distributions　 of
two　 mosses　 will　be　discussed　 with　 the　 physicochemical　 features　 of　the　 Iakes.
第36次 南極観測隊か ら始まった昭和基地周辺の湖沼調査 によって,こ の地域の湖
沼植生の概要が次第に明 らかになってきた.そ れによると,極 端に塩分濃度の高 い
一部の湖沼を除くと,ほ とんどの湖沼はプランク トンに乏 しく,主 に ラン藻類か ら
なる底生のマ ッ トが発達 している.ま た,ラ ン藻のマ ットに混 じってかな りの頻度
で水生のコケ植物が見 られ る.今 回は特にコケ植物について,こ れ までに得 られた
試料の検討結果を報告 したい.
昭和基地周辺の湖沼底か ら見出 されている水生のコケ植物は,蕪 類に属す る二種
類が中心である.一 種はハ リガネゴケ科のハ リガネゴケ属Bryumに 属すると考え ら
れる種で,調 査 した湖沼の うち水深2m以 上の湖沼のほとん どに旺盛 に生育 してお
り,こ の地域の湖沼植生の普遍的な成分であると考えられる.も う一種は同 じ科 に
含まれるナシゴケ属Leptobryumに 属すると考えられる種で,こ の地域の陸上には
生育 していない.こ の種 の分布は非常に限 られてお り,ス カルブスネスのい くつか
の湖沼か ら見出されている他は,ス カー レン南端の一湖沼か らのみ確認されている.
これ らの蘇類の特徴的な分布を,湖 沼の水質データと照 らし合わせて検討する.
南極の ドライバ レー地区では,30mを 越えるような深い水底 に極端 に徒長 した蘇
類が生息す ることが報告されてお り,　deep　water　 mossと して極地の蘇類生育環境
の特徴の一つ ともされている.と ころが,本 報告のように5m以 浅の水底に蘇類植
生が存在す ることは知 られていなかった.こ れは,南 極湖沼研究の中心とな って い
る ドライバ レー地域の湖沼が一年 を通 して5mを 越えるよ うな厚い氷 に覆われてお
り,浅 い湖沼では底まで結氷 しているため,調 査対象が深い湖沼に限定されていた
ため と考え られる.気 候 のよ り温暖な南極大陸周縁部の湖沼は,詳 細な植生調査か
ら見逃されてきた興味深い立地であるといえる.
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南極雪鳥沢の蘇類群落の断面構造について
StruCture　 of　 mos8　 colonie8　 in　the　 YUIridori　 Va皿ey,　 Antarctica
神 田 啓 史(極 地 研)・ 上 野 健(総 研 大)・ 伊 村 智(極 地 研)
H.Kanda(NIPR),　 T.Ueno　 (Grad.Univ.Advanced　 Studies)　 and　S.　Imura　 (NIPR)
The　 mo88　 vegeta丘on　 developing　 in　 the　 Yukidori　 Va皿ey,　 Langhovde,　 the　 AntarCtic,
was　 investigated　 based　 on　 the　 st　ructure　 of　the　 colonie8　 in　vertical　 cro88・seCtion.　 It　was
consi8ted　 of　pure　 colonie8　 and　 lni】【ed　colonies　 comPosed　 of　two　 or　 three　 8pedes.　 Eac]h
cololly　 wa8　 cla88i丘ed　 to　 flat　 type　 and　 uneven　 type.　 The　 colonie8　 a&cted　 with　 algae,
五chen　 or　 mo8s　 were　 recogn立ed　 in　 each　 type.　 The　 8ign血an㏄of　the　 green　 part,
brown　 part　 and　 sandy　 80il　 miXed　 with　 humus　 which　 were　 8een　 in　 the　 ve】etical　 cro8s
-seCtion,　and　 meaning　 of　the　 rhiZoidal　 layer　 we]re　 oonsidered.
南極の蘇 苔類群落は低い直立芝生型の生活型 を持つ数種の蘇類 で構成 されている。 雪鳥
沢は昭和基地周辺か ら報告 されている8種 類の うち7種 類が分布 してお り、植生の豊かな
ところ として知 られ ている,,群 落の構成においても現在までに昭和基地周辺で知 られてい
る11基 群集 の うち、7基 群集 が雪鳥沢で知 られ ている。一般に環境の違いが群落の構成
を決 めてい ると考え られ るが、群落 の構造が生育地の微地形 、微環境 とどのよ うに関係 し
ているのかはあま り研究 されていない。
本研究では南極の蘇類群落の断面構造を解析 し、類型化 を試みた。そ してその生態学的
意義 について考察 したので報告す る。
調査方法:雪 鳥沢に沿って分布 している蘇類群落か ら、5mrn～1cmの 幅で、縦断面
試料 を採取 し、乾燥処理 した。その試料に基づき、群落構造の類型化 を図るために、構成
種数 、群落の最長深度 、緑色部(表 面)、 褐色部(緑 色部 を持たないが群落 の主要な部分
を占め る茎お よび葉の束)、 砂土部(仮 根 、茎、葉の破 片が砂 に混在 している部分、ある
いは分解が進んだ腐食土)を 観察 し、測定 した。 また、構造 の中に見 られた仮根層 、藍藻、
不完全地衣類の付着状況について も調査 した。
結 果および考察:雪 鳥沢に沿って採取 された約120点 の群落断面は構成極数か ら純群
落、二種混合群落、三種混合群落に分 けられ 、断面構造から平坦型 、凹凸型 に分け られた。
さらに着生状態か ら藍藻型、地衣類型 、蘇類型に分けられた。群落の厚 さと緑色部 、褐色
部、砂 土部が 占める割合が示 され、群落内に見 られ る仮根層 との関連が考察 された,す で
に指摘 されてい るよ うに南極の蘇類群落の形成過 程で藍藻の及ぼす影響は無視できない。
CeratOdon　 purpureusが 平坦な純群落 を形成す る割合は他の種に比べて大 きいが、群落
表 面に藍藻 の膜がで きると著 しく生長が阻害 され、それによって出来た窪地(凹 部)の 多
くにBryum　 」pβθudb鋤uθ 伽mの 発達が 見 られた。 結果的 に　CeratOdonが 凸部 を、
Bi　vu〃1が 凹部 を 占め て 、凹 凸型 の群 落 が形 成 された もの と考 え られ る。 同様 にB.
argenteum,　 Grimmie　 Iam'ana,　Pottia　heimfiの 群落形成過程についても考察 された。
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富 士 山 頂 部 の コ ケ 群 落 内 で 成 育 す る ハ エ に つ い て
Fly　fed　on　moss　 colony　 in　the　alpine　 zone　 of　Mt.Fuji
上 野 健(総 研 大 ・極 域 科 学),神 田 啓 史,伊 村 智(極 地 研)
UENo　 T.(Grad.Univ.Advanced　Studies),　 KANDA　 H.　and　 IMuRA　 S.(NlPR)
We　 found　 a　fly　 using　 moss　 (Pohlia　 nutans)　 for　 nursery　 gro皿d　 in　the　 alpine　 zone　 of
Mt.Fuji.　 We　 examined　 structure　 of　the　 moss　 colony　 as　habitat　 of　the　 fly　and　 its　food　 habit.　 The
shoot　 density　 of　the　 moss　 colony　 was　 O.1　g/cm3.　 The　 profile　 of　the　 moss　 colony　 was　 distinguished
into　 fbur　 layers　 (green　 layer,　 brown　 shoot　 layer,　 decomposed　 shoot　 layer　 and　 humus　 with　 sand
layer)　 .　The　 maximum　 thic㎞ess　 of　each　 layer　 was　 5,　4,　 12　and6mm.　 The　 shell　 of　the　 fly　was
found　 only　 in　the　 humus　 with　 sand　 layer.　 The　 mashed　 green　 algae　 were　 included　 in　the　 dung　 of
the　 adult.It　 seems　 that　 the　 larve　 pupated　 in　the　 humus　 with　 sand　 part　 and　 the　 adult　 fed　 green
algae　 on　 the　moss　 colony.
ハ エ類(Muscomorpha　 ;　Brachycera)が 成 育場 所 と して コケ 群落 を利用 す る ことは 知
られ て い る.高 山 で は,ハ エ類 に胞子 散 布 を依 存 して い るオ オ ツボ ゴケ科　Splachnaceae
の 群 落 内でハ エの成 育 がみ られ る とい う報 告 は 多数 あ る ものの,そ の 他 の分 類群 か らの報
告 は ほ とん どな い.今 回,筆 者 らは,富 士 山 頂付 近 に分 布す るヘ チ マ ゴケ　Poh〃 ∂　nutans
の 群 落 を プラ スチ ック製の 培養 ボ トル で培 養 した と ころ(15°C,12時 間 明期/12時 間暗 期),
培 養 ボ トル 内 に コケ群 落 を成 育場 所 と して利 用 して い る と思 われ るハ エ(ミ ギ ワバ エ上科
Ephydroidea　 の1種)を み つ けた.こ こで は,ハ エの成 育 場所 と して の コケ の群 落 構 造
とハ エの 食 性 か ら,コ ケ とハ エの 関係 につ いて検 討す る.
従 来 の 報 告 に よ る と,ヤ ノ ウ エ ノ アカ ゴケ　Cer∂todon　 ρurpureusや ギ ンゴ ケBryum
argenteumの よ うな シ ュー ト密度 の 高 い群 落 は,穿 孔 が 困 難 な ため ハ エな どの 幼 虫 の 成
育場 所 と して適 さな い と され て いた.し か し,今 回 ハ エの 成育 が観 察 され たヘ チ マ ゴケ 群
落の シュー ト密 度 は0.1g/cm3と かな り密 な もの で あ った.群 落 の 断面 構造 は,緑 色層,
未分 解 シ ュー ト層,分 解 シ ュー ト層,砂 土層(腐 植+砂)の4層 に分 け られ,も っと も層
の厚 い部分 は それ ぞれ5,4,12,6mmで あ った.実 体顕 微鏡 下 で この群 落 をほ ぐ し,
内部 の様 子 を観 察 した結果,砂 土 層 か らのみ 蜻 の抜 け殻 がみ つ か った.ハ エの幼 虫 は砂 土
層 で蜻 化す るよ うで あ る.ま た,ハ エの 成 虫の 糞 を光学 顕微 鏡 で観 察 した結 果,糞 には破
砕 され た緑 藻 類 を含む ものが 多数 あ り,培 養 ボ トル の なか でハ エ の成 虫 は コケ 群落 表 面 に
着生 す る緑 藻 類 を食べ た と考 え られ る.以 上 の ことよ り,今 回み つか ったハ エ は,コ ケ 群
落 内 で幼 虫期 お よび蜻 期 を過 ご し,成 虫 もまた コケ 群落 表面 に 付着 す る藻類 を摂餌 す る と
考 え られ,そ の一 生 を通 して コケ群 落 とか な り密接 な関 係 が あ る可 能 性 が示 唆 され た.
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スピッツベルゲン島における氷河後退域の トビムシ群集
Collembolan　 cornmunity　 at　 the　 deglaciated　 area　 in　 Spitsbergen
菅 原 裕 規(浜 頓 別 高校)、 吉 田勝 一一(岩 手 大学)、 大 山 佳 邦(極 地 研)
　 H.　 SUGAWARA　 (Hokkaido　 Hamatombetu　 High　 Schoo1)
　 　 S.　YOSHIDA　 (Iwate　 Univ.)・Y.　 OHYAMA　 (NIPR)
Ecological　 studies　 of　 Collembola,　 the　 second　 dominant　 group　 of　 soil
arthropods　 after　 the　 oribatid　 mites,　 were　 conducted　 at　 the　 deglaciated　 area
in　 Spitsbergen.　Twenty　 one　 species　 of　 Collernbola　 were　 recorded,　 but　 the
community　 was　 dominated　 by　 only　 two　 species　 :　Folsomia　 quadn'ocUl∂ta　 and
Hypogasturura亡ullbergi.　The　 ratio　 of　 individuals　 in　 E　 quadrioculata　 was
about　 70%　 and　 that　 in　 H.　 tu刀beτgゴaobut　 16%.　 The　 Collembolan
cornmunities　 were　 classified　 into　 the　 following　 two　 gro　 lps　 by　 the　 cluster
analysis:　 one　 group　 was　 distributed　 in　 the　 early　 stages　 of　 primary
succession,　 the　 other　 in　 the　 late　 stages.　 The　 pioneer　 collected　 at　 bare
ground　 on　 glacier　 morain　 was　 the　 epigeal　 species,　 which　 had　 the　 large
body　 with　 developed　 springtails　 .
1995年 夏季 にス ピッツベル ゲ ン島のニーオルス ン地域 にて、国際学術研
究 「北極 にお け る氷河 末端域 の生態系変動 」の調査 が行われ た。 この調査 プ
ロジェク トに参加 した吉 田は、モ レー ン地帯 に分布 する植物 群落及 び無機 的
環 境条件 と土壌動物 群集 との関係 を明 らか にす る目的で調査研 究 を行 った。
すで に、節足動物 群全般 の出現状況 につ いて と、 これ らの うち第1優 占群で
あるササ ラダニ群集 の構造 を解析 した結果 は報告 されて いる。今回 は、第2
番 目に優 占す る トビム シにつ いて 、そ の群集構造 と氷河後退後 に形成 された
植物群 落の遷移系列 との関係 を解 析 したので、そ の結果 を報告す る。
北極域 で は、現在 までに53種 の トビム シが報告 されて いる。今 回の調査で
は、21種(5科15属)の トビム シが採集 され、 これ らの うち優 占種 は2種 で
Folsomia　 quadrioculataが 個体数 の約70%、 　Hvpogas加rura　 tuUbergi
が約16%を 占めていた。 クラス ター分 析の結果 、 トビム シ群集 は大 き く2グ
ル ー プに分かれ た。1つ は植 生遷移がかな り進 み、　Sa五xpolaris　 (ヤ ナギ科
の低木)群 落やDryas　 octopetala　 (チ ョウ ノスケ ソウ)群 落な どが地域全
体 を覆 う場所 に分布す るグルー プで、他 の1つ は、遷移初期 のモ レー ン地域
で植 生 として はラ ン藻類やBryum　 stenotrichumの コケ群落、高等植物 の
Saxffraga　 oppositifolia　 (ユキ ノシタ科 の仲 間)な どがわずか に出現す る場
所 に分布す るグルー プである。 この遷移初期 の地域 に出現す る先駆的な トビ
ム シは、跳躍 器 の発達 した大形種 であ った。
一72一
P55
北極ニーオルスンの海岸植 生 における土壌小型節足動物 群集
SOIL　 MICROARTHROPOD　COMMUNITIES　 ON　A　COASTAL
む
　 　 　 　 VEGETATION　 IN　 NY・ALESUND,　 SVALBARD
吉 田勝 一(岩 手 大 学),大 山佳 邦(極 地 研)
　 　 Shoichi　 YOSHIDA　 (Iwate　 Univ.),　Yoshikuni　 OHYAMA　 (NIPR)
Ecological　 distribution　 of　 soil　 microarthropods　was　 s udied　 on　 a　 coastal　 sand
り
vegetation　 at　the　 mouth　 of　the　 Bayelva　 River　 in　Ny-Alesund　 (79・N),　 Svalbard.　 The
soil　samples　 were　 colected　 along　 a　plant　 succession　 from　 the　 fhnge　 of　coast　 to　the　 site
occupXed　 by　 Sa　 lix　polarゴs　 and　 mosses.　 The　 characteristic　 pioneer　 community　 of　soil
animals　 is　obtained　 at　the　 scattered　 patches　 of　SaAゴfraga　 oppositゴforia　 in　 bare
sandy　 beach.　 The　 ratio　 of　oribatid　 mites　 to　total　 abundance　 is　dependence　 on　 the
extent　 of　vegetational　 coverage.　 According　 to　the　 succession　 of　coastal　 vegetation,　 the
oribatid　 mite　 communities　 changed　 markedly　 in　 the　 occurrence　 pattem　 of　 each
species　 and　 species　 composition.
北極ニーオルスンのコングスフィヨル ドには、連続 する海岸崖 地と氷河から流 出す る川
の河 口域 に発 達したラグーンや 広 大な砂 浜がみ られ る。砂 浜では海 岸線 の裸の砂 地か
ら内陸の丘に向かって、植被 率の段 階的な増大が伴う植生遷移 が認 められた。これ らの
植物群 落の急速な変化 に対応 して、土壌 動物群集 がどのような分布様 相を示すか につ
いて調査 した。また、われわれ はす でに氷河 後退域 における一次遷 移 に伴 う土壌 動物
群集の動態について報告しているが、それらとの比較検討も行った。
ニーオルスン・　Bayelva　 川 の河 口の砂 浜 において、汀線 の禄 地状 の砂 地(　Saxifraga
ePPOS/t　jforiaの パッチがわずかに出現)か ら丘上のSa/'iX　PO/aris　-　Sanieniaαnicinata
群 落の間 に植生と植被 率によって4調 査地 点を設けた。各地点から土壌コア(表 面積20
cm2・ 深 さ5cm)を5個 採取し、ツルグレン装置 によって土壌 動物を抽 出した。
砂地のs.　opρositiforia群落には、生息密度が極端に低くケダニ占有率の高い先駆的動物群
集が成立している。その外の地点では土壌動物は同程度の高密度となるが、ササラダニの相対
密度は植被率の増加にしたがって高くなる傾向が認められた。また優 占したササラダニについて
みると、す べての地点でLiochthonius　 sellnickiiが第1位 の圧倒 的な優 占種 となった。S.
epρositiforia群落ではほぼL.se!lnickii単 独個体群の特異的構成となる。また出現した7種 類の
ササラダニは、それぞれ植生遷移に対応した特徴的な出現様相を示した。
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ハ シ リシ ョウ ジ ョウバ エ にお けるperiod.遺伝 子 の 地 理 的 変 異 と幼 虫 期 に お け る発 現
　 PER,OD　 GENE　 OF　CHYMOMYZA　 COSTA　 TA:　ITS　GEOGRAPHlC　 VARIATION
　　　　　　　　　　　　 AND　 EXPRESSION　 AT　 LARVAL　 STAGE
島 田 公 夫(北 大 低 温 研)
Kimio　 SHIMADA　 (1LTS,　 Hokkaido　 Univ.)
Theρe戸odgene　 was　 originally　 identified　 as　 a　circadian　 clock　 gene　 controlling　 the　 eclosion　 rhythm
and　 locomotor　 activity　 in　Drosoρh〃ame/aηoga5te仁Up　t 　the　 present,　 the　 DNA　 sequences　 ofρerlod
genes　 isolated　 from　 several　 dipteran　 and　 Iepidopteran　 insects　 have　 been　 determined.　 Recently,　 the
genes　 homologous　 toρerlod　 of　a　 melaηoga5ter　 have　 been　 cloned　 from　 human　 and　 mouse.　 This
suggests　 that　 theρe戸odgene　is　universally　 present　 in　the　 animal　 kingdom　 and　 functions　 as　an
oscillator　 for　 physiological　 rhythms.　 Previously,　 l　reported　 that　 a　domain　 of　 theρe戸odof
Chymomyza　 costata　 shows　 geographic　 variation.　 Recently　 |　have　 cloned　 this　 gene　 from　 a　wild　 type　 C
cos亡ata.　 The　 gene　 codes　 for　 a　Iarge　 protein　 consisting　 of　1　01　 9　amino　 acids.　 The　 putative　 Period
protein　 contains　 the　 PAS　 domain　 which　 is　common　 among　 theρeriod　 and　 c/ock　 gene　 group.　 The
sequence　 similarity　 suggests　 that　 thisρe戸od　 gene　 also　 functions　 as　a　physiological　 clock　 gene　 in　C
costata.　 To　 estimate　 the　 involvement　 ofρerlod　 gene　 in　the　 photoperiodic　 response　 for　 diapause
induction,　 I　examined　 its　expression　 in　the　 larval　 brain　 of　 (二costata　 by　 RT-PCR　 analysis.
ρerlod遺 伝子は、最初、キイロショウジョウバエの羽化 リズムや活動 リズムをコン トロー
ルする概 日時計遺伝子として発見され、これまでに、数種の双翅目や鱗翅 目昆虫か らクロ
ーニングされ、そのDNA配 列が決定されている。最近、 ヒトとマウスか らもキイロショウ
ジョウバエのperiod.遺 伝子とよく似た配列を持 った遺伝子がクローニングされ、この遺伝
子が動物界に普遍的に存在 して、生理的な リズムの発振源として働 いていることが明らか
にな ってきた。1975年 の極域生物シンポジウムで、マエグロハシリシ ョウジョウバエ
(以下ハ シリショウジョウバエ)　Chymomyza　 costataのperio(遺 伝子の一部に地理的
な変異が見 られ、光周性を失った突然変異体では、塩基の欠失があることを報告 した。こ
の遺伝子のクローニングを進めた結果、野性型のPeriod蛋 白質をコー ドしている領域の
DNA配 列が明らかになった。　DNA配 列から翻訳された蛋白質は1019ア ミノ酸から成 り、
他の昆虫や哺乳類のPeriod蛋 白質でよく保存されているPAS領 域を持っていて、概 日時
計遺伝子として機能 していることが予想できた。ハシリショウジョウバエは北半球の亜寒
帯で生活するシ ョウジョウバエで、北緯40° か ら70° の針葉樹林帯 に広 く分布する。
南限に近い札幌産のハエは2化 性で秋に短 日を経験 した幼虫は終齢で休眠に入 り越冬する。
産地の緯度が高くなるにしたがって休眠の誘導に必要な臨界 日長は長 くな り、北極圏内で
生活するハエは1化 性で白夜のような全明下でも休眠に入る。こうした地理的変異を示す
光周反応にperiod遺 伝子が関わっているかどうかを確かめるために、　RT-PCR法 によって
幼虫の脳におけるこの遺伝子の発現状態を調べた結果を報告する。
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A DATA BANK FOR TERRESTRIC POLAR ALGAE AS A REFERENCE 
            FOR ECOLOGICAL STUDIES
Manfred  Bolter', Ramona  Kloos2 Udo Mahlmeister2 and Gerald Sommer2
 'Institut  fur  Polarokologie der 
 Christian-Albrechts-Universitat zu Kiel 
       Wischhofstr. 1-3 
        D-24148 Kiel
 2Lehrstuhl  fur Kognitive Systeme 
    Technische  Fakultat der 
 Christian-Albrechts-Universitat zu Kiel 
 Preu  Berstr. 1-9 
        D-24105 Kiel
Abstract. 
The results of this project revealed up to now a data bank of about 2000 drawings and 
additional data of terrestrial algae and cyanobacteria with special respect to terrestrial 
and limnetic environments of polar regions. The algal pictures are taken from various 
literature sources. The data bank uses the MSQL format and can be visited via internet 
where a classified presentation of the algae is found on html-pages. The image 
analysis of the data source has been used for morphological classifications. Different 
workspaces, established from Khoros 2.0, have been established with respect to 
morphological operators. Further tasks are programs which use exact mathematical 
approaches, e.g., Fourier descriptors. The workspaces cover procedures like 
binarisation, opening procedures, labeling procedures, contour extract procedures, 
edge detections, skeleton detections, threshold procedures and morphological gradient 
procedures. It is the aim of this study to use combined criteria vectors as input data for 
a linear classification procedure as well as for a neuronal net. This shall support cluster 
analysis and self organisation learnt from test objects from the data bank as well as 
from original microscopic pictures.
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南極淡水産黄緑藻Xanthonemaの温度特性
Temperature　 characteristics　 of　 Antarctic　freshwater　 yellow-green
algae,　 Xanthonema.
長 島 秀 行(東 京 理 科 大 ・理)、 巻 田 理 和 子(東 京 理 科 大 ・基 礎 工)、
大 谷 修 司(島 根 大 ・教 育)、 百 瀬 春 生(東 京 理 科 大 ・基 礎 工)
H.Nagashima(Science　Univ.　 of　 Tokyo),　 R.Makita(Science　Un v.　 of　 Tokyo),
S.Ohtani(Shimane　Univ.),　 H.Momose　 (Science　 Univ.　 of　 Tokyo)
The　 growth　 and　 photosynthesis　of　 Antarctic　 yellow-green　 algae　 (Xantho--
phyceae)　 were　 measured　 under　 various　 temperatures.　An　 Antarctic　 alga,
Xanthonema　 sessile　 PAB759　 and　 an　 alga　 X.　 sessi!e　 V98　 isolated　 from　 tem-
perate　 area　 can　 grow　 from　 5　°C　to　 20　°C,　with　 an　 optimum　 temperature　 at
15　℃.　 When　 cultured　 at　 25°C　 for　 aweek,　 the　 cells　 were　 breached.　 On
the　 other　 hand,　 an　 Antarctic　 alga　 X.　 sp.　 KG16　 can　 grow　 from　 5°C　 to　 25°C,
with　 and　 optimum　 temperature　 at　 l5°C　 to　 20°C.　 X.　 sessile　 PAB759　 main-
tained　 its　 photosynthesis　after　 -150C　 freezing　 for　 5　 hours,　 but　 X.　 sp.
KG16　 could　 maintain　 it　 only　 after　 freezing　 for　 l　hour.
「は じ め に 」 わ れ わ れ は 、 こ れ ま で 、 南 極 の 陸 上 と い う厳 し い 環 境 で ど の よ う
に 微 細 藻 類 が 生 育 し て い る か を 明 ら か に す る 目的 で、 南 極 産 単 細 胞 緑 藻 ク ロ レ ラ
の 光 合 成 活 性 や 生 育 と 温 度 の 関 係 に つ い て 調 べ て き た 。 そ れ に よ る と、 ク ロ レ ラ
Chlorella　 vulgaris　 SO-26株 、 ク ロ レ ラ　C.vulgaris　 KG-5株 の 生 育 と光 合 成 活 性
の 温 度 範 囲 の い ず れ に お い て も 温 帯 産 のC.　 vulgaris　 C-135株 やC.sorokiniana　 C
-133株 に 比 べ て、 よ り低 温 側 に あ っ た 。 今 回 は 南 極 陸 上 の 淡 水 産 黄 緑 藻 の 温 度 特
性 に つ い て 調 べ 、 こ れ ま で の 結 果 と 比 較 した 。
「材 料 と 方 法 」 材 料 は 南 極 ス コ ッ ト基 地 付 近 よ り分 離 した 糸 状 黄 緑 藻Xanthone
堕 　sessile　 PAB759と キ ン グ ジ ョー ジ 島 よ り分 離 し たXanthonema　 sp.　 KGI6、　お よ
び タ イ プ 種Xanthonema　 sessile　 V98を 用 い 、15℃ 、 約3000Lux(75μmo1/m2/sec)
の 植 物 育 成 用 蛍 光 灯 照 射 下 、 モ ノ シ ン型 振 と う培 養 装 置 を 用 い て 無 機 培 地 で 培 養
し た 。 光 合 成 活 性 は 酸 素 電 極 を 用 い 、 藻 体 混 液2mlに20、000Luxの 光 を 照 射 し、 生
ず る 酸 素 量 よ り求 め た 。 凍 結 処 理 時 の 温 度 変 化 の 測 定 は 温 度 セ ン サ ー とデ ー タ記
録 装 置KADEC-Uを 用 い た 。
「結 果 」　X.　sessile　 PAB759,　 X.　sessile　 V98の2種 の 藻 類 は い ず れ も5℃ か ら20℃
で 生 育 し、15℃ が 最 適 で あ っ た 。25℃ で は1週 間 の 培 養 で 白 化 し た 。 そ れ に 対 し、
X.　sp.　KG16は5℃ か ら25℃ で 生 育 し、15℃ か ら20℃ が 最 適 で あ っ た 。30℃ で は6日
間 で 白 化 し た 。 し た が っ て 、KG16株 は 他 の 株 に 比 べ て 生 育 温 度 範 囲 が 広 い と い え
る。 次 に これ ら の 藻 類 を 一15℃ で 凍 結 処 理 後 の 残 存 光 合 成 活 性 を 測 定 し て 藻 類 の 耐
凍 性 を 調 べ た 。　X.　sessile　 PAB759で は5時 間 の 凍 結 処 理 ま で 光 合 成 活 性 が 認 め ら
れ た が 、KG16株 で は1時 間 の 凍 結 処 理 で は 活 性 が あ っ た が 、5時 間 の 凍 結 処 理 で は
ま っ た く 失 わ れ た 。 こ の こ と か らPAB759株 の 方 がKG16株 に 比 べ て 耐 凍 性 が あ る と
考 え ら れ る 。 し か し、 残 存 光 合 成 活 性 は 凍 結 処 理 速 度 や 解 凍 速 度 な ど の 条 件 に 影
響 さ れ る の で 、 今 後 こ れ ら の 条 件 に つ い て 検 討 す る つ も り で あ る 。
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南 極 湖 沼 にお け る藻 類 堆 積 物
ALGAL　 SEDIMENTS　 IN　ANTARCTIC　 LAKES
坂 東 忠 司(京 教 大 ・教 育)、 岩 佐 朋 美(京 教 大 ・教 育)、 斎 藤 捷 一(弘 前 大 ・教 育)、
伊 村 智(極 地 研)、 神 田 啓 史(極 地 研)、 瀬 戸 浩 二(島 根 大 ・総 合 理 工)
　 T.　BANDO　 (Kyoto　 Univ.　 of　Educ.)　 ,　T.　IWASA　 (Kyoto　 Univ.　 of　Educ.)　 ,　S.　SAITO
(Hirosaki　 Univ.　 ),　S.　IMURA　 (NIPR),　 H.　Kanda　 (NIPR)　 &　K　 SETO　 (Shimane　 Univ.　 )
　 A　 total　 of　eighteen　 core　 samples　 were　 collected　 from　 the　 bottom　 of　 seven　 lakes　 near　 Showa
Station　 in　Antarctica.　 Some　 of　them　 were　 examined　 for　 algal　 flora　 and　 analysis　 of　the　 laminar
structure　 that　 the　 white　 part　 and　 the　 dark　 greenish　 grey　 part　 were　 arranged　 alternately.　 A　 few
diatom　 and　 desmid　 species　 were　 dominated　 at　the　 white　 color　 parts,　 and　 some　 cyanobacterial
species　 were　 dominated　 at　the　 other　 parts.
宗谷 海岸(リ ュ ッッォ ・ホルム湾東岸)の 露岩域 には大小 さ まざ まな湖沼が多 数存在 して いる。
これ らの湖 沼にお ける生物学的な視点で の調査 の中で、我 々は1995年12月 か ら1997年1月 まで
の間に、商才 ングル島、 ラングホ ブデ、 スカルブスネス、スカー レンに位 置す る7湖 沼か ら湖底 に
堆積す る藻類マ ッ トの コアサ ンプル を採取す る ことができた。各サ ンプル の詳細な解析 は進 行 中で
あるが 、画 才 ングル大池 と雪鳥池の コアを中心 に これ までに得 られた若干 の知 見 につ いて報 告す る。
1)ほ とん どす べてのコアに層状構 造が見 られ 、密 な部分 では15層/mmに も達 す る。
2)基 本 的に、白色(比 較的粗)と 暗灰緑色(比 較 的密)の 部分が交互 に重な ってい る。白色部に
は珪藻類(Amphora　 veneta,　Hantzchia　 amphioxys,　 Stauroneis　 anceps　 etc.)や 接合藻類
(Cosmarium　 clepsydra　var.,　C.　subcrenatum　 etc.)が 多 く、暗灰緑色 部に はラン藻類(Micro(}Ystis
spp.,　Phormidium　 sp.　etc.)が 多い傾 向がある。 この2種 の薄層 は光量 や水温 の季 節変動 を反映 し
た いわ ゆる年輪 とみ なす こともできる。
3)コ アの縦断面 には、数一トか ら数百 の薄層か らな るブロ ックが横か らくさび状 に入 り込 ん だ状態
の不整合而が観察 され る ことが多 い。コアサ ンプ ラーの シ リンダー部 が堆 積物 中に沈 み込 む 際に生
じた機械的な歪みで ある可能性 も否定 はできないが、我々は次 のような過 程が繰 り返 され る ことに
よ って生 じた もので ある と考 える。
光合成 によ って 生 じた酸素の気泡が 藻類マ ッ トの内部に溜 まる。→ そ の浮 力で
マ ッ トの一部が はがれて浮かび上が る。→ 風や波 の力で気泡が押 し出され て浮
力を失 い、再び湖底 に沈む。
また、同 じくコア の縦断面で、ある一層 を堺 に して上下(浅 深)が 対称 にな って いる部分 が観察
され る ことがあ る。 これは、次のよ うに説明 され る。気泡 の浮力で浮 かび上が るのは開水面 の現 れ
る夏期に限定 される訳ではな く、時 には長年 にわた って氷が 開かない こともある。このよ うな場 合、
礫塊 は水 中を漂 いなが ら、あるいは氷 の下面 に留 まった まま生育を続 ける。実 際、開水面 に漂 う藻
塊 の中に、表裏のな い枕状の もの を多 数確 認する ことが できる。しか も、その礫塊 の断面 は同心 円
状 の層構造 にな って いる。 このよ うな藻塊が浮力 を失 い湖底 に堆積す る ことによって、部分 的に一ヒ
ド対称 の薄層構造が 生 じる もの と考 える ことがで きる。
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フェゴ島(ア ルゼ ンチ ン)の 羽状 珪藻、　CeratOneiSarCtzsKijtzingの 形態変 異
Morpbologi(alvariabilityofCeratoneisarcusKUtzing(pennatediatom)ficomTiemadelFuegr)
　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 (Angemina)
福島博(藻 類研)・/」 淋 艶子(藻 類E研)・ 吉武 佐紀 子G相 南短 大)
HirbShiFUKUSHIMA(bコstitute　(rf　Phycology),　Ts嘔ko　 KO-BAYASHI　 (kStitUteσfPhtytnl(9)　 &
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Sakiko　YOSH]TAKE　 (SbOnan　 Jtmier　College)
The　 valve　 of舳s　 spedes　 is　linearユaDoeolate　 and(㎜ed　 with　 oomex　 dorsal　 margin丑tapαs　 to
somewhatcapitateendsinmanyspecimens.Thecer血alpartσfthe　valve　is (kStinctlyswollen　 only　on
theventralsideingeneralbutinsomespecimensitisweakdyswollenσrsometimess(arcelyswollen.
Thespecimenswithscar(elyswollenmarginonver辻ral　sid 　Cl()selyresembles　 I}agiZaria　 parasin'/(a　 W.
Smith丑 お(haradedSticpoint七ha七manyvalves　is　weakly (urved.　inthe　 spe(imens　 fu)m　 FuegP・
材料と方法
1993年1月 、アルゼンチン、フェゴ島ラパタイア国立公園の流水域で得た石礫のイ寸着藻の一試料に
C凄aめneおEunZSが 見出されたので、この試料を本研究に用いた。濃硫酸でクリー ニングし、　pleuraxで
封入した永久プレパラート中の本極、約300珪 殻を光学顕微鏡で観察し1500イ音に引き伸ばした顕微鏡写
真を基にして解析を試みた。
糸課
CerdtOneiS　arcusの 珪殻は襯)母皮針形で弓形に湾曲し、普通は中央部より先端部まで徐々に細くなる。
先端音阻 突出し、多くの場合膨らんで頚綱犬になる。腹縁の中央部は瘤状に膨出けるカミ今回の試抑まこ
の膨出の程度が大変弱く、全く膨出しない個体もある。この腹縁中央部の膨出しない個体はFragilaria
patZtsiticaW.smithに 似てくる。
なお フェゴ島の促淋は=般 に湾曲の角度鳩 目い傾向が見られる。
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カナ列1極 圏の淡水珪藻フロラ(予 報)
P服 ㎜ 舐Y㎜)RTOF㎜ ∋1鋼A㎜D筑TOMm踏OFC酬 曲1酬 姐C皿C
福島博(藻 類研)、 吉武佐紀子(湘 南短大)、 ノjN林艶子(藻 類研)
踊 ㎜ ＴS㎜ ㈱ ㎡P脚,SakikoYCSHIrAKE(SbOnanJtmerCollege)&
TsuyakoKO-BAYASHI(丘 〕sti七uteOfPh>てDlogy)
Theinvestigationwas(aniedoUlonsamplesfヒomHersChelISIandSmokingHills,Vi(丈oria　k and
倶o蜘 ㎞P磁,　 Bymn　 Bay　 and　 Cambridge　 Bay),　 Sommerset　 fSland　 and　 BeeChey　 fSland血 胸
A曲c2bne.　 The　 at尤a(ihed　diatoms　 were　 co皿ecte(1　and　 their　coinpositions　 were　 suneyed　 in　this　study.
Thedia七 〇massemblageswverenote)dusi刃ely　oomposed　 ()f　bipolar　 d㎞bu㎞gsp㏄ies　ord㎜]polar
spedesornorthemregion-Ino輌spedes.　They　 corsisted　 of　dコ㎜polar　 sp㏄ies　 (egハ 励 翻a
bOttnica),　 northem　 region　 -mountain　 sp(冠(迫(ag(コymbeUa　angustata,σa㎡ゴ(a, C.　des(珈ta,σ
desゴgnata,　 C　 eZ幽ensfs,　 C.改 血a,　 C.　stauroneiforn㎡s,　 NaVidtzZa　 amphibOla,　 N　 uementoides,　 N
岬 血a)　 and　 ・・sm・繭tans画es(egAd㎞thesh㎎ 遡 纈,　cal()neiS　 sth'CtzZa,　(加1b()lla　 (tStUla,
NaViCtzZa　 ba(diun?,　 N　 cmptOcephalla,　 N　 gr蜘a,　 RhopalOdia　 gfbba,　 Stauronets　 anoeps,　 S.
phoeni(enteron).
1997年8月 にカナタ北極圏のHersChel　 fSland　Smoking　 Hills,　ViCtoria　lSlartdのHolmam　 Ross
Pcrint,ByronBayお よびCambridge　 Bay,　S()mmerset　 lsland,　Beecheylslandの8地 庶 採 集しだ 釧
中の珪藻フロラにつ いて報告する。
今回の調査 酬 ま北極圏内であるが 両極性種、周楓 生種 北方 ・1⊥岳1全種などと囎 讃1る 種のみで構
成されている水域はなかった。すなわち、今回調査 したすべての水域で上記の種と世界広汎 種が 昆生して
いた。
今回調査 した水域の環境と珪藻フロラの関係は以下のようである。
1塩 分の影響を強 く受 ナている水域
1)海 岸近 くにある小止水域 …　 HershelfSland
汽水、塩水性種(NaVitUlahalophyia,N.salinarumな ど)が 多く、汽水、海産1生種
(A(痂a㎡ 畑d飯(ztuZa,　 NaViCtda　b()ttni(a,　N.　elegansな ど)の 出現も見 られ 海 産種
(Melosira…doidesな δ 湿 生してし、る。
2)海 岸近 くではない小l!フk域 …　 Smok㎏]五kS
7{ヤk塩 水性種(Nav妓 ぬha1()phyia,　N　sa㎞mな ど)が 多い。
2塩 分の影響を強 く受けていない水域
1)近 くに人家がある小1}フ栂或…　 Holman(Vi(tOriaIISIand)
耐有機汚濁性種(NaViCtdacuspiciataな ど)の 混 入が見られ、出現極数力滲 い。
2)近 くに人家がな く、水辺の陸 上動物の糞も多 くない小止フid/£
(1)轍 菊時にも干上がる様子はない水域 …　 CambridgeBay(Vi(加ja鳳and)
周極性種、北方 ・山耐 生唾、世界広汎種糠 星生 し土壌藻の混 入は見 られない。
(2)乾 燥時には干上がると考え られる水域 …　 RossP(血t,　Byron　Bay　(Vi(±oria　lsL)
土壌藻(Hantz曲aamphα 那,P[㎜u㎞bo肥a旛 なと)が 昆生、
3)燭 瀕 く、嚇 勿も少な噸 の瀞 ・　・SummersetISIand,BeeCheyISIand
清浄な冷流水に多い種((]etatOnetSarcus,Me壺(五 〇!n(血ian?等)力 注 に1厘見
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PERIPHYTON ECOLOGY 
     THE VICINITY OF 
       KING GEORGE
OF TWO SNOW-FED STREAMS IN 
H. ARCTOWSKI STATION, 
ISLAND, ANTARCTICA
Josef  Elster' and Ondrej  Komarek'
    Academy of Sciences, Institute of Botany and University of South 
Bohemia, Faculty of Biological Sciences, CZ 379 82 Trebon,  CzechRepublic' 
    Masaryk University, faculty of Sciences, Brno, Czech  Republic'
    The Subantarctic Islands and the Antarctic Peninsula have been considered to be the 
areas with the fastest warming of the Southern Hemisphere. The climate warming here is 
closely connected with glacier recession. On the newly deglaciated landscape, the streams, 
occupied by algae, function as nourishing veins, initiating the process of primary 
succession. In the 1995/96 and 1996/97 austral summer seasons, two differing snow-fed 
streams were studied. The algal diversity and abundance, the physico-chemical 
parameters of the stream' s water and the periphyton standing crop and productivity were 
measured along the streams. The movement of the periphytic communities following the 
glacial retreat will be introduce.
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携 帯 型 マ ル チ チ ャ ン ネ ルCO2フ ラ ッ ク ス 測 定 装 置 の 開 発
　 Portable　 multi-channel　 system　 for　measuring　 CO2　 flux
木部 剛(科 学技術振興事業団),中 台 利枝(農 環研),鞠 子
唐 艶鴻(国 立環境研),小 泉 博(農 環研)
茂(山 梨環境研),
T.　KIBE　 (JST),　T.　NAKADAI　 (NIAES),S.　 MARIKO　 (YIES),　 Y.　TANG　 (NIES)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　H.　KOIZUMI　 (NIAES)
　 We　 developed　 a　portable　 multi-channel　 system　 for　 measuring　 CO2　 flux　 which　 could　 be　 run　 by
12　V　 battery　 (DC　 electric　 power　 supply).　 The　 system　 mainly　 consists　 of　 five　 components:　 4-
channel　 CO2　 gas　 sampling　 unit,　 chambers　 placed　 on　 the　 ground　 surface,　 a　gas　 drying　 unit,　 an
IRGAandacomputerforregulatinggascurrentandloggingdata.MeasurementofCO2flux
with　 the　 system　 was　 carried　 out　 on　 the　paddy　 field　 after　 drainage　 for　 two　 days　 and　 reliability　 of
the　 system　 was　 confirmed.　 The　 portability　 of　the　 system　 enable　 us　 to　measure　 CO2　 flux　 on　 the
various　 types　 of　terrestrial　 ecosystems.
【はじめに】 現在,地 球温暖化への関心が高 まり,温 室効果 を持つガスである二酸
化炭素(CO2)の 動態 に注 目が集まりつつある.特 に極域,高 山な どの寒冷地域では
温暖化 による顕著 な影響が予想 され,土 壌中の有機態炭素の大気中への放出が急激に
増加することなどが懸念 されている.し か し,こ のような地域における大気一土壌間の
CO,フ ラックスなどの実測データは,測 定が困難なために乏 しく,温 暖化の影響予測
の精度が上が らない一因となっている.
【既存装置の問題点】CO2フ ラックスの経時的な変化を把握するためにはIRGA(赤
外線CO,ガ ス分析装置)を 用いた通気法が適 しているが,こ れ までは機器の携帯性 を
重視すれば多点の同時測定が困難 となり,ま た多点測定を行お うとすれば機器が大型
化するため,測 定場所に大 きな制限があった.本 研究では,寒 冷地域 などで も容易に
測定が行えるように,1.小 型,2.多 チャンネル,3.バ ッテリ稼動,4.自 動制御,5.場 所
的な汎用性の5つ をポイン トとして,測 定装置の開発 を行った.
【装置の構成】 今回開発 した装置は大 きく5つ のユニ ットにより構成 されている.
1.ガスサンプリングユニッ ト(4チ ャンネル仕様),2測 定用チ ャンバー,3.除 湿ユニ
ット,4.IRGA,5.コ ンピュータ(運 転制御,デ ータ収集用).
【測定結果と考察】 茨城県つ くば市 にある農業環境技術研究所の実験圃場(落 水後
の水田)に おいて48時 間の連続測定 を行い,土 壌表面におけるCO2フ ラックスを測
定 した結果,4チ ャンネルとも安定 した値 を得 ることができた.こ の装置は測定対象
とする生態系によりその構成 を柔軟に組み替えることが可能である.例 えば土壌 と大
気の間に水層が存在するような場合にも,チ ャンバーの形状 を変更することにより測
定が可能である.し たがって,今 後さまざまな陸上生態系におけるCO2フ ラックス測
定への応用が期待される.
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土 壌 の 物 理 性 か ら 見 た 植 生 分 化 お よ び 種 の 類 型 化 に つ い て
－Ny-Alesund ,　Svalbardに お け る 事 例 一
　　　 Vegetation　 differentiation　 and　 ecological　 characterization
　 of　some　 selected　 species　 in　relation　 to　soil　physical　 properties
　 　 with　 special　 reference　 to　vegetation　 of　Ny-Alesund,　 Svalbard
小 島 覚(富 山 大 理)、 和 田 直 也(富 山 大 理)
S.　Kojima　 (Toyama　 Univ.)　 and　 N.　Wada　 (Toy㎜aUniv.)
　 Vegetation　 differentiation　 and　 ecological　 characteriistics　 of　 some　 selected　 vascular　 plants　 in　the
arctic　 environment　 were　 studied　 in　relation　 to　 soil　 physical　 properties.　 A　 total　 of　 sixty　 sample　 plots
were　 established　 to　 describe　 vascular　 vegetation　 and　 to　 collect　 soil　 s田nples　 for　 dete㎜ination　 of
physical　 properties.　 All　 the　 vascular　 plants　 in　the　 plots　 were　 recorded　 and　 their　 cover　 was　 assessed　 in
Domin-Krajina's　 cover　 classes.　 From　 each　 plot,　 one　 soil　 core　 sample　 of　 lOO　 〃71　was　 collected　 using　 a
core　 sample　 extractor.　 Cores　 were　 oven-dried　 with　 105　 ℃ 丘)r　48　 hours　 and　 bulk　 density,　 pore　 space,
volume　 percentages　 of　 solids,　 water　 and　 air　 were　 calculated.　 A　 vegetation　 synthesis　 table　 was
constructed　 and　 seven　 vegetation　 types　 were　 distinguished.　 They　 were　 Drabαtype,　 Dリ ノas　type,
Co∬iope　 p)fpe,　 matUre　 moss　 type,　 immature　 mesic　 moss　 type,　 immature　 wet　 moss　 type,　 and　 i.uzula
type.　 Soil　 moisture　 and　 soil　 aeration　 seemed　 to　be　 a　prime　 factor　 to　differentiate　 the　 vegetation　 types.　 In
order　 to　determine　 ecological　 characteristics　 of　some　 selected　 vascular　 plants　 in　relation　 to　soil　physical
prope廿ies,　 eleven　 species　 occuning　 commonly　 throughout　 the　 plots　 were　 chosen.　 They　 were　 Ca∬ 螂
舵trag・ 鳳CerαS伽mαrCtiCUm,　C.　 regelii,　 1)ryαS　 ・C重・petαlq　 Oxyri.a　 　digyna,　 P・lyg・nMm　 Viv言PαrUm,
Sαlix　 P・laris,　 E'axifragαcαespit・sα,　 S.　 cernMa,　 S.　 nivαlis,　 and　 S・　 ・PP・s聯)iia・ 　 Their　 frequen(ry
distribution　 curves　 along　 a　soil　 moisture　 gradient　 were　 constnlcted.　 From　 the　 curves,　 eleven　 species
were　 characterized　 as　 fbllows:　 euryhygrotopic　 mesophyte,　 euryhygrotopicc　 hygrophyte,　 stenohygrotopic
submesophyte,　 and　 stenohygrotopicc　 hygrophyte.
ス ピ ッ ツベ ル ゲ ン 島 、 ニ ー オ ル ス ン に お け る植 物 群 落 分 化 お よび 主 要 維 管 束 植 物 種
の 生 態 分 布 に つ い て 、 主 と して 土 壌 の 物 理 性 と の 関 連 で 研 究 を行 っ た 。　Rabbenか ら
Brogger氷 河 に か け て の 一 帯 お よび ニ ー オ ル ス ン集 落 の 南 西 に 位 置 す る 海 岸 段 丘 上 の
植 生 を対 象 に 、60個 の 方 形 区(hlm2)を 設 け 、 出 現 す るす べ て の 維 管 束 植 物 種 お よ び
そ の 被 度 をDomin-Krajinaの 被 度 階 級 に よ り記 録 した 。各 方 形 区 か ら根 圏 域 の 土壌100
mtを 採 土 器 を用 い て採 取 し、 恒 温 乾 燥 機 に お い て105℃ で48時 間 乾 燥 させ 、減 重 量 か
ら水 分 量(液 相)を 求 め 、粗 比 重 か ら固 形 物 量(固 相)、 及 び 空 気 量(気 相)を 求 め て三 相 構
造 を決 定 した 。植 生 記 録 か ら組 成 表 を作 成 した。そ の結 果 、7群 落 型 が 識 別 できた。これ ら
の 群 落 型 は 、植 生遷 移 の異 なる段 階 と土壌 水 分 量 によって分 化 して い るもの と思 われ た。次
に 、調 査 地 域 に比 較 的 普 通 に 生 育 してい る維 管 束 植 物11種(Cassiepe　 tetragena,　Cerastium
arctiCUM,　C　regelii,　Dryas　octOPetala,　0拶riαdigyna,　Polygonum　 viviparUM,　Salix　pOlaris,　S(vcifraga
caespitosa,　S.　cernuα,　S.　nivalis,　S.　oppositlfolia)　を選 び 、土壌 水 分 条 件 に対 す る種 の 類 型 化
を行 っ た。 す な わ ち生 育 地 を土 壌 乾 湿 度 か ら5段 階 に 区分 し、各 段 階 にお ける種 の 出 現 頻
度 を求 め て頻 度 分 布 曲線 を作 成 、土 壌 水 分 傾 度 上 に お けるこれ ら植 物 の 生 態 分 布 様 式 を
決 定 した 。そ の 結 果11種 は 、 中 湿 地 を 中 心 とし て 比 較 的 幅 広 い 分 布 を 示 す も の
(euryhygrotopic　 mesophyte)、 分 布 の 中 心 は 湿 性 地 に あ るが や は り幅 広 い 分 布 を 示 す もの
(euryhygmtopic　 hygrophyte)、 　や や 乾 性 地 に集 中 す るもの(stemhygmtopic　 submesophyte)、
湿 性 地 に集 中 す る もの(stenohygrotopic　 hygrophyte)　 等 に 分 け られ た。
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雪解け傾度に沿 った高山植物群落の開花パターン
Flowering　 phenology　 of　 alpine　 plant　 communities　along　 a　gradient　 of
SnOW-melt　 timing
工 藤 岳 ・鈴 木 静 男(北 海 道 大 学 ・地 球 環 境 科 学 研 究 科)
G.　Kudo　 &　S.　Suzuki　 (Hokkaido　 University)
　 Flowering　 phenology　 of　37　 alpine　 species　 was　 observed　 during　 two　 seasons　 among　 7
plots　 which　 were　 arranged　 along　 a　snow-melt　 gradient　 in　 the　 Taisetsu　 Mountains,
northern　 Japan.　 Flowering　 season　 of　 a　community　within　 each　 plot　 decreased　 with
lateness　 of　 snow-melt　 from　 88　 days　 at　a　fell-field　 plot　 to　 32　 days　 at　a　snow-bed　 plot.
Time　 of　 first　 flowering　 was　 diverse　 among　 species　 at　 early　 snow-melt　 plots,　 and　 it
became　 to　 concentrate　 within　 narrow　 periods　 at　 later　 snow-melt　 plots　 having　 short
growing　 season.　 Because　 there　 were　 no　 significant　 differences　 in　 flowering　 period
of　 each　 species　 among　 plots,　 these　 results　 indicating　 that　 flowering　 overlap　 among
species　 increases　 with　 decreasing　 season　 length　 along　 a　snow-melt　 gradient.　 Similar
tendency　 was　 observed　 at　 a　same　 place　 between　 early　 and　 late　 snow-melt　 years.
生育好適期間の制限されている高山環境に生育する植物は,限 られた生育期間内で開
花 ・結実を完了しな くてはな らず,開 花フェノロジーは繁殖成功に影響する重要な特性
である.高 山環境で植物のフェノロジーに最も強 い影響 を及ぼす要因は雪解 け時期の違
いである.雪 解け時期は局所的に大きく異なり,ま た同 じ場所であって も年 によって大
きく変動する動的環境要因である.北 海道大雪山系に生育する高山植物群落の開花パター
ンを雪解 け傾度に沿って2年 間観察 し,生 育期間の短縮に伴う群落 レベルの開花フェノ
ロジー特性を解析 した.
冬期間にほとんど冠雪 しない風衝地か ら,8月 初旬 にようや く消雪する雪 田底部にか
けて7つ の調査プロッ トを設け,雪 解 けの遅かった1996年 と早かった1997年 に各プロッ
トに生育する虫媒花植物の開花フェノロジーを観察 した.調 査プロッ トには合計37種 の
虫媒花植物が生育 していた.プ ロッ ト毎に出現す る極数は風衝地プロッ トで20と 最も多
く,雪 田底部で最低の7種 であった.
群落全体 としての開花期間は雪解け時期の遅れ とと伴に短縮 し,最 も長か ったのが
1997年 の風衝地で88日,最 も短かったのは1996年 の雪田底部で32日 であった.開 花開
始時期は生育期間の長い風衝地で種間変異が大きく,雪 解けの遅れ と伴に開花開始 時期
は種間で同調す る傾向が認め られた.し か し,個 々の種の開花期間はプロッ ト間で差が
認められず,雪 解け傾度に沿った生育期間の短縮に伴い開花時期の種間の重な りは増加
する傾向があった.生 育期間の長 い風衝地では,シ ーズン初期 には種間の開花の重なり
は小さく,シ ーズン後半で増大す る傾向があったが,雪 解け時期の遅い雪田では開花の
種間の重な りはシーズン初期で大 きくなっていた.雪 解け傾度 に沿って検 出された これ
らの関係は,同 じ場所での雪解 け時期の年変動でも生じていることが認め られた.雪 解
け時期の局所的偏 りや年変動によって引き起 こされる群落 レベルの開花 フェノロジー変
異は,訪 花昆虫の行動や植物の繁殖成功に大きく影響す ると考 えられる.
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富 士 山樹 木 限 界 付 近 に 生 育 す る2種 の タ デ 科 の先 駆 植 物 イ タ ドリ ・オ ン タ デ の光
合 成 及 び 水 分 収 支 の 日変 化
Diurnal　 changes　 of　net　photosynthesis　 rates　 and　 water　 relations　 of
two　 pioneer　 polygonum　 species　 at　an　alpine　 timber　 line　 of　Mt.　Fuji
中野 隆志 ・鞠 子 茂(山 梨 県環 境 科学 研究 所)、 廣 田 湖 美(東 京 都立 大学 ・理 学部 ・生物)、
渡 辺 雅 子 、増沢 武弘(静 岡大 学 ・理 学部 ・生物)
Takashi　 Nakano,　 Shigeru　 Mariko　 (Yamanashi　 lnstitute　 of　Environmental　 Sciences),　 Hilomi　 Hirota
　　 (Tokyo　 Metropolitan　 Univ.)　 ,　Masako　 Watanabe,　 and　Takehiro　 Masuzawa　 (Shizuoka　 Univ.).
Polygonum　 cuspた ねtum　 (Pc)　 and　 Polygonum　 weyr/ch〃 　(Pw)　 are　 well　 known　 as　the　 pioneer　 species
around　 the　 alpine　 timberline　 of　Mt.　 Fu　ji.　 The　 diu　rnal　 changes　 of　net　 photosynthesis　 rates　 (　Pn)　 and
water　 relations　 of　these　 species　 were　 measured　 during　 the　 daytime　 on　a　typical　 summer　 da)ん 　 　 There
were　 little　 differences　 of　Pn　 between　 Pc　 and　 Pw,　 where　 as　Ieaf　 conductance　 of　Pw　 was　 two　 or　three
times　 larger　 thanthat　 of　Pc.　 Little　 differences　 were　 also　 taken　 in　daily　 pattern　 of　leaf　 waterpotential
and　 in　water　 relational　 parameters　 obtained　 from　 the　 Pressure-Volume　ana　 lysis　 (the　 PV　 curve).　 The
minimum　 values　 of　leaf　 water　 potentials　 in　daytime　 were　 nearly　 turgor　 loss　 point　 in　two　 species.　The
relationships　 between　 environmental　 factors　 and　 Pn　 show　 that　 the　 major　 factor　 limiting　 the　 Pn　 was
light　 condition　 in　these　 two　 species.
　 These　 facts　 indicate　 that　 Pw　 maintains　 high　 Pn　 by　 opening　 stomata　 that　 was　 connected　 with　 high　 soil-
to-leaf　 hydraulic　 conductance.　 ln　contrast　 Pc　 maintain　 high　 Pn　 which　 caused　 by　 high　 ability　 of
photosynthesis　 in　Iow　 intercellular　 C　O2　 concentration・
イタ ドリとオ ンタデはタデ科 タデ属 の草本植物で富士山樹木限界付近の先駆植物と して知 られている。 これま
での両極 についての生理生態学的な研究は、実験室内で環境 に対する光合成速度の反応の測定を中心 に行われて
きた。 しか しなが ら、野外で光合成速度の 日変化を測定 した例は少なく、水収支 に関する測定もほとんどなされ
ていません。それゆえ、両極の野外での光合成や気孔開度の制限要因に関する知見はいまだ不十分 です。
本研究では、夏の晴れた日に野外で微気象の測定を行 うとともに、光合成速度(Pn)、 葉の水蒸気 に対するコン
ダクタンス(91eaf)、 葉の水ポテ ンシャル(ψleaf)の 日変化の測定を行 った。また、葉の水分特性に関するパラ
メータをPV曲 線法により推定 した。
測定を行った 日は12時 頃まで晴れその後霧が出た。　Pnは 午前早くに最大 とな りそ の後減少 した。　Pnの 最大値
はイタ ドリの方が高い傾向が見られた。　Pnの 日変化 に両極で大きな差が見 られなか った。91eafは オ ンタデの方
が有為に大きか った。イタ ドリは午前8時 頃に91eafが 最 も高かったが、その後減少 した。オ ンタデは午前8時 頃
か ら15時 頃まで高い91,afが 維持されていた。蒸散速度 もオンタデの方が有為に大きかった。 ψ1,afは オンタデの
方が僅かに低 くなる傾 向が見 られた。 ψleafは 、両極 ともターガーロスポイン ト(TLP)近 くまで下が った。PV
曲線か ら得 られた水収支 に関する葉のパラメータは、　TLPで のψleafがオ ンタデで有為 に低か った ことをのぞき、
十分吸水 した ときの浸透ポテ ンシャル 、壁 の弾性係数、　TLPで の葉の相対含水率 ともに有為な差はみられなか っ
た。光、温度と光合成速度の関係か ら、野外で最 も光合成を制限 している環境要因は、両極とも光であると推定
された。
以上、オンタデは91eafを高 くすることで葉内二酸化炭素濃度の低下を防ぎ、光合成速度を維持 していると考え
られた。この ことは、オ ンタデが より水消費的である ことを意味する。また、PV曲 線法か ら得 られた葉の水分
収支 に関するパ ラメーターに両種 に大きな違いがないことか ら、高い気孔コンダクタ ンスの維持は、葉の水分特
性によるものではな く、高い通導 コンダクタンス によ り補償 されている と考えられた。一方、イタ ドリは気孔コ
ンダ クタンスが低 く、葉内二酸化炭素濃度が低下 した。にもかかわ らずイタ ドリが高い光合成速度 を維持 してい
たの は、光合成の生理的な活性がオ ンタデよ りも高いことによると考え られた。イタ ドリの方が91eafが 低く蒸散
速度 を抑 えて光合成を行 って いた ことからイタ ドリの方が より水保持 的な種であると考え られた。
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チ ョ ウ ノ ス ケ ソ ウ の 花 数 と ク ッ シ ョ ン サ イ ズ と の 関 係
お よ びOTCを 用 い た 実 験 の 予 報
A　 preliminary　 report　 on　 a　relationship　 between　 the　number　 of　hermaphrodite　 and
male　 flowers　 and　 the　cushion　 size　as　a　gender　 expression　 of　Dりyas　 octoρetala
　 　 　 　 under　 a　warmed　 environment　 by　an　open　 top　 chamber　 (OTC)
和 田 直 也 ・小 島 覚(富 山 大 ・理)
N.　Wada　 and　 S.　K()jima　 (Faculty　 of　Science,　 Toyama　 University)
We　 examined　 a　relationship　 be枷een血e　 number　 of　hermaphrodite　 and　 male　 flowers　 and　 the
cushion　 size　of助 α∫　octOpetala　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard.　 We　 selected　 undisturbed　 four胎en
cushions　 of　1)　octope庇 血in　 August　 of　1996,　 and　 counted　 the　number　 of　hemaphrodite　 and　 male
nowers.　 We　 took　 photographs　 for　each　 cushion,　 and　 the　cushion　 size　(cover　 area)　 was　 measured
by　using　 these　 photographs　 and　 the　NIH　 Image　 softweaL　 The　 results　 showed　 that　the　number　 of
hermaphrodite　 flowers　 and出at　 of祠e　 nowers　 were　 significantly　 linearly　 correlated　 with　 the
cushion　 size,　 suggesdng由at　 (not　 the　number　 but)　 the　density　 bo血of　 hermaphrodite　 and　 male
flowers　 did　not　strongly　 depend　 on　the　cushion　 size.　 In　August　 of　1997,　 we　 set　up　 an　open　 top
ch㎜beron助 ∬vege血tion如clarify　 effectS　 of　warming　 on　gender　 expression　 of　D.　octopetala
and　 in　this　presentation,　 we　 preliminarily　 report　 the　experimental　 design.
1996年 夏 の観察 によ り、ニー オルス ンに生育 して いるチ ョウ ノス ケソウ(助 α∫
octopetala)に は通常 の両性花に加 えてメス器官(メ シベ)を 欠いたオス花が見 られるこ
とがわかった。本研究ではチョウノスケソウのクッションサイズ(面 積)と 両性花 ・オ
ス花との関係について報告する。明瞭なクッションを形成 しているチョウノスケソウの
genet　 14個 体 について、両性花とオス花 の数を数えた。また、それぞれのクッシ ョン
につ いて写真を撮影 し、そ の後NIH　 Image　 softwearを 用 いてパ ソコンで画像解 析を
行い、クッションサイズ(面 積)を 測定した。その結果、クッシ ョンサイズと花の数 と
の間には両性花 ・オス花ともに有意な正の相関がみ られ、直線回帰がフィッ トした。 し
かし、両性花に対するオス花の数とクッションサイズとの間には、有意な相関はみ られ
なかった。 これ らの結果は、両性花およびオス花の数はクッションサイズに依存 して増
加す る傾向にあるが、クッション面積あたりの花の数すなわち花 の密度は両性花 ・オス
花 ともにサイズに強 く依存 していないことを示してお り、またク ッションサイズに依存
した性表現の変化は花数か らみ るとあま り明瞭ではない ことを示唆 してい る。1997年
の夏、チ ョウノスケソウ優 占群落 に、温度に対する両性花 ・オス花生産数の変化 を明 ら
かにする目的で、オープン トップチャンバー を設定 した。この実験 のデザインについて
も報告する。
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富 士 山 の 高 山 帯 に お け る 環 境 変 動 実 験
一 オ ー プ ン ト ッ プ チ ャ ン バ ー に よ る 気 温 の 上 昇 と 植 物 の 成 長 に つ い て 一
　 　 Experimental　 study　 of　environmental　 change　 effect　 at　alpine　 area　 of　Mt　 Fuji
_Rise　 of　temperature　 and　 growth　 responses　 of　alpine　 plants　 by　open-top　 chambers－
渡 辺 雅 子 ・永 井 雅 ・増 沢 武 弘(静 岡 大 学 理 学 部)
Masal(o　 Watanabe、 　Masashi　 Nagai、 　Takehiro　 Masuzawa　 (Sllizuoka　 Univ)
　 A　 lot　of　 herbaceous　 perennials　 are　 growing　 on　 the　 upper　 timberline　 of　 Mt.　 fuji　 .　In　 alpine
rcgion,　 low　 tcmpcraturc　 ill　spring　 alld　fall　rcstric{s　 thc　 lcllgth　 of　growing　 scasoll　 or　alphl　 Plalits,
and　 ls　olle　or　thc　 important　 factors　 to　afrrcct　tllc　phcnology.　 Opcll-top　 cllalnbers(OTC)　 were　 set　fbr
frve　 speeles〈Artemisiα1)e伽cubsα,　Astrα9αlus　 αdsurgens,　 Cαmpαnulα 　 punctαtα,　 P・lig・num
wθyric眈 　 Vaccinium　 vitis-idaea).　 The　 pu叩ose　 to　 tllis　s加dy　 is　quantification　 of　 environmental
factors　 and　 observation　 of　the　response　 to　growing　 terms　 that　warmed　 arti丘cially　 on　 alpine　 plants.
Mean　 air　temperature　 inside　 OTC　 was　 wamler　 than　 outside,　 alld　wind　 speed　 was　 reduced　 inside.
Effect　 of　OTC　 caused　 different　 growth　 response　 in　each　 species　 ;　the　 length　 of　shoot　 inside　 OTC
was　 longer　 than　 outside,　 and　 leaf　number　 illside　OTC　 was　 larger　 .
は じめに:
高 山植 物 は 、低 温や 強 風 な どの厳 しい環 境 条件 下 に 生育 してい る。 特 に 、春や 秋 の低 温
は 、 高 山植 物 の 生 育 期 間 の 長 さに影 響 を 与 え る 主 要 因で あ る。 富 士 山の森 林 限 界 は標 高
2500か ら2800m付 近 に形成 され 、年 間 を通 して 、低 温や 強風 に さ らされ てい る。 また こ
の付 近 は 、11月 か ら翌年 の5月 初 めま で雪 に覆 わ れ るた め 、植 物 の生 育期 間 は5月 か ら
10月 終 わ りまで の6ヶ 月 と短 い。 本研 究 で は 、富 士 山の 森林 限 界に お いて オー プ ン トッ
プ チ ャ ンバ ー(OTC)を 設置す る こ とによ り、 生育 環境 が どの よ うに変化 す るのか を調査
し、変化 した 環境 に よ りそ こに 生育 す る植 物 が どの よ うな影 響 を受 け るのか を観 察 した。
方 法:
1997年 の5月 上旬 に ア ク リル 製 のOTCを40セ ッ ト設 置 し、　OTC内 外 の 気温 、 地 温、
葉 温 、 照 度 、 を 連続 的 に測 定 した。　OTC内 外 の湿 度 、風 速 にっ い て も測 定 を行 った。 対
象 植物 は 、 ミヤ マ オ トコ ヨモ ギ(Artemisia　 pedunculosa>　 、 ム ラサ キモ メン ヅル(Astragalus
adsi〃'gens)、 ヤマ ホ タル ブ ク ロ(CampaRUla　 PUilctalo)、　オ ン タデ(Po!igonum　 weyrichii)、 コケ
モ モ(Vaccinium　 vitis・-idaea)で、　OTC内 外の 個体 にマー キン グ を行 い 、 定期 的 に シ ュー トの
高 さ、葉 数 な どを測 定 した。 また 、葉 のサ ンプ リング を行 い 面積 、　SLA、 　ク ロ ロフ ィル
量 、窒 素 含 有 率 を測 定 した。
結 果:
OTC内 外 の平 均気 温 の差 は 、約0.7°Cで あ り昨 年 とほ ぼ同様 の結 果 が得 られ た。 湿度
はOTC内 部 の方 が低 か った。 風速 につ いて はOTC外 部 と比 較 して 内部 に おい て ほ ぼ無風
状 態で あ った。
OTCに よ る環 境 変化 に対 し、各植 物 と もに 内部 におい て シ ュー トの 伸 長 量が 大 き く、
葉 数 にっ い て も内部 の方 が 多 か った。 コケモ モ はOTC内 部 で は風 の影響 が ない た め枝 の
数 を減 少 させ 、 シ ュー トの 高 さ を伸長 させ る もの と考 え られ る。
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Poster Session: MarineBiology
A. Marine Environments Chairperson: Sasaki. H. (Sensvu Univ. Ishinomaki
P1.  DTL/OCTS images of an earth observing satellite, "Midori", received during the JARE38 cruise 
       Watanabe, K., Odate, T. and Fukuchi, M. (NIPR) 
P2. Pursuit of polynyas in the Antarctic peninsula area 
      Naganobu, M. (NRIFSF), Shibazaki, K. (Yanase Equip.), Kimura, N. (NTT Data), 
       Okada, Y. (Tokai Univ.) and Matsumura, S. (NRIFSF) 
P3. The fate of sinking particles in the mesopelagic zone of the Antarctic marginal ice zone in 
  summer 
       Suzuki, H., Sasaki, H. (Sensyu Univ. Ishinomaki), Kudoh, S. and Fukuchi, M. (NIPR) 
P4. Composition of sinking particulates collected under fast ice near Syowa, east Antarctica, in 
  austral spring, 1994. 
       Saito, R. (Tokyo  Kasei Univ.), Sato, T. (Tsukuba Univ.) and Watanabe, K. (NIPR) 
P5. Carbonate system of South-western Okhotsk sea in the sea ice season 
       Otsuki, A., Watanabe, S., Tsunogai, S., Ohshima, K. 
      and Wakatsuchi, M. (Hokkaido Univ.) 
P6. Variations of carbon dioxide in surface waters in the subarctic North Pacific 
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       Kubo, N. and Midorikawa, T. (Japan Meteorogical Agency) 
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       Midorikawa, T., Nemoto, K., Hiraishi, N., 
       Kubo, N. (Japan Meteorogical Agency) and Ishii, M. (Meteor. Res. Inst.)
  B. Primary Production Chairperson: Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.)  
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       Watanabe, K., Aise, K., Dong, D., Koizumi, T., Yamanouchi, M. 
      and Ushigusa, K. (Saga Univ.) 
P9. Phytoplankton photosynthesis in two contrasting habitats within the Indian Ocean sector of 
  the Southern Ocean 
       Goes, J. I., Gomes, H. R. and Saino, T. (Nagoya Univ.) 
 P10. Photosynthetic pigment variation of ice algae under divergent growth light intensity 
       Kashino, Y., Fujimoto, K., Akamatsu, A., Koike, H., Satoh, K. (HIT) 
      and Kudoh, S. (NIPR)
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P11. Community structure of microorganism developing  in/under sea ice in Saroma-ko Lagoon 
  —Planktonic vs. sea ice biota— 
      Kawanobe, K. (NIFS) and Kudoh, S. (NIPR) 
P12. Vertical flux of Ice Algae in Saroma-ko  lagoon  : Observation in 1997 winter season 
       Taguchi, S. (Soka Univ.), Saito, H. (Hokkaido  Natl. Fish. Res. Inst.), 
       Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.) and Shirasawa, K. (Hokkaido Univ.) 
P13. Temporal changes in distribution and production of the ice algae in the first-year ice of 
  Saroma-ko Lagoon 
       Hattori, H., Seto, K., Furuta, Y.  (Hokkaido Tokai Univ.) 
       and Saito, H. (Hokkaido Natl. Fish. Res. Inst.)
P14. The White Sea Phytoplankton after the spring bloom destruction 
       Ilyash, L.V. (Moscow State Univ., RUSSIA)
 C. Zooplankton Chairperson:  Tanimura, A. (Mie Univ.) 
P15. Comparison of distribution pattern and size composition of larval Euphausiids in the 
 southeast Bering Sea in May 1993 and 1995 
       Seo, M. (Hokkaido Tokai Univ.), Nishimura, A. (Natl Res. Inst. Far Seas Fish.) 
      and Nishiyama, T. (Hokkaido Tokai Univ.) 
P16. Fishes incidentally caught by Japanese Antarctic krill commercial fishery to the north of the 
  South Shetland Islands in 1997, with notes on their stomach contents 
       Mitsuyasu, H., Iwami, T. and Numanami, H. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.) 
P17. Respiration rate, ammonia excretion rate and C/N ratio of Antarctic gammaridean amphipod 
  Abyssorchomene rossi 
      Numanami, H. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), Takeuchi, I.  (ORI), 
      Tsuchiya, Y. (Univ. Tsukuba), Igarashi, A. and Fukuchi, M. (NIPR) 
P18.  Diel vertical distribution of two small  cyclopoid  copepods, Oithona similis and Oncaea curvata 
  under the fast ice near Syowa Station, Antarctica in summer 1993. 
       Tanimura, A. (Mie Univ.), Hoshino, K., Nonaka, Y., 
       Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.) and Miyamaoto, Y. (Tokyo Univ. of Fish.) 
P19. Performance on Norpac net sampling under severe sea condition 
       Odate, T. (NIPR), Sakaoka, K., Kajiwara, Y., Imai, K., Kobayashi, N., 
      Meguro, T. (Hokkaido Univ.) and Fukuchi, M. (NIPR) 
P20. Anthropogenic impact on marine ecosystems in the Russian Arctic 
       Belikov, S. E. (All-Russian Institute for Nature Protection, RUSSIA) 
P21. The seasonal cycle of non-crustacean planktonic fauna in a coastal Antarctic ecosystem 
       Swaling, K.M., McPhee, A.D. (Univ. of Tasmania, AUSTRALIA),
      Riddle, M.J. and Gibson, J.A.E. (AAD, AUSTRALIA)
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 D. Benthos/Fishes Chairperson:  Iwami, T. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.) 
P22. The gonadal maturation in Neobuccium eatoni (Smith, 1879) (Gastropoda: Buccinidae) 
       Nakamura, C., Mori, M., Iwami, T., and Numanami, H. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.) 
P23. Molluscan fauna associated with seaweed near Syowa Station, Antarctica 
       Numanami, H. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), Takeuchi, I. (Univ. Tokyo), 
      and Okutani, T. (Nihon Univ.) 
P24. Contributions to the benthic fauna of continental shelf and slope areas of Prydz Bay, East 
  Antarctica 
       Kawamura, T., Hino, S., Numanami, H., and Iwami, T. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.) 
P25. Swimming speeds of migrating adult chum salmon 
       Tanaka, H. (Grad. Univ. Advanced Studies), Takagi, Y. (Univ. Tokyo) 
      and Naito, Y. (NIPR) 
P26. Jumping behavior of Japanese flounder from seabed with swimming and gliding 
       Kawabe, R. (Hokkaido Univ.), Nashida, K. (Nansei  Natl. Fish. Res. Inst.), 
      Sato, K. (NIPR), Nashimoto, K. (Hokkaido Univ.), and Naito, Y. (NIPR) 
P27. Jaw structures and feeding ecology of fishes of the suborder Notothenioidei 
  (Pisces, Perciformes) 
       Iwami, T. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), 
       and Takahashi, M. (Japan Marine Fishery Resource Research Center) 
P28. Embryonic and larval development of Antarctic Notothenioid Fish (Notothenia coriiceps 
 Richardson) in captivity 
       Hirano, Y. and Matsuda, T. (Port of Nagoya Public Aquarium) 
P29. Cephalic sensory canal system of fishes of the family Channichthyidea (Perciformes, 
 Notothenioidei) 
       Matsuo, A., Iwami, T. and Numanami, H. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.) 
P30. Liver regeneration in the Antarctic fish Notothenia  neglecta 
       Bastos-Ramos, W. P. (Unesp, BRAZIL), 
 Gonsalves, N. M. F. M. (Universidade Federal do  Parana, BRAZIL), 
       Silva, J. R. M. C., Blasquez, F. J. H.  (USP, BRAZIL),
      and Bacila, M. (Universidade Federal do Parana, BRAZIL) 
P31. Hematological and biochemical compensatory responses of antarctic fishes to acute changes of 
  temperature 
       Bastos-Ramos, W. P. (Unesp, BRAZIL),  Gonsalves, N. M. F. M., 
      Lucchiari, P. H. and Bacila, M. (Universidade Federal do  Parana, BRAZIL) 
P32.  Trematomus  bernacchii as bioindicator organism for the assessment of the impact of scientific 
  stations in Antarctica 
 Jimenez, B. and Focardi, S. (Univ. of Siena, ITALY) 
P33. Two food-chains related to Antarctic Nototheniid fish Pagothenia  borchgrevinki in early spring 
       Jianfeng, H. (Polar Res. Inst. of China, CHINA)
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P34. Relation between the morphology of the pharyngobranchial apparatus and the feeding habits 
 of the Antarctic fish Notothenia neglecta Nybelin, 1951 
      Rios, F. S. and Fanta, E. (UFPR, BRAZIL) 
P35. Histophysiology of the hepatic inflammatory response in the Antarctic fish Notothenia 
 neglecta CNPq project 67004-94 
        Silva, J.R.M.C., Hernandez-Blazquez, F.J., Parra,  0. M. 
       and Porto-Neto, L.R.  (USP, BRAZIL)
 E. Birds Chairperson: Watanuki, Y. (Hokkaido Univ.) 
P36. Incubating energy expenditure of Leach's Storm-petrels in artificial nestboxes 
       Niizuma, Y., Takahashi, A. and Watanuki, Y. (Hokkaido Univ.) 
P37. Regulation of food provisioning in Rhinoceros  Auklet parents: experimental manipulation of 
  nestling requirements 
      Takahashi, A. (Hokkaido Univ.), Kuroki, M. (Grad. Univ. Advanced Studies) 
       and Watanuki, Y. (Hokkaido Univ.) 
P38. Breeding status of  adelie and emperor penguins at Mt. Riiser-Larsen, Amundsen Bay 
      Kato, A. (NIPR) and Ichikawa, H. (Hokkaido Univ.) 
P39. The impact of back-mounted logger on the king penguin dive parameters 
       Ropert-Coudert, Y., Bost, C.-A., Handrich, Y. (CNRS, FRANCE), 
      Bevan, R. (Univ. of Birmingham) and Le Maho, Y. (CNRS, FRANCE)
 F. Reptiles/Mammals Chairperson: Sato, K. (NIPR) 
P40. Digital still pictures obtained from a free-ranging green turtle 
       Sato, K. (NIPR), Ishimaru, T. (Tokyo Univ. of Fish.), 
       Tanaka, H. (Grad. Univ. Advanced Studies),
      Yoda, K. (Kyoto Univ.) and Naito, Y. (NIPR) 
P41. Stomach temperature change of harbor porpoise in captivity 
      Otani, S. (Grad. Univ. Advanced Studies), Naito, Y. (NIPR) 
       and Kawamura, A. (Mie Univ.) 
P42. Aggregations of minke whales in the Antarctic waters 
       Kasamatsu, F. (Mar. Ecol. Res. Inst.), Ensor, P. (NZ), Joyce and Geral G. (USA) 
P43. Distribution of baleen whales in the Weddell Sea in relation to Weddell Drift 
       Kasamatsu, F. (Mar. Ecol. Res. Inst.), Joyce, Geral G. (USA) and Ensor, P. (NZ)
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December 5 Friday, 1997 
Poster Session: Terrestrial Biology
  G. Geochemistry/Microbiology Chairperson:  Hoshino, T.  (HNIRI) 
P44. Biogeochemical features and source microorganisms of organic compounds in endolithic 
  microbial communities from Antarctica 
       Seki, E. (Tokyo Univ. Aglic. Technol.), Matsumoto, G.I. (Otsuma Wemen's Univ.), 
       Friedmann, E.I. (Florida State Univ.), Akagi, T. (Tokyo Univ. Agric. Technol.), 
       Ocampo-Friedmann, R. (Florida A&M Univ.) 
       and Ambe, Y. (Tokyo Univ. Agric. Technol.) 
P45. Paleoenvironmental change in the Eurasian continental interiors inferred from inorganic 
  components in a sediment core (BDP96/1) from Lake Baikal 
       Takamatsu, N. (Toho Univ.), Matsumoto, G. (Otsuma Wemen's Univ.), 
       Kato, N., Imahashi, M., Kawamura, T. (Toho Univ.) and Kawai, T. (NIES) 
P46. Gene cloning of fatty acid synthetase from the DHA producing psychrophilic bacterium, Vibrio 
  marinus strain MP-1 
      Ueno, A. (Hokkaido Univ.), Morita, N.  (HNIRI) and Okuyama, H. (Hokkaido Univ.) 
P47. Filamental fungus isolated moss colony from Svalbard 
      Hoshino, T. (HNIRI), Kanda, H. (NIPR), Okada, G. (Riken), 
       Ohgiya, S. and Ishizaki, K.  (HNIRI) 
P48. Year-round changes of nutrients in fresh water bodies near Arctowski Station (South Shetland 
   Islands, Autarctica) 
       Juchnowicz-Bierbasz, M. (PAS, POLAND)
H. Mosses/Invertebrates  Chairperson:  Minami, Y.  (Tamagawa Univ.
P49. Distribution of bryophytes in North Kuril, Russia 
       Minami, Y. (Tamagawa Univ.), Okitsu, S. (Chiba Univ.) and Kanda, H. (NIPR) 
P50. Soil property and distribution of vegetation, in the Yukidori Valley, Antarctica 
       Ayukawa, E. (Tokyo Univ. Agrical. Technol.), Imura, S. and Kanda, H. (NIPR) 
P51. Distribution of lake-bottom mosses in the vicinity of Syowa Station area, Antarctica. 
       Imura, S. (NIPR), Bando, T. (Kyoto Univ. of Edu.), Saito, S. (Hirosaki Univ.), 
       Seto, K. (Shimane Univ.) and Kanda, H. (NIPR) 
P52. Structure of moss colonies in the Yukidori Valley, Antarctica 
      Kanda, H. (NIPR), Ueno, T. (Grad. Univ. Advanced Studies) and Imura, S. (NIPR) 
P53. Fly fed on moss colony in the alpine zone of Mt. Fuji 
       Ueno, T. (Grad. Univ. Advanced Studies), Kanda, H. and Imura, S. (NIPR) 
P54. Collembolan community at the deglaciated area in Spitsbergen 
       Sugawara, H. (Hamatombetu High School), Yoshida, S.(Iwate Univ.) 
      and Ohyama, Y. (NIPR)
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P55.
P56.
Soil microarthropod communities on a coastal vegetation in Ny-Alesund, Svalbard 
  Yoshida, S. (Iwate Univ.) and  Ohyama, Y. (NIPR) 
Period gene of Chymomyza costata: its geographic variation and expression at larval stage 
  Shimada, K. (Hokkaido Univ.)
 I. Algae Chairperson: Bando, T. (Kyoto Univ. of Educ.) 
P57. A data bank for terrestric Polar algae as a reference for ecological studies 
       Bolter, M., Kloos, R., Mahlmeister, U. and Sommer, G.  (Univ.of  Kiel, GERMANY) 
P58.  Temperature characteristics of Antarctic freshwater yellow-green algae,  Xanthonema 
 Nagashima, H., Makita, R. (Science Univ. of Tokyo), Ohtani, S. (Shimane Univ.) 
       and Momose, H. (Science Univ. of Tokyo) 
P59. Algal Sediments in Antarctic Lakes 
       Bando, T., Iwasa, T. (Kyoto Univ. of Educ.), Saito, S. (Hirosaki Univ.), 
       Imura, S., Kanda, H. (NIPR) and Seto, K.  (Shimane Univ.) 
P60.  Morphological  variability of  Ceratoneis arcus  Kiitzing (pennate diatom) from Tierra del Fuego 
       Fukushima, H., Ko-bayashi, T. (Inst. of Phycology) 
       and Yoshitake, S. (Shonan Junior Collage) 
P61. Preliminary report of freshwater diatom flora of Canadian Arctic 
       Fukushima, H. (Inst. of Phycology), Yoshitake, S. (Shonan Junior Collage) 
       and Ko-bayashi, T. (Inst. of Phycology) 
P62. Periphyton ecology of two snow-fed streams in the vicinity of H. Arctowski Station, King 
   George Island, Antarctica 
      Elster, J. (Univ. of South Bohemia, CZECH REPUBLIC) 
      and Komarek,  0. (Masaryk Univ., CZECH REPUBLIC)
 J. Higher Plants Chairperson: Wada, N. (Toyama Univ.) 
P63. Portable multi-channel system for measuring CO2 flux 
      Kibe, T. (JST), Nakadai, T. (NIAES), Mariko, S. (YIES), Tang, Y. (NIES) 
      and Koizumi, H. (NIAES) 
P64. Vegetation differentiation and ecological characterization of some selected species in relation 
  to soil physical properties with special reference to vegetation of Ny-Alesund, Svalbard 
       Kojima, S. and Wada, N. (Toyama Univ.) 
P65. Flowering phenology of alpine plant communities along a gradient of snow-melt timing 
      Kudo, G. and Suzuki, S. (Hokkaido Univ.) 
P66. Diurnal changes of net photosynthesis rates and water relations of two pioneer Polygonum 
  species at an alpine timber line of Mt. Fuji 
       Nakano, T., Mariko, S.  (YIES), Hirota, H. (Tokyo Metropolitan Univ.), 
       Watanabe, M. (Shizuoka Univ.) and Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.)
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P67. A preliminary report on a relationship between the number of hermaphrodite 
  flowers and the cushion size as a gender expression of Dryas octopetala under 
  environment by an open top chamber (OTC) 
       Wada, N. and Kojima, S. (Toyama Univ.) 
P68. Experimental study of environmental change effect at alpine area of Mt. Fuji 
  —Rise of temperature and growth responses of alpine plants by open-top chambers— 
       Watanabe, M., Nagai, M. and Masuzawa, M. (Shizuoka Univ.)
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